


発 刊 の こ と ば   

農業祭は，全国民の幾林漁業に対する認識を深め頗林漁業の技術，経営の   

向上を図るため，毎年11月23日の勤労感謝の祝日を中心として催す国民的な   

祭典である。この農業祭は，昭和27年幾林漁業者に天皇杯がご下賜になるこ   

ととなった機会に，従来の新穀感謝祭を発展的に拡充し，戯林省と日本磨林   

漁業振興会が各方面のご協力をえて天皇杯授与の式典をはじめ多彩な行事を   

開催して釆ておるが，既に昨秋第3回目を盛大裡に終了した。  

第3回農菜祭に参加した都道府県，ブロックまたは全国地域の各種表彰行   

事は271件に達し，それら行事において農林大臣賞を授与されたものは606  

点に上ったが，それら受賞者のなかから，中央審査委員会において6名の天   

皇杯受賞者（幾塵ク 園芸，畜産，蚕糸，林産および水産部門ごとに1名）が選   



ばれ，さらにこれに準ずるものとしての日本旗株漁業振興会長賞受賞者11名   

（蚕糸部門1名，その他各部門2名）が表彰された。  

いまや内外経済の急速な進展に即応して，第1次産業である農林漁業の近   

代化促進の努力が】段と要請される折柄，桑業祭の成果である天皇杯および   

碗興会長賞受賞者の賞重な業験を解説し，磨林漁業の近代化に対する生きた   

指棟として広く関係方面に紹介，普及することば，まことに有意義と思われ   

るので，昨年度に引きつづき，これを印刷に付した次第である。  

最後に本書の編集にご協力を頂いた執筆者および編集関係者各位に対し深   

甚の謝意を表してやまない。  

昭和40年 3 月  

財団法人 日 本農林漁業振＝興会   
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第3回農業祭天皇杯受賓  

出品財  茶   

出品者  水川農事研究会  
（会長 大井準之助）  

静岡県篠原郡中川根町水川  

駁20年の研究会活動〟はじめに  

中川根町水川ほ，静岡県のほぼ中央を北より繭に流れる大井  

川の中流に位し，川根銘茶の生産を中心とした山間農業地帯で  

ある。山間地のため郷地ほ狭あいであるが，赤石l宜系を源とす  

る大井川雨繹の砂礫壌土と川霧とに着目し，古くから茶栽培を  

とり入れ，発生姦についての栽培｝ 製造の両面にわたり長年の  

改善向上が行なわれて，川根茶の名声を高めつつ淋次生産が増  

加し，今日の川絶茶庭通がつくられたものと推寮される。  

水川慶事研究会は，かかる貴墟のもとでややもすると銘茶産  

地としての旧い歴史と伝統のために茶生産も安易になりがちな  

戦後間もない昭和21年にこの地に発足し，会員相互の堅固な結  

束により，発足以来活発な活動を続けてきた。すなわち盛業の  

将来を展望し農菜経営の合理化を促進するため，立地条鮎 各  

農家の経営条件を十分に考慮し，研究会事業の主幹作馴こ茶を  

選び，今後の新しい茶業のあり方について研究活動を続けてき  

た。この間2¢年，会員を中核として地域澄民一般の営蔑意欲と  

希望を高めつつ今日に至っている。  

葺合国品評会で連続6回よ位入質一班晶財の概要  

第17回全国茶品評会煎茶の部で第1位を得たものである。本  

品評会ほ，全国都府県で生産している代表的な茶を集め，広く  

内外の消費者の味覚に合うように品質を改善し，生産技術の向  

上と露営の安定をばかり，茶業の進展に役立てることを目的と  

して始められたもので，今回で17回を数える◎審査は，出品財  
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である煎茶の品質につい  

て外観，水色，香気，味  

等の審査会項目につき実  

施されたものである。   

この水川農事研究会の  

煎茶の審査成紡は，200  

点滴点中197点の轟高点  

を獲得しているばかりで  

なく，山間部の立地条件  

を十分に考慮して茶の栽培，製造の両面につい  

て積極的に新技術を導入し，昭和34年以来全国  

茶品評会において連続6回上位入賞を得てお  

り，また，県，地区等の品評会においても15回  

上位入賞している。また，水川農事研究会の茶  

ほ静岡茶市場において常に県下最高位に格付さ  

れていることなどからみても，当研究会の茶生  

産が品評会出品のための特別製品でなく，製品  

全体の品質水準がきわめて高いことを知ること  

ができる。  
水川盛事研究会員（上）と  

会長大井準之肋氏（下）  

塩味，色，香気とも最高水準一出品財の特色  

1．品質がきわめて優秀、である。  

出品財は下記審査成績に見られるごとく茶の本質ともいうべ  

き味をはじめとし，水色，香気ともに高水準を示し，また外観  

についても申し分のない満点を獲得したもので商品としての価  

値も高い。  

第l表 審  査  成  鱗  

内  容  
出  品  者  品  種  順位l等級  

審 査 採 点 基 準l50蓼30l60l60l2叫  －  

1i静岡県齢慧諸法撃宗究会回28i59】6車中ぶきた   



窮1図 静岡県中川根町水川部養位置図  

窮2図 水川部落見軍国   



2・栽培，製造の両面にわたり技術  

的創意改善がなされている。   

川 原葉の生産  

（i）優良品種の導入   

茶樹は一度植付けると同一閏場より  

数十年の長きにわたり生産をあげるこ  

とになるので，反当収量ならびに品質  

の向上をほかるため，老朽茶園の改植  

や茶園の開設にあたっては優良品穫  

水川部落と茶園  「やぶきた」を積極的に導入している。   

すなわち，優良品種の普及率ほ静岡県平均10％に過ぎないが，   

水川部落でほ姐％に及んでいる。  

第2表 慣良品穏茶園普及状況  （水川部落）  

年 次 ∃ 総茶園面積】優良品檻茶園l在来茶園 事普 及 率  

（ii）苗木の共同育苗   

一般に茶の優良品種の増殖普及ほ，国の茶原種農場または県  

の茶原怒ほで挿木繁殖した苗木の配付を受げて行なっている  

が，遠拒肘壷送のため活着率の低下をまぬがれなかった。当所  

究会はこの点を改善すべく，試験場及び指導機関より，さし木  

技術の指導を受けて現地共同育苗により，普通は50％の成苗率  

であるのに対し，当研究会は周到な管理により97％以上の成  

第3表 毎次別さし本数と配付数  

年 次lさし木本劉活着本数l配付本数1活着率l掘取年月   



第3図 優良品穏茶普及状況  雷率を得ているば  

かりでなく，定植  

の際，活着率の向  

上とその後の生育  

の促進によって，  

一般の成園化まで  

に8年位要すると  

ころを当部落では  

5年位で成開化し  

40- 

30  

20  

10  中川根町  

水川部落 

32年  33年  34年  35年  36年  37年 、38年  

ている。   

（iii）肥培管理   

当部落は，大部分が傾斜地茶園であるため土壌の流亡を防  

ぎ，草寒害を防止する意味から従来より茶軌こ山野草を長いま  

ま敷革としているが，これでほ故事が邪魔になって動力新家機  

等が入らなかった。そこで当研究会では山野草を牧草カッタ←  

で締切したものを敷革とし，綴械の導入を容易にするととも  

に，有接吻の補給をはかり，積挺的に茶園の地力維持をほかっ  

ている。   

伺 荒茶製造   

川根茶は従来外観（色沢と形状）に蛋きをおいてきたが，出  

品茶ほとくに内容（昧と香り）に重点を指向して製造を行なっ  

ている。   

すなわち，昭和33年会員の中から茶園をユ0α借り受けて，指  

導機関の指導と現地の立地条件に適合した茶園管理を施し，製  

造にも創意工夫を加味して栽培から製造まで一貫した良質茶生  

産を行なっている。宋茶製造ほ次のことに重点をおいて行なっ  

ている。   

（i）外観   

形は，圭形に走って香味を掬することを避けやや肉太ではあ  

るが，丸漁れで稟揃うことにつとめ原葉の摘採ほ一心二葉摘と  

‖   



し，色は濃緑色を保ち冴  

えのある色となるよう留  

意した。  

（ii）水色   

しL‡問地の茶は，水色が  

ややうすくなりがちであ  

るが，市場は金色の強い  

のものを要求しているの  

で，金色の強いカある清  

澄さを保つよ う配意し  

た。   

（iii）香気   

品格の高い川根茶特有  

の香気を出すため，茶園  

に有機質肥料特に菜種粕  

を併用し，優良茶の生産  

を目的として，清香を失  

なわぬよう留意する。  

（iv）味   

嗜好がより高い香りと  

出品財の茄茶  

英樹優良品種「やぶきた」茶園  

やや強い味を好む傾向が強いが，茶の昧は香味一体のものであ  

るから，力のある後味が良いもので，強い清香を保つようにつ  

とめた。   

このため次の操作に留意して出品茶の製造を行なった。   

① 茶園……会員の共同管理による茶園。   

② 摘採‥・・・・－一一心二葉摘みとし，5月3日，9時より3時の  

間に摘採を行なった。   

③ 生薬貯蔵…上質茶は生葉の萎凋程度が品質の良否に大き  

く影響するので，浅い平籠に入れて大体水分減15％まで  

屋内の柵に置いて萎凋した。   

了2  



④ 蒸し……蒸しのタ  

温度は950～98C’  

Cとし，葉裏ま  

でよく蒸気が通 

り，濃緑色とな  

り甘い香気を放  

つ程度とした。  

① 粗揉‥・‥・粗揉機  

の投入量は，公 

共同育苗圃の挿木の状況  称の80％とし，  

機内における品質の低下を防ぎ，排気温度は550～600’  

Cとし，所要時間ほ50分前後で水分減65％程度にとど  

めた。  

⑥ 揉捻……揉捻は永分の均一化をはかる目的で，軽く6分▲  

位の短時間とした。  

⑦ 中操……排気温度は350～400cの間に保ち，所要時間25ミ  

分を基準とし内質の乾燥につとめた。  

⑧ 精揉…… 形をつくって内質を傷めることを避けて無理な 

ミ鍾をかけぬよう留意して，25分位にとどめた。  

⑨ 乾燥‥・…芽先の折れないように注意して浮くひろげ，乾  

燥温度を大体600cに保ち，50分位で仕上げた。  

第5表 出品財製造法の比較  

区 分l 従   来 l 出 品 茶  備  

13   



第4回 線爵位試練茶園の比較  第5図 経済性試験茶園の品種別藁期別  

（10α当り）  生葉収盈比覇  

磯   

製造は，研究会の水川第一製茶共同工場において会員がこれ  

に当り，特に川根茶の特色である香味を十分発揮できるよう細  

心の注意をもって製造にあたった。   

出品茶は，以上の製法により楷心の注意をもって製造された  

茶であるが，これは茶園の肥培管理の徹底と自然条件の良さと  

により原葉が優良であることと，毎年製茶競技会や品評会等を  

開催して製造技術の改善向上をほかってきた努力が実を結んだ  

ものであるといえよう。   

3・経営が時代の要求に即応するよう改善され，かつ計画的  

14  



である。  

山間傾斜地得である立地条件を生かし，優良茶の生産を主幹  

部門として，これに労働配分を考慮して畜産，林糞，一部果樹  

を加味し，また簿記による経営分析を取り入れた総合的な営頗  

が計画的に行なわれ，さらに将来を見込んだ省力的営澄の研究  

が進められている。   

肇独自の試験園をもって一出品者について  

水川農事研究会は昭和21年発足し，現会長大井準之助氏（昭  

和3年6月2日生，滴36才）は，昭和38年4月会長に選任され  

るや広い視野に立ち卓越した統率力と実行力を発揮し，茶袋家  

としての経験も豊かで，若年にもかかわらず会員の信望厚く本  

会をほじめ地域虔菜発展のため献身的な努力を続けている。  

1．構 成  会員 25牽．  

22名  

t9   

5   

19  

第6表 水川部落塵菜経営状況  

耕 地  

面 積  
年  度  

茶 園‡普通煉l水 田  

、－－ご  

ニ‥∴‾：′’●宮′∫ ‥∴．；－∫†  
37α  

（1％）  
昭和33年  

、．∴∴！∫・－：1－′‘ －－．－√′ ；二：．－■∫  100α  

（2％）   

2．研究会の夢業  

材）試験茶園等の設置   

会員の研究の場とし，茶の生産性の向上をほかるため，指導  

機関の指導による優良品種と在来種の経済性試験園3カ所なら  

びに改植茶園の早期成園化試験園2カ所を設け，詳細な調査を  

行なって，その成果をただちに会員の茶園に取り入れている。  

（i）経済性試験茶園   

優良品種茶園の優位性と茶樹栽培農家の経済上の価値を在来  

茶園と比較研究するため，品種茶園10αと在来茶園10αを会員  

i5   



の共同管理により栽培した結果，次樅  

に示す如き成績をあげ，品種茶が品質’  

的にも経済的にも優位であることを展  

示実証することができ，部落はもとよ  

り地域茶農家の改植意欲高揚に大きく  

貢献している。   

本家をグラフで示せば第4図，第5～  

図のとおりである。  
感   

研究製茶＝場の内部  

第7表 経済性試験某周の成績  （10α当り）  

第8義 昭和38年虔収支比較表  （10（Z当り）  

（1）収  入（荒茶）  

改植茶園の早期成園化試作園  （ロ）  

茶農家が品種茶園の優秀性は認めるものの，茶園の改植が進  

16  



（2）支  出  

第9表 昭和38年虔茶寮収支比較  

荒茶 価格  
」J軽‡ミj」リ  

1，067円  

支  出  純  益  区   分l収  入  
品；哲 茶 園  

（試験茶園）  304，940円≦ 106，860円∈ 198，080円  

184，2701103，825  
5
 
 

4
 
 

4
 
 

0
 
 

8
 
 

捗しない理由として，改植により一時的に収入減を釆たすこと  

があげられているので，この期間を短縮することば改辟を促進  

する重要課題である。そこで当研究会は，改植茶園の早期成因  

化をはかるため，試作園を設置することとし，昭和33年在来茶  

園10（Zの抜根改植を行なった。抜根跡地には，  

（i）特に生育良好な大苗を植付け，不良苗ほ使用しない。  

（ii）施肥回数を多くする。  

第用表 改植茶園の早期成園化試作周の年次別収支表  

年  次  …  収  入 l 支  出  蓼  差  引  

l了   



（i呈i）病虫害防除の徹  

底をはかることが，改植  

茶園の早期成園化の道で  

あることを実証し，見事  

な茶園の早期育成に成功  

した。   

¢う 研究製茶工場   

試験園より生産された  

原葉をもって，試験研究  

用茶および品評会出品茶  研究会の共同防除作業  

等の製造のため，水川第一共同製茶工場を指定し，究茶製造の  

各工程について綿密な調査を実施し，とくに重要な温度管理に  

ついて研究工夫し，製茶品質の向上をはかっている。   

敷地150坪   

建坪 工場 50坪，生薬置場 50坪   

対照茶園面積 580α，荒茶生産額12，000kg  

ト）茶園の改植推進   

在来老朽茶園を優良品様に改植して，生産性向上による茶業  

経営の合理化と改植に必要な苗木の需給の円滑をはかるため，  

優良品種共同苗ほを設置し，会員の改植を推進するとともに広  

く会員外にも配付し，川根地区における茶業の発展に寄与して  

いる。  

糾 省力栽培の研究   

茶の摘採は大量生産地においては，鋏摘みないしは動力機械  

摘みが常識とされているが，当地区ほ山間部で経営面頓が狭少  

なため，他地区の窒に対して質をもって所得の増大をはかって  

いる。   

このため従来ほ手稲みによって行なってきた摘採も，農山村  

労働力はますますきびしくなるものと思わなければならないの  

で，上質茶の産地としてその特性を失なわず，かつ当地区の経  

つ貌  
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常に適合するような摘採機による省力摘採方法の研究が進めら  

れている。   

また茶園の除草にシマジンの散布を行ない好結果を得たの  

で，早速会員の茶園に利用することはもちろんのこと，一般農  

家への普及により除草労力の節減をはかっている。   

何 個別経営の経営検討   

生産費調査の担当者による調査結果をもとにして，収量，生産  

費等の経営的な検討研究を行ない経営の改善につとめている。   

昭和38年の個別経営成繚は策11表のとおりである。  

第11表 茶業燵営の成長（昭和38年度）  

A氏fB氏巨氏  
D 民圭 E  氏  

在 米 園（α）  
0
0
 
0
 
2
 
0
 
 

1
 
1
 
 
 
 
 
3
 
 

5
 
2
 
8
 
5
 
 

2
 
1
 
1
 
5
 
 

0
 
長
U
 
4
 
0
 
 

3
 
 
 
 
1
 
5
 
 

5
 
3
 
ワ
ー
 
5
 
 

3
 
 

2
 
 

種 園（α）  

未  成  園（α）  

計  （α）  

荒茶生産数堕（kg）  

販 売 価 格（円）  

単  価（円）  

靭63，5牲  

………巨………き…喜…  749   689，275 （仕上） 921  
肥  料  費（閂）  

三欝  剤  費（円）  

詣 材 料 費（円）  
雇 用 労 賃（円）  

そ  の  他（円）  
経 営 費 計（円）  

60，900  

10，110   

9，370  

14，818  

37，640  

132，850  

37，500  

6，500  

13，000  

18，000  

23，200  

98，200  

86，450  

16，180  

19，000  

44，550  

28，500  

194，680  

79，200  

11，840  

15，000  

67，000  

27，000  

200，040  

74，360  

9，900  

9，200  

（仕上賃金）  

76，724  

170，184  

42，300   

7，600  

16，700  

36，500  

23，000  

126，100  

経
 
 
営
 
 
費
 
 

差  引  所  得（円）  

家 族 労 働 日 数（日）  

1日当り家族労働報酬（円）  

（ト）茶樹病害虫共同防除の推進   

優良な生薬を生産するためには，施肥の合理化とともに病害  

虫の防除を徹底的に行なう必要があるので，試験場及び指導  

機関の指導をうけた会員が中心となって当地区の防除暦をつく  

り，常に茶園病害虫の発生消長を観察し，会員のみならず，広  

く部落全体に呼びかけ，共同一斉防除を励行している。  
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第12表 昭和37・38年の共同防除と個人防除の所要経費比較表  

使用癖佑極度l遥α当晶】  区分憂年次妻月日   

倍  

4’旬   

共同防除と個人防除は上記のような結果を得ることができた  

ので，今後労力不足にともない，共同防除の推進徹底とさらに  

配管等による防除施設の設置を考えている。   

研 講習・講話会等の開催   

各種講習。講話会，先進地の視察および審査技研究会を開催   

し，広く茶業の知識および技術の向上酎まかっている。   

（リ）各種品評会，共進会に積極的に出品するばかりでなく，  

技術研究発表大会にも進んで参加し，県下の茶業発展に寄与し  

怨ている。   

3．問題点と今後の方向   

茶業経営の効率的発展は，生業生産分野における生薬品質の 

改善，単位生薬生産量の増加等の改善のみでほ困難であり，荒1  

茶加工の改善，流通機構の合理化等茶業全体，国民経済と結び  

つけて初めて実現されるものである。   

このためには地域を対象として茶樹品種の早。中。晩種の組  

合せの実施によるく1日当り生薬摘採窒の調整，被覆茶園の効果  

的実施等による‡荒茶工場の効率的な運営が必要とされるので，   

当研究会では地域ぐるみの茶業生産体制を推進しようとしてい   

る。（次頁第6図参照）   

このように，究茶工場を中心とした原其の生産から製品の販  

売までを有機的に結合して一体となし，品質の向上，均一大量  

安価生産を目標に茶業経営の安定，発展を実現するため，日夜  

研鋸が積まれていることは，茶業者の範とすべきで深く敬意を 

表するものである。  
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第7図 荒茶工場を中心とする生産攻寄体制  

茶 市 場  

く  ・一大 呈 出 荷  

農  協  

く    全量委託販売  

改植の実施（共同苗ほ）  

品種の組合せ  

（被覆による摘採の延長）  

共同防除の実施  

共同配合肥料施用の実施   

生 薬  

生産農家  

生 薬  

生産農家  
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第3回遊買祭日容農林漁業涛輿会長質受賓  

出品射  水稲の多収安達栽培技蔽   

出品者  石 川 達 雄  

秋用県雄勝郡雄勝町桑崎字平城154  

転稲作技術改良に専念…受賞者の結髪  

上野駅を夜行急行列車でたつと，翌早朝には山形県と秋田県  

の県境の町院内を経て威堀駅につく。ここから北東約2粁，水  

田にはきまれた曲りくねった道を行くとタ 石川定雄氏のお宅に  

つく。石川家ほかって大正時代にこの地方きっての篤頗家とし  

て知られ，村内に顕彰碑がたてられている石川温蔵氏の息子，  

寅蔵氏が分家創立したもので，定雄氏ほ昭和26年に養子として∵  

迎えられ，寅蔵氏の跡をつぎ，現在に至っている。その間，稲  

作一途に打ちこみ，特に水田地力培養のための堆肥生産につい  

ては，村内堆肥品評会でしばしば第1位となった履歴が物語る  

とおり，きわめて良質のものを多壷に生産し，これをもととし  

さらにいろいろな技術の改良によって昭和30年より33年まで，  

雄勝町米多収穫共進会で連続1位をとり，34年には県内米作1  

位賞，さらに38年には朝日新聞社主催米作日本一▲の多収穫部門  

で10（Z当り862・9kg（5，753石）をあげ，全国第1位となった。  

今回の受賞はこの多収穫ならびにここに到達するまでの努力に  

対して与えられたものである。  

石川氏は現在36才の働きざかりであるが，この部落における  

農業技術研究の中核となっている平城農事研究会の稲作部長の  

外は何ら公職についていない。  

石川氏は，いままで一度も借金をした経験がない。あるいは  

また，「この地方では以前は堆肥をつくるために競って里山の  

草を刈ったが，最近ではほとんど私だけになりました。おかげ  
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で楽に堆肥がつくれます」という言葉にうかが  

えるとおり，その人柄は実直な実感家である。  

しかし，ただガムシャラに昔の習慣を守り続け  

ている融通のきかない人ではないようで，県が  

委託する緋種改善試作圃や，除草剤使用展示閻  

の運営に当り，この中から実際にとりこみうる  

新技術，たとえば除草剤PCPのごときは石川  

氏が部落にさきがけて自分の水田にとり入れた  

ものであり，またしばしば農事研究会の有志と  

ともに，県内の農業改善指導地，経営の先進地  

を祝祭するなど，新技術の導入についてどん欲  

なまでの熱意をもっている。とにかく何よりも  石川定雄氏  

稲作りの好  

きな人であ  

る。  

㌶地力増強と健苫早植－   

－受賓技術と経営概要  

1． 土地  

条件  

石川氏の  

水田は秋田  

県の南部内  石川氏の住居と住居の前に積まれた山草の山  

陸部，雄物川上流の平坦地帯にあって，土壌は沖積で腐植が多  

い。一般に地下水位が高く透水が不良であるが，石川氏の多収  

穫田は，昭和3年に祖父の手によってタテ，ヨコ，20～25m間  

隔に暗渠を設置し排水をはかるとともに区画整理をおこなった  

ので，水管理が比較的容易におこなえる状態にある。また昭和  

3年から12年まで，毎年10α当り7．5トンの山土を客土し，さ  

らに昭和3年から現在まで排水溝の混土を乾燥したものを，早  

春，融雪促進のために雪上に散布しているが，この量は毎年10  
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α当り約3．8トン程度と考えられる。   

堆肥ほ山草を堆積した良質のものを，昭和23年以来毎年10α  

当り1．9トン，昭和38年には2．2トン施した。さらに昭和3年  

以来，数年間にわたり，手作業によって22cmの深耕がおこなわ  

れた。その結果土壌の透水性がよくなり，地力が高くなり，稲  

の生育は健全となり，安定多収の基礎が確定せられたが，これ  

らの作業はすべて父祖3代にわたるもので，実に「ローマは1  

日にしてならず」の感をいだかせる。   

2，米作技術の内容   

品種ほこの地方で最も強辞で，稲熱病にも安定している中晩  

生品種「ミヨシ」を用いた。石川氏はこの品種をすでに昭和36  

年以来栽培し，特性などを熟知している。寒冷地における安定  

多収には，早措に健苗早植が有効なことは常識である。石川氏  

ほ昭和26年に保温折衷苗代を，32年にはビニニドル被覆畑苗代を  

とり入れ，これによって健苗早植栽培をおこなっているが，育  

苗上特に付近の人火と 

大きく，播種が1週間ぐらい早いので，苗立ちがかなり早い。  

しかもm2当り播種藍が約10％ほど少ないので，苗はきわめて  

強剛であって，被姦を除去する時期が約10日ぐらい早く，また  

燐酸，加里の施f日量が約20～30％多いこととあいまって，苗の  

生育は健全であり本田の活着も良好である。  

苗代3．3m2当り施肥竃  
10α当り  
苗代画板   硫安l過石  塩 加l 堆  肥  

∴ト．l・＝、．‥  3410g（苗取磯）  
3410g（秋）   

5月10日  

石川氏の多収穫田は前にのべたように暗渠によって排水がは  

かられるとともに，良質の堆肥の多施用，客土などにより地力  

も高いがき 一方稲を健全に育てるために，珪カルを毎年10‘Z当  
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り120l（g施し，また膝燐  

や微量要素を施用してい  

る。さらに昭和38年は冷  

害の予報があったので，  

燐酸，加里の施用量を増  

加し，この結果，3要素  

の成分比率が窒素，燐酸  

加里，それぞれ100：140：  

136で，この比率は付近  
顔   

石川氏の多数種田刈取（昭38）  田にくらべて燐酸，加里   

が20～30％程度多くなっている。施肥法は塩安，熔鱗」廣加を   

全層に漏るように再桝前に施し，ついで代掻前に過石，硫安を   

表層に施肥し，稲の生育時期に応じて肥効の現われるようにし   

た。穂肥は施用していないが，これは長年の地力培養によって   

追肥を必要としなかったためである。  

施用時期 毒 4月28日 耕起前 ∃5月15日 再排前～ 息盈翌日  

・こ・．－・－・・ 一川  莞莞％贋莞％  肥 料 名匪肥極力ル㍍＿  

10α当施用郵22501車20kg盲 4－（gぎ30kgき48・81噌‡18・8  11．3kg】3．81唱   

水管理ほ，従来の多収穫栽培と特に異なった点はない。すな  

わち田植後1週間は活着を促進するために深水とし，以後は3  

Cm内外の浅水として分けつの促進をほかった。有効茎のきまっ  

た6月27日より7月5日までほ間断港概をした。7月6日より  

7月18日は中干しをし株元を固めで倒伏を防止するとともに稲  

の健全化をはかった。出穂後ほ十分に水をはり，落水期も普通  

より2週間おそい9月15日とした。このことが稔冥の向上に役  

立ったものと思われる。   

中桝除草は，田植後人力用中排除単機による除草2回（タテ  

ヨコ各1回）PAMlOα当り3kg，水中MCP粒剤散布の他ヒ  

エヌキ2回おこなった。除草剤の散布はこの部落ではまだ30％  

26  



ぐらいしか普及していないのに，石川氏はすでに全水田に使用  

している。寒冷地での除草剤使用ほともすれば薬害，が出やす  

く，暖地ほど普及していないが，石川氏の水田でほ全然薬害を  

認めない。これほ稲の生育がきわめて健全なためと考えられ  

る。   

病虫害防除ほ共同防除3軌 個人防除2回おこなった。昭和  

38年ほ秋田県全域に娯虫，稲熱病が激発し，近年にない低収の  

年であったが，石川氏の水田では稲の生育が頭健であったの  

で，適時5回の散布によってほぼ完全に防除することができ  

た。しかし付近の水田では普通7～10回くらいの防除，窒素偏  

重栽培田でほ15回ぐらいの散布でなお防除し得なかったことが  

雑ぜられている。  

3．生育の様相   

東北農業試験場および秋田県虚業試験場の調査によると，  

3．3m2当り穂数は1，330本で多収穫栽培としては多い方でな  

く，まだ増加の余地がありそうである。栽植密度は3．3m2当り  

59．9株でこれも決して多い方ではないのでさらに密植してほど  

うかということがあるが，この点について石J【i氏はこれ以上栽  

i密度を増すと，かえっで倒伏の心配がふえ，作柄も不安定にな  

るということである。投機的な多収穫よりも安定作を期待する   

り胱氏の言葉として当然と考えられる。1株当り穂数は22～23  

本でミヨシとしては瞥通であろう。1穏当りの総粒数は104粒  

で，稔実歩合83．8％ということであるが，この稔実歩合をさら 

に向上せしめるよう努力すべきである。玄米の千粒重は22．9gg  

である。また辞長は89cmでまず安定した生育と考えてよかろ＞  

う。  

4．多収安定栽培技術の特徴   

以上のべたことのくりかえしになるが，石川氏の多収穫栽培 

の特徴は，長年にわたる土地改良と地力培養の基礎の上に立っ  

て，健苗の早植と安定した栽培管理にあるといえよう。昭和38－  
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年は秋田県全域にわたり稲熱病と嘆虫が激発し不作の年であっ  

たにもかかわらず，高収量をあげ得たのはまったく安定栽培技  

二術の賜であろう。   

5．石川氏ゐ収量の動き   

さきにのべたように石川氏は昭和26年来年々収量を高めてき  

た。この経過を石川氏のメモおよび参考までに雄勝町の資料を  

次に掲げておこう。  

石 川 氏  雄   勝   町  恕   

‥」シ∴  ●． ‥  導入技術の概要  

農林17号，日之丸，奥羽195  
号，尾花沢1号，水苗代  

幾林41号，奥羽195号，保温  
折衷苗代，セレサン石灰   

靡林41号  

資林41号，信交190号  

虔林41号，ビニール畑苗代  

439  

461  

461  

554  

646  

646  

692  

692  

692  

739  

739  

739  

9
 
5
 
0
 
ご
U
 
2
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3
 
5
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9
 
 

4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
 

ト
 
シ
 
シ
 
 

オ
 
ヨ
 
ヨ
 
 

オ
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ミ
 
 
 

石川氏の全水田平均見込10（Z当り収量は，政府売渡数量から  

算定した全水田見込収量を栽培面積でわって求めた，きわめて  

概数的な数字であるが，全面積ともきわめて高い収量であるこ  

とば事実であって，しかもその収量が年々向上してきたことほ  

注目すべきであろう。   

6．経営ならびに作業労力   

雄勝町の総耕地面積の70％は永田で，農家1戸当りの耕地面  

積は8．4（Zで，2hα以上の農家は仝幾家数の5％にすぎず，農  

業だけで自立できると考えられる幾家は全体の20％にみたな  

い。   

石川氏の住んでいる桑崎は水稲単作農家が圧倒的に多いが，  
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耕地整理やその他の土地改良も進んでいないため，水稲の10替  

当り収量はかなり高いものの，10α当り作業労働は一般に多  

く，25～26人といわれており，労働力1人当りの経営面積ほ5¢ 

～60αにすぎない。幾閑期にほ製炭，土木工事，国有林の労務  

などに備われる機会が多い。   

石川氏の経営する耕地面積ほ水田130α，畑5（Zの他に山林  

20αあり，家族数は6人，内労働力は36才の定雄氏と婁の2人  

である。   

農産物の販売現金収入は稲作の77万円，董加工の2．2万円の 

他，ほとんどなにもなく，純然たる水稲単作経営であるが，石  

川氏の場合，10‘Z当り収量が高いので，この収入は付近におけ 

る21氾経営農家に匹敵する稲作収入をあげていることになる。   

次に石川氏の多収穫田における10α当り労働時間数を示そ  

う。全体として168時間，これを1日8時間労働にかりに換算  

すると21人になり，この付近にくらべると多くはない。とく  

に，除草剤の使用によって除草労力を節約している点見るべき  

ものがあり，この節約されたた労力を，堆肥生産のための山野  

草刈にふりむけ，それによってさらに増収への足がかりとして  

いる点ほ重要と思われる。また石川氏ほ現在，巣事研究会の稲  

10α当り  
労働時間  内   容  箋佼職域  作 業 名  

薇 子 予 拇  

苗 代 一 切  

本田糾起整地  

本 田 施 肥  

本 田 代 掻  

田 植 補 植  

中 排 除 琴  

病害虫防除  

濯排水管理  

収 穫 乾 燥  
脱 穀 調 製  

計  

1日8時間換算  

比重遜，藤子消毒，催芽  

耕起，施肥，生地，描種管理  

桝起，砕土，整地，随時つくり  

嘩肥道段，金肥，堆肥散布  

代掻，睦畔塗り，均平  

苗取，代紋，捕縛  

機械，菜剤除草，ヒエ抜  

瞑虫卜紋枯，稲熱病防除  

深排水管理，水搾調節，睦畔草刈り  

刈取，乾燥，収納  

脱穀，激摺，包装出荷  

研転機  

同上   

桝素云桟   

敷粉機  

動力数粉械  

脱穀機，放 
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作郡長とともに，農事実行組合の部落班長をしているが，農事  

研究会を中核として，部落を平均5戸の作業班に編成し，育苗  

より収穫までの作業をなるべく班ごとの協同によって行ない，  

これによって作業能力の節約と合感化をほかっている。しかし  

ながら土地条件がまだ整備されておらず，しかも零細な水稲単  

作経営では，水稲作の収量を少しでも高める以外に経営の内容  

を高めることほなかなか容易でないので，いきおい水稲作の作  

業労力も多くなりがちである。  

避排水よくして収量の増大を－技術の普及性  

石川氏が昭和26年にとり入れた保温折衷苗代は，28年には周  

辺に広く普及した。また32年にとり入れたビニール畑苗代は33  

年に付近の普通栽培技術にまで発展した。このように水稲作で  

石川氏は常に技術導入の先端に立って活躍している。さきにの  

べた雄勝町の米収畳が最近漸次増加したが，石川氏に負うとこ  

ろが少なくないのは明らかである。  

石川氏がとつとつとして語る抱負は「もっと排水をよくしな  

ければ，これ以上水稲の収量をあげることはむずかしい。その  

ためには下の部落を通して大きな排水溝を掘らなければならな  

い。私はこのためならば，この多収穫田を見返りに出してもか  

まわない」  

また「稲だけでは先が知れている。そう思って，あちらこち  

ら勉強をしに出かけるのだが，まだなかなかよい考えが浮ばな  

い」といっている。  

水稲単作地帯の経営を高めるのにほどうすればよいか，石川  

さんといっしょにこの問題を考えてゆく必要がありそうであ  

る。  
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矧農業祭日容義郎漁業振興会最澄受鷺  

出品財  で  ん  翰   

出品者  川辺町農業協同組合  

（組合長 西 政雄）  

鹿児島児川辺郡川辺町平山  

忍近代約な設備と合壁約な技術脚出品財の概要  

わが国における甘藷の生産量ほ昭和38年度において660万ト  

ンであるが，その約47％がでん粉原料として用いられ，甘藷の  

でん粉への利用率ほきわめて高い。このうち，鹿児島県でほ甘  

藷の生産量は昭和38年度において168万トンで，全国の約25％  

にあたり，でん粉の生産最も30．8ガトンで，全国の約40％にあ  

たる。一方でん粉工場も全国の約1500工場のうち，その約27％  

の410工場を擁している。  

このように鹿児島県における甘藷ならびにでん粉の占める位  

置はきわめて高く，わが国の代表的生産地である。この中にあ  

って，本出品財は鹿児島県でん紛品評会において従来にない新  

しい審査項目を加えるとともに，採点方法も新方式により，技  

術面において高度の知識をもった専門的な審査員のみの厳正か  

つ客観的な審査の総見162点中から第1位に選ばれた優秀品  

である。そしてこのような品質のすぐれたでん粉を生産した背  

景には，原料の管理から加工処理にいたる一連の生産技術が，  

設備の近代化と相まって，合理的かつ優秀なことによるもので  

ある。  

蔓すぐれた貞慶と少ない酉変慶一出品財の特色  

1，品質上の特徴  

出品財は，従来の農産物検査法によって定められた国の検査  

規格（官能審査項目：色沢，爽雑物，典礼 計測審査項目：水  

分，灰分，たん乱 自度，酸度）に合格しておりブ なかでも，  

3l   



自度がすぐれ，酸度の少ないことから，精  

製の完全なことが認められた。また，人為的  

に薬品処粗 その他の処理を行なって外観的  

にきれいにあげようとしているか否かを判別  

するために加えた検査項目である粘度（アル  

カリ流動度），アルカリテスト（着色度）に  

ついても優秀な結果を得ていることは，本来  

のでん粉の特性をそなえた高純度の，きわめ  

てすぐれた品質を有するものであることを証  

明している。   

2，生産技術上の特徴  

川辺町盛業協同組合組合長西政雄氏 出品財がこのように優秀な製品を得るた  

めに，つぎのような加工技術の改善，工程の合理化が行なわれ  

ている。  

（1）原料の集荷，工場搬入後，加工処理されるまでの原料の  

管理がきわめて能率的，かつ適正で，これが高品質の製品を得  

る重要な原因となっている。  

（2）機械施設として，ノズルセパレ【ター（遠心分離機）2  

段掛けを採用し，はじめに水洗型，ついで濃縮型セパレーター  

の使用によって，たん白水の除去がきわめて効果的であるた  

め，品質高度化の要因となっている。  

また土肉分離法は底抜けタンク法によって，短期間に土肉を  

分離し，ついで脱水乾燥に直結しているので，酸度の非常に少  

ない製品が得られている。さらにフラッシュドライヤー（気流  

乾燥機）による迅速な乾燥は品質の均一化，不純物の混入防止，  

人件費の節約などにも有効である。  

（3）工程管理についても，水および乳液の流量管理，でん粉  

乳のp‡i調整，濃度調整，人員配置のバランスなどつねに十分  

の配慮がなされている。  

さらに，これら生産技術の向上のため，従業員の技術研修を   
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活発に行なうとともに，工程ならびに品質管理についてつねに  

細心の注意を払って，品質の改善に努力していることが認めら  

れた。しかも，これらの技術ならびに施設を一般に公開し，で  

ん粉塵業の推進に大きな貢献を果している。   

なお，当狙合のでん粉工場の規模，生産状況はつぎのごとく  

である。   

① 敷地  2，241坪   

② 建坪  215坪  

原料置場  28坪  

機械場  60〝  

精製室  28〝  

タンク上家   80′′  

火力乾燥窒   27〝  

その他  68〝   

③ 主な機械  

苧洗機，磨砕機， 2，自立桟，静装置 2セット，ノズルセバ  

レ岬ター 3，回転葦，チャージタンク，＝コントロールタンク，  

底抜けタンク，仕上げタンク，通園乾燥施設，遠心脱水機，和泉  

式フラッシュドライヤー   

④ 従業員  

男10名，女11名   

⑤ 1日および年間能力  

毎時 3，300kg（880貫）  

1日 64～37．5トン（1．7～1万質）  

年間 4，如0トン（120万雷）   

⑥ すり込み作業10月上旬～12月上旬（約60日）  

仕上げ作業  3月末   

⑦ 過去6カ年のすり込み塁  

33年1，877トン（約50万質）  

34年 2，682 〝 （70 〝）  

35年 2，280 〝（60 〝）  

36年 2，458 〝 （65 〝）  

37年 2，630 〝 （70 〝）  

38年 4，472 〝（120 〝）   

⑧ でん粉生産量 1，240トン   

⑨ 鹿児島県でん粉工場のすり込み規模  

工場数  比率  

33   



30万貫未満  

30へノ70  

7（）～】00  

100～200  

200 以上  

計  

3．経曽上の特徴  

52  12．7％  

162  39．5  

97  23．6   

82  20．1   

17  ∠i．1   

410  100   

当工場は昭和33年創業以来，数次にわたる拡張がなされ，処  

理能力の増大をほかるとともに，近代的施設の導入により，装  

備の充実改善がなされ優秀な製品の生産の基礎となっている。   

工場管熟こあたっては，狙合長の指導方針にもとづき，つぬ  

に工場の清潔，整頓と従業員の健康第一をモットーとし，218  

の組合従業員とともに家族主義的な道営により，無駄のない効  

率的な生産に極力意が用いられている。   

工場の操業ほ10月初旬から3月末までであるが，その原料甘  

讃の計画的，狙織的な集荷にとくに努力し，また価格について  

も絶えず町内同業者と協力し，価格協定を行ない，組合員の出  

荷に対する保証を与えている。したがって，農家の組合に対す  

る信用が大きく，生産される甘帝は実に80％が組合に集められ  

るにいたっている。   

工場の規模も現在よりやや上回る年間6，000トン（160万貰）  

程度の処理能力を適正規模と見なしているので，自工場処理原  

料以上のものは，町内7工場を協力工場として，これに委託製  

造の方途を講じ，他工場との共存共栄の方針をとっている。   

当工場のでん粉の製造コストは他工場にくらべて低く，創業  

以来，相当の利益をあげ，その利益金を組合員の出荷量に応じ  

て追加払いをなし，農家に喜ばれている。   

なお，農協区域の農家状況ほつぎのごとくである。  

① 総面積  90km2   

⑦ 総戸数  4，200戸  人口17，640人   

③ 農家戸数 3，600戸  

組合員戸数 3，240戸  

⑥ 水田  850i旭  
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畑  1，240】氾  

弓⑤ぞ蟄産物  

作付面積  

米  1，090町  

麦  760  

甘葦  980  

茶  92  

ナタネ  720  

タバコ  140  

蚕  8  

果樹，畜産  

計  

くむ 幾家階層別戸数  

3反未満  794戸  

3′－）5  638  

5～10  1，448  

10′｝15  565  

15′－  155  

計  3，600  

⑦ 幾家1戸当りの耕地面積  

1鹿家当り農産物販売額  

1組合当り澄協預金  

⑧ 甘藷の集荷状況   

販売額   

69，800円   

1，400  

100，000   

35，000   

25，000  

165，000  

5，000   

862，000  

1，263，200  

％
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32．3万円  

11．5  

戸数  3，240戸  

生度量  297千玖（＠45kg）  

集荷塁  248  

集荷率  80％   

済県下の模範的工場一出品者について  

川辺郡は鹿児島県における甘葦の3大産地の1つであり，そ  

の中心である川辺町ほ昭和38年度において，甘藷の栽培面積が  

1，450hαで，それより生産される34，075トンを原料として9で  

ん扮工場で加工，生産されている。  

この組合のでん粉工場は昭和33年発足以来，設備の近代化，  

技術の向上を目途に努力した結鼠 今日，これら9工場中最も  

大きく，近代化された工場として，県下410工場中でも上位の  

規模を有し，指導的役割を果している。  

35   



またこの組合は3，240の組合員を擁し，全員一体となって経  

合発展に協力し，強力な基盤を築き上げた結果は，農林大臣賢  

2のほか13の表彰を各方面からうけていることによってもうかゝ  

がわれる。   

なお，川辺町農協の概況ほつぎのごとくである。   

① 担合貝戸数  3，240戸  

正組合員  3，240  

準組合員  106   

② 事業（昭和38年度） （単位100万円）  

澱粉事業：粗収益  12，479  

費 用  8，754  

余剰金  2，047  

金融事業：貯金  373  

貸付金  160  

共済事業：  1，013  

購買事業：  283  

指導事業：営農指導員  7名  

應  
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第3回農業祭天皇杯受賓  

出品財  温 州 み か ん 囲   

出品者  八幡浜市其網代地区  

（代表者 吉川多三市）  

愛媛県八幡浜市  

誓京浜市場で声価をえた〝轟穴みかん〝一出品財および代表者の略歴  

真鯛代地区には明治34年に温州みかんが始めて導入されてい  

る。本格的に栽培されだしたのは明治40年頃であり，次いで大  

正5年に早生温州が大分県より導入されたといわれている。  

当時，部落民ほ甘藷と愛を宣作し半農辛漁で生計を▼たててい  

たが，現金収入源としては，ほとんどみるべき幾度物がなく，  

生活ほ極度に貧しく，農家経済も著しく困賂していた。明治の  

末期より大正初期にかけて，この部落にみかんと同時期に養蚕  

がとり入れられた。養蚕は比較的収益が短期間に上るので非常  

な勢いで普及したが，みかんは当時の技術では植えてから約10  

年間ほ収益が上らないので，好況の養蚕におされて副次的に植  

えられていたにすぎなかった。  

しかし大正末期から昭和初期にかけて，養蚕が不況におちい  

り，養蚕の収益が次第に不安定になるにつれて，部落幾民ほ桑  

畑の中にみかんを新植し，漸進的にみかん作にきりかえてき  

た。大正末期におそった世界的農業恐慌は絹糸の大暴落とな  

り，養蚕に致命的打撃をあたえたため，これを転機として，こ  

の真網代地区でほ養蚕よりみかん作への転作が急速に展開し，  

みかん作農家が増加した。  

さらに昭和初期に導入された宮川早生種の良質多収性が，ま  

すますみかん作収益を安定化するのに役立ったので，みかん作  

の拡大に拍奉をかけた。昭和12年には生糸組合は解散し，養蚕  

は完全にみかん作に転作したが，まもなく大東亜戦争に突入  
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し，戦時の食糧増産体制  

が強化されたために，み  

かん生産は一時的にスト  

ップせざるを得なくな  

り，食糧増産のために約  

20％のみかん園の掘りか  

えしが断行され，みかん  

園に甘藷を間作として強  

制的に植付けて食糧の増  

産をはからざるをえなか  

恕   

巽穴の全豊  

った。  

したがって戦時中，みかん園はほとんど荒  

廃同化していたが，戦後はみかん作以外に生  

きるみちのないこの地区では，みかん園の復  

興に協力的に立ち上り，今日の集団みかん園  

を形成したといわれる。現在では水田，普通  

畑はほとんどなく，農家はみかんを唯一の生  

産物としてみかん作に力を入れ，みかん園を  

拡大し，山一大みかん集団産地をつくりあげて  

きたのである。   

真網代地区は海に面した西北面の傾斜地な  

ので，南面傾斜地の向い灘地区と比較すれば  

八幡浜市真鯛代地区  

代表著書川多三市民  

みかん作の立地としては必らずしも最もめぐまれたところとは  

いえない。冬の季節風がつよいので真網代地区ではみかん園に  

必らず防風杉垣を仕立・て，みかんの寒風害を防いでいるが，今  

日の防風杉垣のみごとな整備も，地区の人々が協力してみかん  

を大切に守ってきた努力の結果である。   

みかんの品質も立地的には最優秀品の産地でほなかったが，  

地区がまとまってみかん園を整備し，技術協定をして栽培管理  

を行ない，完全共同選果，荷造，出荷を行なうことによって品  
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第1国 英鯛代地区の関係位置  質を向上させ，  

大量計蘭出荷に  

よって市場信用  

を獲得し，今日  

では〝真穴みか  

ん〝 としてク 京  

浜市場において  

特に高価にとり  

ひきされるまで  

の信用をかち得  

ている。   

受賞歴をみると昭和24年より今日までに愛媛県果実展示品評  

会において優等県知事賞を4度，全国果実共進会で優等，農東  

大臣賞3回を受賞している。昭和38年に行なわれた愛媛県の果  

樹園主産地共進会では，果樹主産地の技術水準の向上と経営改  

善とをはかり，健全な果樹の振興発展に寄与することを目的と  

して県下の主産地が競争したが，この主産地共進会でもみごと  

に農林大臣賞受賞の栄をかち得ている。 

真網代地区のみかん園は各個別にはよく手入れされ，栽培管  

三哩の技術水準は高く，集約栽培みかん園としては一応完成され  

ているが，しかし従来の多くの旧みかん産地と同様に人肩労働  

体系によって果樹園が形成されてきているために，零細園が密  

集し，農道がない。そのために労働力の多投によって高水準の  

生産を維持してきた。とくに運搬労働と管理作菜労働，ならび  

に個人選別労働を節減できないことが，この地区のみかん作の  

生産力を著しく阻害し，みかん作経営の発展拡大をさまたげて  

いた。   

この障害を農道の開設によってのりこえ，みかん作経営の近  

代化を計画的に実行したのは，吉川多三市民を中核として協力  

体制をつくりあげた真網代地区のみかん農家の人々であった。  
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其網代地区の代表者吉  

川多三市民は，真穴みか  

ん地域の中心人物で指導  

力があり，徳望も高い。  

2h（1のみかん園を長男と  

ともに自作し，栽培技術，  

みかん園の管理もすぐ  

れ，みかんの生産量，収  

益ともに高く，経営成果  

も上位である。地区の高  

等小学校を卒業後，先取  

から受けついだみかん作  

に専念しながらみかん園  

を拡大し，諸設備を近代  

化するとともに，長年に  

わたって柑橘組合三埋草を  

つとめ，昭和23年より39ヒ  

年4月まで西宇和青果慶  

業協同組合真網代支部の  

組合長をつとめたが，上  

授異場および果樹園と螢道  

盛遺と倉庫寮（宴席）  

記の各種受賞も彼の絶合長の時代の成果である。  

現在は上部紐．合である西宇和青果農業協同組合の組合長とし  

て，地域全体にわたるみかん作の発展に，意欲的につくしてい  

る。真網代地区内の121戸の農家はいずれもみかん作農家とし  

て健葵にみかん園を経営して好成撥をおさめている。  

欝20払αの大集団みかん園岬轟網代鞄圧の概況  

現在，わが国のみかん生産では愛媛県がみかん作農家戸数で  

第1位（1960年果樹センサス），かんきつ類の生産量でも第1  

位を占め（1963年農林省作物統計），温州みかんの主要市場に  

対する出荷割合でも，愛媛みかんが京浜，阪神平均では30～35   
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％をしめて群をぬいてい  

る。最近愛媛県のみかん  

生産が急速に進展してき  

たことを示しているが，  

その主力は南予地方のみ   

かんであり，その中心を  

なしているのが馳些∴  

園を形成  

ている真穴地域のみかん  

といってもよい。出品財 

の真網代みかん園ほ，こ  

の裏穴地域の主体をなす  

63hαの樹勢のそろった生  

産力の高い集団園であ  

り，第1期農道改良事業  

の受益面積範囲にあっ  

て，防除3ブロックの対象地区になっている。   

真網代みかん園の地形は，地区の東南部にある療高300mの  

第】表 賽網代地区（63hα）のみかん国縫営規模別戸数分布  

第2表 弓萄今別礪成割合  
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第3表 品種別構成割合  

参   

丘陵地より西北に向って走る急傾斜面が  

海に臨むリアス式海岸地形とし開け，豊  

後永道に面している（第1図）。このみか  

第二次撰別棟こ三、吏警還蔓巌言ん園は八幡浜市に位置しているが，市筒  

地より南方12kmのところにある。みかん園の地質は大半が緑  

泥片岩を母岩とした壌土またほ砂壌土で，一部にカンラン岩，  

雲母片岩，砂岩，蛇紋岩等があるが，蛇紋岩以外のところにみ  

かんを栽培している。耕土はあまり深くはないが地力は高い。  

年間平均気温は17．50c，最低温時の1月の平均気温でも6．50c  

で零下に下ることはまれであり，ほとんど無事地帯といってよ  

い。年降雨量は1，600mmで，7～8月に極端な乾燥が続き，草  

書をうけることが多い。  

黄銅代地区のみかん園の経営規模別戸数分布は，第1表に示  

すように0・3hα以下13％，0．3～0．51氾21％，0．5～1．Ohα34％，  

1．0～1．5hα18％，1．5～2．Ohα9％，2．Ohα以上5％であり，50  

～100aの農家が最も多い。1戸平均みかん成園面積は約70a  

（地区外も含む）で愛媛県またほ全国平均にくらべて経営規模が  

大きい。樹令別構成割合（籍2表）は成園（11～40年生）が50％，  

老令園（41年以上）が16％で幼令期のみかん園は比較的少ない。  

みかんの品種別構成割合（第3表）は宮川系早生温州が4．75％，  

尾張系普通温州が42．5％で雑柑（伊予柑，夏柑，レモン等）は  
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10％にすぎない。早生温州が普通温州よりも多く，大串をしめ久  

ていることがこの地区のみかん生産の特色の一つである。   

欝農道から手をつけた近代化一秦網代地ほみかん園の特色  

（り 防風杉垣の整備  

この地区は全般的に傾斜地であるが，従来からみかん園には 

石積みのテラスを構築し，客土や有機質の補給，酸性土壌の改 

良等につとめるとともに，冬期間の季節風による寒風害を防ぐ  

ために，防風杉垣を長年かかって，地域集団的にみかん園の周  

囲に整備し，北西傾斜の不利な立地を克服し，品質のよいみか 

んの安定収量を確保する努力をしてきた。  

各戸がみかん園に防風杉垣を整備することほ，並たいていの  

ことではないが，寒周の特に強いところや常習的寒風被害地域 

には，その地域の全戸の幾家が協力して防風杉垣を育成整備せ  

ねば，みかんの安全収穫の連年礁保はのぞめない。個々の幾家  

の問題としてよりも，地域の問題として防風杉垣計薗をたて整  

備する必要がある。真鯛代地区では陵勝地威良鮎螢感遣れ  

1団となって計蘭的にみごとに整備できている。  

第4表 防  除  暦  （英穴生産委員会）  

月  別【対象病害虫 事 案 剤 名l備  考  

ダニ及び介穀虫  

ソウカ その他病  
室≡  

仁コ ハナモグリ，スリ  
ップス頸  
ソウカ，その他病  
害予防  

カイガラムシ，ダ   

ソウカ，その他病  
害予防  
カイガラムシ，ダ   

アカダニ，サビダ   

サビダニ   

ダニ，着色促進  

械械油乳剤2．5％  

PCP加用L．S  
合剤  

BHC5％水和剤  

水銀ボルドー  

ぺスタン乳剤  

調製ボルドー（6  
－6式）  

ジメート、エイト   

ケルセン乳剤   

アカール  

ネオサッピラン加  
用L．S合剤  

12月下旬～1月上旬  

3  月  下 旬  

5  月  上 旬  

〝  下 旬   

〝  下 旬  

6  月  中 旬  

〝  中 旬  

7  月  下 旬  

8 月 中・下 旬  

9 月 ～11月  

S39年，BHC  
3％の空中散布 

S39年，ケルセ  
ン粉剤の空中散 
布   

早生，普通共2   
回基準  

（注）全園地を10ブロックとした定置配管式典同防除施設10月に完成予定。  
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第5表 施 肥 設 計  （真穴生産委員会）  

（1）普  通  温  州  

（2）早  生  温  州  

怨  
r  

K  

†  

備  考  時 期 ≦  N r P  

7 ∈ 化  成  

10喜配合有′鮮0％  

5  7   

24  24  

化  成  

（2）農道の開設   

みかんの栽培技術水準は他地区より高い。栽培技術のうち，  

特に防除と施肥ほみかんの品質を決定するのに大きな役割をも  

つものであるが，真網代地区では地区生産委員会で統一的に防  

除歴（第4表），施肥設計（第5表）をつくり，地区内すべての  

農家がこの協定技術によってみかんを生産管理し，品質の向上  

につとめている。   

しかし施肥，防除作業は各農家で配管し，貯水槽を設けて個  

別的に施肥，防除，勢ヌ已 収穫等を行なっているので，出品財  

全図が均等化して均質のみかんを生産しているとはいいがたい  

ところがあった。これまでほ，この地区のみかん栽培管理も人  

膚労働へ強く依存していたので車の入る道が全然なかったため  

に，みかん園の立地によって生産管理事情に大きな相異が出来  

ていた。   

全般的にみかん園の生産管理資材やみかん投出労働がとくに  

多くかかり，みかん園の管理運営上 大きな支障をきたしてい  

た。年をおって深刻化してくる労働力不足の対策としてほみか  

螢   
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第2国 衆穴の魔道開設状況（寅穴組合調べ）  

んの省力化栽培を実施するとともに，他座業との所得格差を是  

正するにはみかん作の経営規模を拡大して農業所得力を高めね  

ばならないので，零細集約化栽培によって皿▲応完成された旧み  

かん園ほ基盤整備を主軸とした構造改善を行なう必要があっ  

た。そのためにほ，みかん園に寒が自由に通れる農道をまず思  

いきって開設することがみかん園経営の近代化の基軸であり，  

それによって経営発展が大きく実現できることもわかっていた  

のである。   

しかし高収益をあげている壮令期のみかん園を′10bn近く渡  

して盛道を開設することは非常に困雉なことで，不可能萌され  

ることであったが，真網代地区ではこの困難な農道の開設を他  

に先がけて実施し，みかん園の近代化を着実にすすめてきたの  

である。幅員3．5m，延長5，400mの保全農道第1期工事を，工  

事費，用地買収費に約1億円の費用をかけて隋和31年度に着工  

し，34年には完成しているが，この受益みかん関南積ほ約63‡氾  

である。   

さらに第2翔工事として延長4，600m，林道延長2，000mの道  
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路を昭和37年度より着工しているが，この道終による受益みかb  

ん園面積は新たに100bα拡大される（第2図参照）。これらの慶一  

道開設のために真穴地区として総工費2．4億円（内地元負担1．3二  

億円）をかけている。用地買収費としてみかん成園10a当り  

200万円以上を支払った事例もあるという。この農道の開設に  

よって，みかん園の施肥，防除等の管理作艶 収穫物，資材の  

運搬作業の省力化，能率化が実現し，従来10a当りみかん園の 

所要運搬労働が21人かかっていたものが，わずかに4人手問に  

削減できたため，約17人手問が10a当りみかん園で節約できる 

ことになった（第6表参照）。63hαの真網代地区では約1万人，  

真穴地域では約3万人手間が省けたことになる。  

第6表 農道・茸両利用による労働力の節；成  

（10a当り）（県果樹試調べ）  

巌   

区  分‡人膚 利用 ≒頗道・車両利用l 差  引  

計  E 164．7－20．6【 29．6－3．7】135．1－16．9   

ここで注目されるのは，農道の開設によって節約できた労ガ  

を果樹園の管理や経営面に積極的に活用し，真網代みかんの生  

産量と品質を著しく高めることができてきたことである。幾道〝  

開設以来防除が徹底して行なわれ，摘果の励行，土壌管理（敷  

革，草刈，タコツボ等），施肥にも力を入れうる余地が生じ，客  

土も行なわれている。草刈機，動力桝家機もよく利用されるよ  

うになってきている。   

また，みかんの品質を向上させるために着色剤の施用や，遮  

期収穫等も地区で協定して計画的に確実に行なわれるようにな  

り，地区会園の管理道営技術の均等化が急速に普及している。   

昨年からは空中共同防除も2回行なって効果をあげ，今年か  

らは共同貯水槽を各経営群単位で設けて共同防除，共同潅水も  
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実施することになっている。さらに技術の未熟な農家のみかん  

園は地区で努走班をつくり，共同努定を行ない，地区会園の生  

産みかんの均質化をはかるなど，これまでに行なってきた協定  

の段階から協定作業の協業化の段階にすすむ傾向が顕著にみら  

れる。   

みかん園の管理がゆきとどいてきたので樹勢もよく，均整で  

詰笑も連年良好になり，10a当り約4，00帥gの高位生産量を示  

し，豊凶差も比較的少なく，玉揃いもよくなり，品質も年毎に  

向上している。   

（3）爽網代みかん園の収益力   

真網代みかんの10a当り生産量ほ，宮川系早生温州（成園）  

で2，500～4，500kg，尾張系普通温州では3，500～4，200kgとあげ  

ることができている。収量の多いみかん園では10a当り10，000  

kg近くの連年生産の事例もあり，地区のみかん生産量は年々上  

昇傾向を確実にたどっている。   

第7衷に示すように，昭和35年度の真網代地区のみかん総生  

第7表 真鯛代地区のみかん生産盈と販売総額  

昭和35年】昭36和年】昭和37年 蓼 昭和38年  

産豊ほ約2，400tであったが，昭和38年度には，2，800tになり，  

販売額では1．3低から2億円に上昇している。   

第8衷には真鯛代地区の10a当りみかん作の収益性を掲げて  

窮8表 みかん詞の収益性の年次変化（10a当り）  

い60，215151，000ll18，215… 45・Oj  全国平均（昭和37年）  

49   



いるが，これによると10a当り平均粗収益は29万円であるから，  

全国平均みかん粗収益16万円の約1．8倍の粗収益をあげている  

ことになる。   

またみかん所得は約22万円で、全国平均（11．8万円）の約2  

倍の高所得牲を発嘩できている。10a当り所要労働量ほ，逐年  

省力化が実現できてきて，従来の60～50人が現在では35人程度  

にまで節減できているので，労働1日当り所得ほ，5，767円と  

なっている。これは全国みかん平均1日当り所得（2，500円）の  

約2・3倍の労働所得を実現していることになる。   

第9表で示すように，真鯛代地区の1戸平均農業収入も逐年  

増加の－一途をたどり，昭和35年度の131万円が昭和38年度には  

207万円と約60％増加し，虚業所得も昭和35年の86万円が昭和  

38年には143万円と約65％増加している。澄業経営費も年々増  

加してきているが，粗収益の上昇割合にくらべると経営費の増  

加率（40％）は低く，効率的にみかん生産が行なわれてきている  

ことを示している。  

第9表 薬禍代地区のl戸平均盈策収入・経営観・褒某所得の年次変化   

蓼   

年間家族労働1人当り所得も毎年著しい増加を示し，昭和35  

年の34万円が昭和38年皮には68万円と倍増してきている。この  

年間1人当りの所得を月割り所得にすると月給5．7万円となり，  

他産業の所得に対抗出来ていることがわかる。   

以上のようにみかん作の経営成果があがっているので，生活  

水準も向上し生活の近代化が急速にすすんでいる。第10表に示  

すように，ラジオは1戸に2台，テレビが1台，電気洗濯機と  

電気冷蔵庫ほ81～88％にゆきわたり，自動運投革ほ56％の農家  

に普及し，乗用車も14台導入されているのである。  



第用義 盛家の擦樺・電気器具普及（黄穴組合調べ）  

ラジオぎテレビ履深姦要望  

3；…3；…  
2…‡妻1≡星1……   

他方子弟の教育熱も旺盛になりク100％の子弟が高校へ進学  

している。とくに後継者ほ自らすすんで幾業高校の園芸課を志  

望するものが多く，卒菜後さらに園芸試験場に研修にゆくもの  

も多い。専業鹿家の後継者ほみかん作経営に希望と誇りをもっ  

て家業をついでおり，女子も多く自己の村に残り，大学教育を  

うけ一たものでも農家に嫁いでみかん経営に従事している。   

一般に農村では後継者が都市の他産業へ流出する傾向が多く  

みられ，さらに農村には繚のきてがないという世相にてらし  

て，この真網代地区の青年適がみかん作への自信と希望をもっ  

て自己の仕事を自覚し，情熱をもって意欲的にみかん経営にと  

りくんでいる資ほ，この地区のみかん作経営の収益力が大きく  

魅力あるものであることを裏書しているものといえる。   

以上のようなみかん作の収益九 所得力の増加ほ，真網代地  

区のみかん生産量の増加と，品質の向上による真網代みかん価  

格の上界によってもたらされたものであり，さらに基盤の整備，  

窪営施設の近代化に伴う省力化を土よって労働能率を高め，みか  

ん作経営を真網代地区会域で改善した総菜であるが，しかしな  

おこの高収益の背景としては，みかんの供給塁が増加している  

にもかかわらず，高度経済成長によって，儲絵を上廻る需要の  

のびが，今までほ大きな支えとなっていたことはいうまでもな  

いことを留意しておかねばならい。  

（4）撰果。出荷幾増の改善   

みかん生産の拡大，農道の開発による三輪車，四輪革の増加  

につれて，みかんの集荷範囲や集荷窒が増大したために，従来  

の地域内三カ所に分散した小堺果場を一つに統合して，静岡や  

愛媛の温泉青果の撰果場よりはるかに高能率でオートメーショ  
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第3図 撰 農 場 配 置 図  

①ホッパー ②ミックスポγクス ③1  

次選別権 ④洗源ワックス処理機 ⑤2  

次選別機 ⑥指令蔓 ⑦3次選別粍 ⑧  

良品選別機 ⑨選果綴 ⑲自動印秤量機  

⑪自動配函装置 ⑫バイプレータ→ ⑬  
自動封函機 ⑩電波階級仕分装置 ⑮送  

荷スラットコンベア ⑯トラック積み込み用コンベア㌧叫  

⑰資材練上げ用コンベアー ⑲製函機 ⑲ダンボ岬′レキャリア  

（其穴組合調）  

ソ化され，最も進歩した第3図のような大型撰果場をつくりあ  

げた。  

撰果，洗瀬ワックス処理，自動秤量，自動配函，自動封函，  

電波階級仕分，送荷，積込等一連の撰果，包装，出荷作業がわ 

ずか数人で完全操作出来る撰果出荷設備ができあがっている。  

この大型白動撰果場設備に1億円の費用を投入しているが，こ  

の設備によって1日にみかん150トンが処理され，年間に紆  

5，650トンの処理が実現できている。この大型挟果出荷設備に  

よって京浜，阪神市場に定期的に品質規格のそろったみかんが 

大量計画出荷出来るようになり，いままで各農家で行なってい  

たみかんの個人庭先撰別労働が完全に省かれ，婦造り荷造り労  

働も節約されたうえ（第11表参照），ワックスその他機械処理  

による品質の向上と規格の統一が，商品価値や市場信用を高め′  

て一層有利に販売出来るようになってきている。   
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鄭】表 オートメ撰農場の労働節約効果（真穴組合調べ）  

‥－－        ・・   

このために昭和38年度，1カ年問の費月ヨ節約分と有利に販売  

出来た収益の増加分とで，この施設の年償還額を充分返済した  

上に経済余剰を残し，著しい経済効果を上げることが出来た。  

（5）経堂規模の拡大と他地域への移住   

真網代地区でほ，地区内のみかん園の避妊整備と，撰果出荷  

施設を行ない，また共同防除，典同値水作業を行なうことによ  

って，みかん生産管理の近代化省力化をすすめて釆たのである  

が，これらの諸施設によって節約された労働力をみかんの品質  

向上と経営規模の拡大に投入して，農業所得の増大をはかって  

いる。したがって地域内の開墾適地はもちろん，隣接した開墾  

適地は広く開墾され，みかん園が造成されているが（第12表参  

照），九州地域とくに大分県への移住開発も行なわれ，すでに  

16戸（うち全戸移住3戸）が大分県でみかん園を開発し，新し  

いみかんの主産地形成を行なっている。他地域への移住発展を  

積極的にすすめ，このため真穴地域から他地域へ投入した新み  

かん産地開発費用は，約1・5億円にのぼっているといわれる。  

第12表 柑梅園面積の年次変化（真穴全域）   

分家せずに全戸移住した場合には，残されたみかん園を地区  

の残存農家に分配することによって，みかん園の経営規供の拡  

大と分散みかん園の交換分合に有効に利用し，みかん園経営  
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の合理化に積極的に活用している。  

（6）地域社会への影響   

真鯛代地区が行なった農道の開発によるみかん経営の近代化  

の経済効果，経営成果が次掛こ明らかになるにつれて，接続地  

区でも幾道の開設を行なうようになり，真穴地域でもすでに第  

2期道路工事（6，600m）が開始され，さらに受益面積を拡大  

することになっていることは既述した。   

また大型撰果場も，オートメーション化による労働の節約と  

品質規格の統一による市場信用の向上で，著しく収益が増加  

し，経済効果があがっているので，これら諸設備への投資が効  

果的であることがはっきりしてくるにつれて，県内他地域およ  

び県外のみかん主産地でも大型撰果機施設の設置要望が高ま  

り，全国からの祝祭が日ましに増加し，みかん主産地造りのモ  

デル地区になってきている。   

他方，前述のように地区靡民はますますみかん作経営に自信  

をつよめ，たくましい生産意欲をもやして，他産業への流動傾  

向が年々つよくなる世情とは反対に，みかん園の拡大に経常的  

工夫をこらし，他地域他県への発展をも試みて，新しいみかん  

産地形成の原動力を各地にかもし出しているのである。また真  

網代地区農家の生活も著しく向上し，文化的で明るくたのしみ  

にみちた地域社会をつくり出してきている。   

わが国のみかん産地では，従来からの旧みかん産地と，最近  

発展している新興みかん産地との問に性格的に相違がみられ  

る。新興みかん産地ほ短期間に一産地域の多数の農家がそろっ  

て，みかん主産地づくりの計酎こよって，農業構造改善事業を  

実施し，集団みかん産地をつくり上げてゆくので，みかんが指  

定地域農家にほ均質的に普及し，みかんの樹令，栽培面積，栽  

培技術等にも個別差，地域差，階層差が少ない。農道も，基幹  

設備として最初から開設され，撰果場も設置されるので，基本  

的碁盟整備の問題はあまり残されていない。しかし従来から偲  

箋紆  
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に展開し発達して釆た旧みかん産地はこの新興みかん産地形成  

の展開とは全く対訳的にことなって多くの問題をもっている。  

旧いみかん産地では，少数の先駆者的農家が自力でみかんを  

他所より導入し，長い期間かかって，畑地に不適な傾斜地に地  

味な努力によって徐々に築きあげてきたみかん園が，次第に地  

域社会に波及したもので，個々の虔家が各自で5”10a程度づ  

つ自己の資力に応じて増植した零細園をよせあって産地をつく  

りあをヂて釆たものである。  

したがって，みかん閑の規模，立地配置，栽培技術，経営管  

理の面で農家間の個別差が大きいが，農家のみかん栽培の経  

歴は古く，みかんの幾家普及率は非常に高くなっている。地区  

内のすべての農家がみかん成園をもち，みかん作によって生計  

をたててゆこうとする信念もつよい。多くの農家がみかん専作  

経営にふみきって，普通畑，水田はほとんどないまでにみかん  

が植えられ，各個別の分散した零細集約みかん園が密集して，  

大きな旧いみかん産地をつくりあげている事例が多い。このよ  

うな旧いみかん産地ほ，傾斜地に立地するものが多く傾斜地に  

対応した人肩労働技術によって開発されて釆ており，労働集約  

的に経営が展開せざるを得ないのでブ 現在すでにゆきづまって  

いるものが多い。今後の労働力不足に対応して，省力化をすす  

め，さらに積極的にみかん作経営を拡大展開して農業所得の増  

加をはかるには，思いきって，この裏網代地区が行なったよう  

にト基盤整備としての農道の開設を実行することがまず必要で  

あろう。みかん園の生産管理の近代化ほ，農道より手をつける 

ことが，長い期間でみると最も合理的経済的であることを，真  

網代地区の事例でよみとってほしいものである。  

撚最近のみかん作の動向と今後の対策－むすびにかえて  

わが国の温州みかん栽培面積は，昭和39年ついに10万hをこ  

えた。最近の温州みかんの新植の動きをみると，昭和31～33年  

の3年間には平均年3，30011αの新植が行なわれ，昭和34～36年  
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第4因 みかんの生産親の年次変化  

要≡：＝＝ヨ反当生産費  

闇ヱ日当労働報酬  

の3年間には年平均6，700hαと  

新植面積が増加しているが，さ  

らに昭和37年度には，8，900hα，  

昭和38年度にほ9，90011α，昭和  

39年度には11，600hαの栽培面積  

の増加を示して，最近ほ年間約  

1万11αの増植が行なわれている。   

他方温州みかんの最近の生産  

景の動きをみると，昭和34年度  

に76■6万トン，昭和35年度89・4  

万トン，昭和36年度には87．6万  

トン，昭和37年度には89．8万ト  

ン，昭和38年度には97．4万ト  昭35  

ン，昭和39年度には140万トンが予想されている。   

このように温州みかんは栽培面積，生産量ともに逐年活発に  

のびてきている。これは最近のみかん市況の好調を反映して，  

西南暖地において農民間に成長部門としてのみかんの増植増産  

熱がつよく，みかん園の機械開墾技術の普及，みかんの生産管  

理技術および撰果出荷技術の機械化によって，各農家のみかん  

作経営面積の拡大が可能となり，従来の副次的みかん作部門が  

次第に経営の主幹部門として成長し，農業構造改善の一つの柱  

として西南暖地地域にみかん作が広く展開し始めて釆たことを  

示すものである。   

このようなみかんの栽培面積および生産の増加の原動力は，  

みかんの需給関係の如何によってつよく左右され，いままでは  

みかんの供給量ののびが高度経済成長に支えられたみかんの需  

要ののびに追いつかない経済事情のもとにあったので，みかん  

の市況は相変らず堅調を示してきたが，今後ともみかん固の増  

加は，当分続くものと予想されるので，ここで問題になるのは  

みかんの生産費用が，逐年増加して来ていることである（第4  

噂   
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図）。みかん市況がよくて，みかんの価格が毎年高く上界傾向  

をたどっているときほ，生産費の上昇をみかん価格の上昇と生  

産規模拡大でカバ岬しているので，農家の収益にはあまりえい  

きょうをあたえていない。そこで一般みかん農家ほまだみかん  

景気の好調にのって，この生産費の上界を重大視しよ う とせ  

ず，みかん作の無理な拡大は慎重に警戒せねばならぬことを身  

にしみてはあまり穿ずいていないのが現状である。しかし，み  

かんの生産費は他の果物，例えばリンゴ，ナシ，モモ，カキ等  

に比較して高くなってきていることば，他の生果物または加工  

果物に対して，みかんの競争力が弱化して来ていることを示す  

ものである（第13表参照）。  

第一3表 主要果樹生産数，労働報酬，卸売価の比較  

蒼ナシ妻モモきヵキ  リンゴ才ブドウ   

l（g  
2，670  

費  

間  

酬  

静  

価  

10α 当 収 量  

10α当 生 産   

10α当家族労働時  

1日当家族労働報  

100kg 当生 産  

1001（g 当卸 売  3，332ぎ4，728  2，887至2；74云  3，155】 6，0舶  

（統計調査部生産費調査）  

果樹農業振興審議会懇談会では，最近のみかん生産および消  

費の動向を加味して，従来の公表見通しを再検討して，その結  

果を昭和39年10月に公表している。   

この公表によると，従来の計測ではク 昭和46年のみかんの需  

要量に対する供給量（生産量）は74％となっていたが，今度の  

試算結果では，その割合が90％に高まってきている。これほ需  

要患の計測において，鼻逓のみかん缶詰加工および生農婦出の  

のびが鈍化して，46年度の需要量が3万トン低く計測きれたこ  

と，他方，生産量は最近の栽培面積の急速な増加を反映して，  

昭和46年には，従来の生産見込窒の219万トンを上廻って，240  

万トン程度に推計されたためである。46年までほ今回の試算で  
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も10％程度は需要が供給よりも多いことになるが，46年度以降  

の国民経済の成長率の低下に伴う需要の伸び率の低下予測と，  

現在の温州みかんの樹令別栽培面積構成の状態，さらに計画密  

植園の間引移植による結果樹面積の急増の可能性から，46年以  

降の生産量の急増が見込まれる。今後ほ生産ののびが需要のの  

びより著しく大きくなる傾向が予想され，需給が不均衡となっ  

て過剰生産になるおそれもないとほいえない。慎重にみかんの  

生産拡大と経営の合理化を考えねばならぬ時にきている。   

最近連年上界しつづけて釆たみかんの市場価格も，ようやく  

頭打ちの状態を示し始めてきたので，今後の生産量の激増にお  

されて，次第にみかんの市価ほ低下することも十分予想され  

る。近い将来にほみかん作にとってもきびしい経営競争の時代  

がおとずれ，生産力の低い経営の近代化に立遅れたみかん園の  

淘汰が進行し始めるのもそう遠いことでほないであろう。   

みかんの生産競争は国内ばかりの問題ではない。国内におけ  

るみかん価格の上界は，みかんの生果および加工製品の輸出を  

逐年減少させるとともに輸出価格を値上げせざるを得なかった  

ので，海外のみかん栽培またはその加工を刺戟して，米国加  

州，スペイン，中国などの温州みかん生産地の栽培面積を増加  

させている。すでにその生巣は一部カナダに出荷され始めてい  

るし，またスペイン産，中国産のみかん缶詰も欧州市場に出廻  

り始めている。これらの海外の動きは，わが国みかん産業の将  

来にとって軽視することの出来ない問題を含んでいる。   

そこで，旧いみかん生産地ではとくにみかんが好況で，みか  

んによる蓄積が多い今のうちに，みかんの生産費を引き下げ，  

今後のみかん生産競争に打ち勝つように，みかんの生産力を強  

めるための生産の基盤整備並びに諸設備を強力につくりあげる  

ことが必要である。   

このためにほ，まず農道の開設整備が考えられねばならな  

い。それによって生産，管理，道救労働の省力化を実現せねば  

欝  

適参  
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ならないし，その節約された労働力の積極的活鮎こよって，み  

かんの経営拡大化と協業化をはかり，みかん産地の饉営橙造を  

改善して安価で良質のみかんが大豊計画生産できるように，露  

営の合理化をすすめ，経営成果を高めることに努力せねばなら  

ない。真鯛代地区ほその好事例といえるであろう。  
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第3回避策祭日本義林漁業振興会長賞受賞  

チューリップ立毛圃   

川 崎 耕 一  
新潟県北蒲原郡豊栄町樋の入  

露2位を大きく引き熟す－出品財の審査内容   

第l泰  

審査月日（地上部5月23日）（球根掘取り6月10日）  
産地名 豊栄町  出品者氏名 川崎耕一  ㌢√リップ陸将晶言平会採点表 纂聴写  

（審査員氏  名 園試3名 幾協2名）！ 280点f  

6】   



新潟県のチエ岬Ijップほ約300k 2500戸の  

農家が栽培している関係から，1人1品種，7  

α以上の品評審査申請者159件について行なわ  

れた。そのうち，地上部と書類審査について合  

格した88件については，本審査によって順位が  

つけられた。   

本審査ほ県農林瓢 県園芸試験場，県花斉球  

根農業協同狙合，学識経験者による13名が2班  

に入れ巡回審査し，さらに両班により推せんさ  

れた優秀な閻場については，両審査員が再度巡  

回して厳密な付点審査が行なわれた。  

川崎新一氏  川崎排一氏の採点表は第1表のごとくである。  

満点300点のところ280点であって，次点者高見清司の245点  

を大きくひき離したことは，明らかに栽培管理の優秀なること  

を立証している。   

下水位の高い沖積砂丘地帯脚栽培環境  

栽培圃場は蒲原平野の北部に位し，新潟市および新発田市を  

結ぶ国道7号線の中間地得で，加治川にはさまれた地下永位の  

高い沖積砂丘地得である。地域における年平均気温ほ12．70c，  

降水量1781mm，初霜11月22日，晩霜4月5日，積雪は普通で  

チコ．←－リップの栽培には気象上適当している。冬季は北西の季  

節風が強いが，積雪のため地温の凍結はあまりみられない。春  

先の気温は急激に上昇し，かつ4～5月にかけて晴天の日が多  

い。  

土質は沖積層の砂壌土で，下層ほ砂土であって排水よく，10  

月から翌春4月まで地下水位2m，5月から9月まで80cm～1  

m位で，干魅のおそれほないが，ところにより潅水をしなけれ  

ば干魅の被害を受ける場合もある。  

排水が良好なので，保肥，保水力ともに劣り，施肥にたいし  

標準施肥量より多くしなければならない。   
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出向球根の増殖に尽力一本人の経歴  

第2次世界大戦の終戦とともに自家漁業に従事し，戦後，澄  

村青年の奮起を促すために地区盛事研究会の設立をほかり，良  

き指導者としてその育成につとめた。チューリップ球根の適地  

であり，かつ輸出球根の有望なることを知り，昭和25年に同志  

4名で共同管敷こよるチューリ ップ栽培をはじめ∫ 木崎球根  

狙合の中心役員となって信望あつく，また輸出向球根の増殖に  

尽力して，わずか4年間に新興産地として桝作面積61氾に及ん  

でいる。現在，新潟県花丼球根虚業協同組合の理事として活躍  

し，品種の決定，栽培の指導，価格の調整等に貢献している。  

憲家族3人で230（Zを耕す一経堂の概要  

し＼）経堂  

（1）耕作面積ほ水田70（Z，畑160（Z，他に宅地30（Zで，耕地は宅  

地より教官米以内であるから澄作業には便利である。  

（2）労働力は専業幾家で家族は6人であるが，澄作業に従事す  

るものほ本人（38才），賓（36才）および長男（16才）の3人  

である。  

（功 チューリップ栽培  

（1）品種と面積  

（2）チ。．←－リップ栽培労九10‘Z当り55人（自家労力40人，雇  

用15人）  

（3）幾機具および施設   

球根乾燥室1（8坪）   

作業場 1（32坪）   

電動機 3IPl台   

発動機（空冷） 5壬P l台  
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動力桝莞云機 6IP l台  

作業機 1式  

動力噴軍機 1式  

自動三輪車 1台  

スプリンクラー 4基  

動力牽引車 1台  

椅 チューリップ圃場の  

耕種概要  

（1）穫球消毒10月5日  

薬剤ルベロン1，000  

該  

川崎氏のチューリップ圃場  

倍30分浸漬  

（2）定植期10月6～9日  

（3）種球の大きさ 8～10cm，覆土12c皿  

（4）肥料設計（10（Z当）  

磯   

（5）栽樽距離 平床栢75cⅢ，通路60c皿，10×12cm植，10α当り  

45，000球  

（6）病虫害防除   

青かび病，ポトリチス病防除のため3月20日に第1回の薬剤  

散布から5月23日までに次のような計画で9回行なった。   

ウイルス病は，圃場で発芽当時から抜き取りを励行して，開  
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薬 剤 散 布 衰  

散布期日1薬剤名 憂10α散布壁！ 摘  要  

花期には自家抜き取り以外に地区全員による抜き取りを3回行  

なって根絶を期している。  

フザリュームも圃場抜き取りの効果があるから，ウイルス抜  

き取りの時に，実の紫改；あるものほ球根とともに除去し，はな  

ほだしく腐敗の進行しているものについては，土壌も除去して  

周囲に伝染をしないようにつとめている。  

（7）堀り取り後の乾燥  

掘り取りはチ。＿【－リップの茎葉枯死70％の時を繚準にしたの  

で，6月11日に行ないフ 掘り取り後消毒をしてブザリューム薗  

による腐敗防止予防をして，道風乾燥を完全に行なった。1匝宣  

の処理能力は20α分行なうことができる乾燥室である。、  

奴省力化で生産費の低減はかる…敦嗜技術の見るペき点  

（1）誹；転，施肥に注意をしていること  

チエ′…リップの根ほ多汁質で，土壌が膨軟でなければ十分伸  

長もせず，また発育も遅れる。肥料分が濃厚な場合ほ根の障害  

が多く，一面，未熟の堆肥，鶏糞ク 油粕等の有機質肥料を施さ  

れた場合にも，よく根の障害を起しやすい。川崎氏ほ，その筈  

をさけかつ砂壌土の肥効を完全にするため，有機質肥料は前作  

であるタバコの基肥に施し，8月中旬タバコの収穫後無機化成  

肥料を全面に散布して，動力桝葦云桜で4～5回よく反転緋起  

し，均一に肥料を混和するとともに土壌の膨軟を計った。また  
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肥料の分解を早め，根の障害防止によって健全な整一の発育に  

留意した。   

また基肥に石灰窒素401（gを施してネマトーダの被害を防ぐと  

ともに窒素成分をおぎない，微量要素補給のため燐加苦土安を  

使用した。  

2月中旬地上部の生育初期に燐酸，加里分を補給して充実し  

た生育をほかり，5月上旬新球根の肥大生長期に速効性の液肥  

を潜水と兼ねて平均に施用したことは，肥料の流乏を少なくし  

た砂壌土地鮮の有効な方法である  

（2）種球の選択と栽植密度に留意している   

輸出球根は，品種が正解で，無病健全で，裂皮をしない10cm  

以上の大球でなければならない。種球は前年の圃場にあって充  

実した発育をおこない，病害虫に侵されない薬剤散布，抜き取  

りが完全に行なわれ，貯蔵中理想的管理が行なわれなければな  

らない。川崎氏はそのような安心のある球根生産につとめてい   

るから，種球の心配なく，かつ，中球である8～10c血球を多く  

種掛こ使用しているために12cm以上の特大球の生産が多く，自  

然収量とともに金額にも有利な原因を与えている。また収量を  

増加するために，定植密度ほ平床に10×12c叫こして，10α当り  

45，000球の種球を使用している。  

（3）病害虫の防除に留意している   

輸出球根は，植物防疫法によって圃場検査に合格しなければ  

ならないが，生育中のみの検査だけでは完全とはいえない。と  

くに掘り上げ後の管理の差異，貯蔵中にあっても，フザリュ・－  

ム菌，球根ダニ等の伝染が多いが，高温多湿の収納舎はもっと  

も危険である。また種球の生産，種球の消毒によって健全なも  

のを使用することも絶対的であって，圃場だけで病害予防，害  

虫駆除のできないことが多い。圃場での効果をしめしているの  

は，ウイルスやフザリュサム，青かぴに侵された病微によって  

巡視しながら抜き取り回数を多くすることによって判断ができ  
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るから自主的に行なうことである。   

川崎氏は土壌伝敷こよる病害虫は，3年輪作によって心配の  

ない畑を選定し，種球の生産については，全部自家生産の抜き  

取り，薬剤散布の完全な栽培によるため心配はない。また振り  

放り筏2日目にミカサベルまたはルベロンの1，000倍掛こ30分  

間浸漬して予防をしている。これは2日冒になると，球根から  

容易に土壌が振るい落され，また取扱い中の傷の予防にも効果  

が多い。その後ほなお乾燥を早めるため通風乾燥室で風乾をさ  

れた。   

定植の前日にルベロン1，000倍液に30分間授漬して，定植後  

の球根から病害伝染を完全に予防をされたため，圃場内ではほ  

とんどブザリュームによる腐敗病ほ見られなかったので，満点  

を得ている。乾燥室の空気の流通と，棚掛乾燥によっで辟敗病  

肯かび病の防止に成功している。   

地上部の病害対策としては，共同防除によって，ウイルスは  

自家抜き取り以外に地区内会員によって3回行ないノ 完全に絶  

滅されている。その際にフザリュームによる衝敗病も同時に抜  

き取りを行ない，青かび病，ポトリチス柄についてほ∴薬剤散  

布表の通り9回共同散布によってその声価を得ている。  

（∠L）省力栽培によって生産費の低減をはかっている  

定植の際は労力が少ないためその適期に能率をあをデ，かつ雑  

草の発生を防止するため，参上ほ一時6cmの浅い塗とし，12月  

に追肥と除草を兼ねて冒的の12c皿の忍土によって，秋発生する  

除草の労力を節減し，3月上旬雑草の発生期に除草剤グロロ  

Ⅰ．P．C300gを施してその効果をしめしている。   

また，砂壌土であるけれども，部分的に乾燥すると地上部の  

繁茂は不買一になるので，雨量の少ない時にほ潜水が必要であ  

る。とくに球根の肥大期には，水分が常に一定に供給されなけ  

れば肥大は悪い。本年は5月頃に降雨量が少なかったため，こ  

の球根肥大生長期にスプリンクラーによって潜水を行ないク か  
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つ液肥を併用した結果，理想的の肥大を得た。  

（5）球根の乾燥を完全にして，花芽の分化を斉一にし，かつ）  

大輪花弁を形成した  

6月上旬は多湿期で球根の乾燥が不良の場合に花芽分化期は▼  

遅れ，貯蔵庫内で青かび病や，フザリュームの腐敗病，灰色ポ  

トリチス病等が伝染する。また暗い多湿の室で高温であると，  

腐敗病や球根ダニの伝染もともにほなはだしい。川崎氏は乾燥一  

室を利用して，球根を消毒後通風乾燥を3昼夜行なって貯蔵し  

たために，球根は安全で花芽分化と発育は順調に進んだ。このふ  

ような処理によったものほ，花弁の発育も完全であるから，定  

植された球根の花はみごとで一斉に開花する。  

欝出荷は花井農協一容へ一版売体制の重視  

（1）有望品種の制限  

豊栄地区の生産ば削こ共同的であって，有望品種を少数に射  

限して，組合員全体の品種を販売する時にほ，色彩別数量に注  

意して計画的に生産をしている。すなわち，川崎氏は指導的の  

立場から，増殖率や肥大率のよい品種に拘泥せず輸出向き品種  

を第一に置き，ウイリアム。コープランド13α，スぺシァル◎  

レット5．5α，クイン⑳オブ㊥ナイト4．5αの3品種に制限して  

いる。  

（2）調整出荷ほ共同作業によっている  

6月20日噴から促成用，韓健順に区別して調整をし，選別機  

を利用して共同作業を実施した。この生産物は全部県花井農協  

に出荷しで協力している。  

転試験場のモデル栽培の寒施を岬経営の普及性と今後の発展  

川崎氏は木崎球根狙合の中心役員で，常にチュ′－リップ栽培  

の有利なことを収益の上から実証し，同志に栽培研究の結果を  

普及し，地区のみでなく新潟県花丼球根の今後の発展のため尽  

力されている。すなわち，この地帯に桝作される作物の現金収  

入として比較的多いのは葉タバコであって，10α当り約10万円   
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が槙準である。これについでは一部の果菜類であるけれども，  

収入が不安定であって，もっとも安全なのは米作であるが，耕  

作面董の関係から畑作に依存しなければならない。川崎民の水  

団の場合は，10（Z当り38，000円の現金収入であるが，策タバコ  

とともに夏作であって，ともにチューリップの耕作に比較する  

と労苦が多く，労力も季節によって集中する。チューリップは  

英タバコの跡作として冬作の種類であるが，有望な品種3穫だ  

けを生産している関係から，23αの現金収入は502，320円であ  

って，自然分球によって増加する中球や小球が約18万円得られ  

るから，10α当り29方6千余円の粗収入になる。この繁殖球は  

その年の雇球として訂拾されるので，栽培は安全に行なわれ  

る。それがため川崎氏の作物別では最も有利な壕窺のため，昭  

和36年度13（Zの作付面積に対して，38年には23αに増反し，他  

の種類を制限して，今後ほ2～2．5倍に増反計画をしている。   

しかし集約栽培のチューリップにあっては，有利ではあるが  

種々の問題がある。   

その主なる点は，定植期の10月頃と，掘取期の6月に労力が  

集中し，面積を多くすれば，雇用労力よりも，農機具その他の  

機械化，耕作に対する省力化が研究課題になる。川崎氏は前述  

のように新家機の活用と瞳立機，定植機の利用によって，栽培  

蘭凝ほ増し，また掘上時期の労力も掘取機の活用によってい  

る。   

耕作上にあっても，瞳作りの機械化，透土機の改良 幾薬散  

布ほ共同化によって大型噴霧機の活用によって能率をあをヂ，肥  

料の施肥時期による成分と施肥塞が土壌によって合理的に施さ  

れるならば，球根の充実と肥大が完全になり，生産上有利にな  

る。とくに追肥として液肥が合理的に使用され，機械化される  

と，さらに有利な栽培が行なわれる。また除草剤の使用，潅水  

乙はスプリンクラーによる平均な水分を適期に施し，液肥の使用  

之ともに追肥の理想施肥が行なわれると一腰省力栽培が出来  
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る。県下のチューリップ耕作労働日数は，10α当り60～65人に  

対して，川崎氏は55人で優秀な成績を示している。   

チュ【リップは連作によると，病害虫の発生の危険と生育肥  

大が完全でない。それがため適地にあっても3年間の休閉が必  

要であって，前作から栽培上輪作にまって地力を消耗しない作  

物を選ばなければならない。その点からすればタバコは最も適  

し，基肥に有機質を多く施用される関係から，土地の理学的性質  

を改善し，チュ・Wリップの吸肥性にもよい影響を与えている。   

また輸出球根としては，ほとんど同一の土質で，桝種基準に  

よって耕作されることが絶対条件である以上，この広大な平野  

において，氏のような中心人物が県や試験場のモデル栽培を実  

施することによって，信根のある輸出産業が成立するものとし  

て期待している。  

、療  
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第3回農業祭日春慶林漁業振興会長発受饗  

出品財  自立経営確立のための園芸経営   

出品者  鈴 木 正 夫  
神奈川県三浦市下浦町毘沙門456  

喜代々裕福な純農家一鈴木正夫民の住居と環境  

鈴木正夫氏宅ほ東京の西南約100キロ，横浜より40キロの所  

で，国電の久里浜駅より西南15キロ，県の三浦試験地より東南  

5キロの地点にあって，宅地の面積990m2を占め，住居のほか  

に農具舎，収納舎等が宅地内に整然と整備されている，比較的  

裕福な代々の純農家である。  

この地域ほ関東の代襲的な火山灰土が海岸に迫った緩傾斜の  

畑地で，夏の7，8月は乾燥するが，冬ほ2月の6度線（平均  

温度）が通っている比較的暖い所で，古くから東京に2，3月  

出荷の三浦大根（一名高円坊大根）， 5月出荷の早撮りバレイ  

ショ（一名おんぼ芋），8月出荷のスイカ，冬季北海道に出荷  

されるホウレンソウの産地として知られていた。  

鈴木氏家族の農業従事者は本人（54才），同委（50才）と長男（33  

才），同妻（31才）と外に常備の青年，兄（25才），妹（22才）  

の6人で，年間の労働日数は延1470日が見込まれていて，桝転，  

機管理作業機，動力噴霧機2台，大根洗機の外に牛車，馬車は  

もとより，三輪車，四輪車を備え，男3人ほいずれも逆転免状  

を持っている。  

軍制用度実に252％－鋳他の概要  

（1）この地域の耕地  

鈴木氏の居住する毘沙門部落の耕地は第1表に示す通りで，  

鈴木氏の耕地面積と一般漁家を比較して見ると，鈴木氏は永  

取 替通畑，果樹園ともに部落平均の約2倍の面積を耕し，外  
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賽1表 耕地面積（単位アール）  

水田皇普通畑l果樹園！山林桓用地計  

に山林4ヘクタMルを持っている。  

（2）鈴木氏の耕地   

鈴木氏の畑地ほ比較的傾斜が少なく，宅地か  

ら400～500mの所にほぼ集団していて，閻場に  

到る農道が広く，しかも立派に舗装されている  

こ  

鈴木正夫氏  ので，日常作業の機械化にほ大いに役立ってい  

ると思われる。  

昭和35年から39年に到る耕地面積の推移は第2表に示す通り  

で，山林10アMルずつが年々開墾され，普通畑10アールずつが  

造成されていて，昭和35年の延作付面積は492アール，その利  

用度246％であったが，昭和38年には延作付面積580アール，そ  

の利用度ほ252％となり，普通畑の造成とともに一方では，その  

利用度を高め，ますます拡大生産に向いつつある模様がよくう  

かがわれる。  

第2義 経営土地面積の推移（単位アール）  

35 年】36 年 憂 37 年 事 38 年  

轡   

（3）野菜の作付設計と栽培状況   

宿和24”25年頃までの鈴木氏の野菜作付状況ほ，多聞にも  

れず，他の一般の野菜作地帯と同じようにダイコン，ジャガイ  

モ，ホウレンソウ，キャベツ，ネギ，ハクサイ，スイカ等の多品目  

の野菜が四季折々に相次いで栽培され，畑も人も休まる曙がな  
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く，このことばまた直接間接に，作業の機械化を阻む大きな捉  

蹟ともなっていたのである。   

鈴木氏は先ずこの点に注目して，地域の特異性一大消費地  

東京，横浜に近い暖地－を活かすとともに，作業を機械化して  

省力化を図ることに重点を置き，作付野菜の種類を選んだが，  

結局ほ，2，3月の野菜端境期に東京卜横浜市場に出荷され  

て，市場価値の最も高い特産三浦大根と5月出荷の早掘りバレ  

イショ，8月の盛夏の候に市場で歓迎される三浦スイカの品目  

にプ絞って，作付体系を確立している。   

昭和38年における鈴木氏の野菜作付状況は第3表に示す通り  

第3表 主要野菜の作付市璃（単位アール）  

で，ダイコン，スイカ，ジャガイモの3品目に重点を置き，こ  

れらについては，あくまで作業の機械化によって省力化を図  

り，しかも優晶の多量生産に努めたのである。  

肇68emの深さに深耕一生雇の安定を図るためのエ夫  

（1）畑地の深耕  

一般の古い野菜産地では，多品目野菜の作付けと下肥の連用  

で土壌が悪変し，今では雑多な病害等の発生で苦心している研  

が多い。鈴木氏はこれらの点に鑑みて，県から大型トラクター  

を借り出し，初めは試験的に思い切って，60cmの深さに深耕し  

ているが，その際に生じやすい土壌の酸性化あるいは深層土壌  

の露出による土質の悪変等に対しては手ぬかりなく，一方で苦  

土石灰や堆厩肥の施与によってブ 極力障害の軽減に努め実検を  

あげて，昭和34年以後，部落の大半が，深耕に努める動機とも  

なっている。  

（2）三浦大根の育種  

地域の重要野菜である三浦大根の育種については早くより留  
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志し，昭和27年から30年にわたって，在来の松輪系と毘沙門弟  

とを交配し，収穫時に損傷少なく，耐病性があって作りやすく  

根長40cm内外で，市場受けのよい新毘沙門系を育成している。  

この種子は地域の一般農家にも配布して，地域のダイコンの市  

場価格を有利にしているが，特に作業の上では優良種子の薄汚  

きによって手数のかかるダイコンの間引き作業時間を従来にく  

らペ約45％も節約することができた。（第5表参照）  

（3）潜水設備  

この地域ほダイコンの播種期にあたる8，9月の仮に雨が少  

なく，計画生産の実施にほ毎年相当の苦心が払われていた。こ  

の部落に昭和35年に簡易水道が設置されると，鈴木氏はいち早  

く，鯛の4カ所に簡易水道を設け，ダイコンの適期播種やスイ  

カの定植を容易にし，生産の安産と特産野菜の定期出荷を確実  

にしている。  

路農道の拡張舗装に努めるw作業の省力化を図るための施設  

鈴木氏は若い頃から農機具に関心を持ち，各種幾機具の展示  

会などよく見学して検討し，農機具商なども日新しい機械は同  

氏に使用試験を依楯したほどで，農機具の導入も比較的容易で  

あった。かようなことで同氏は早くから近隣の人達ともよく話  

し合い，協同で農道の拡張や舗装にも努め，一般農機具の運行  

にほ支障のないようにしてある。  

前に述べた圃場の潜水設備もこれに類するものだが，同氏ほ  

毎年1如から150アールのダイコンを作付けしていて，その間に  

は2台の動力噴霧機を縦横に駆使し，少なくとも一作に4～5  

回の薬剤散布を行なっている。（第5表参照）  

いまここで，この茫水設備がなくてほそれだけの作業ほ到底  

やれまいし，ひいてはこれだけのダイコンの作付けも困難にな  

ってくるものと思われる。  

欝20％の省力に成功w栽培面にあらわれた成果  

鈴木氏は以上述べたように，慎重な計画の下にこれまでの多   
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くの施設を，殆んど自己資金で賄い，着々と実行に移し，見事  

な成果をあげているが，昭和38年に栽培面に現われた成果につ  

いて少しく述べてみよう。   

この地域の主要野菜である三浦大根の収壷を，部落一般と鈴  

木氏の場合について昭和35，38年およびその間における4カ年  

の平均収壷で比較してみると，第4表に示す通りに，鈴木氏が  

第4泰187－ル当りのダイコン生産盈  

部蘭ンー般より速かに広い面積を作っていながら，なお15～20％  

以上の増収をあげている。いま鈴木氏が三浦大根の栽培に要し  

た労働時間を部落▲一山一慄麦の標準と比較してみると，第5表に示す  

通りである。  

第5表 ダイコン栽培の労働時間（10アMル当り）  

桓機具利用時間  

糾うん機2．5▲  

〝   3．0  

〝  1．5  

ー 0．5   

…31．0   

－ 3．0  

※－23．8  

－1．5   

＋12   

－47．8  

糾うん電池  

種まき（施肥覆土も含む）  

土寄せ（2回）  

※間引き  

追肥（2回）  

病害虫防除（5回）  
収穫・荷造・出荷   

計  

ミスト機7．5  

四輪車 40．0  

54．5  

※註 ダイコン栽培で，間引き作兼は最も手数のかかるもので一般頗家  

の場合には10ア【ル当り54時間を要しているが，鈴木氏の場合は  

本文で述べたように育種して，自家採種の呼子だから，系統も良  
いし，種子の充実が良く，発芽もよいから，静蒔で，間引き回数  

も少く，作業時間も節約出来る訳である。   

これによると，鈴木氏は作業の機械化によって部落一般に比  

較して，10アールあたり47．8時間の労働時間を省略しているこ  

とがわかる。   

すなわち，この地域における童も主要な三浦大根の栽培にお  
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いて，鈴木氏は部落平均の2倍以上の面積を作って，単位面積  

（10ア←ル）あたり，約20％以上の増収をあげ，しかも労働時  

間は約20％の省力化に成功している。  

これらの栽培薗にあらわれた諸結果は，当然経営面に反映し  

て優良成績となり，多収益の結果となってあらわれてくるもの  

と思われる。  

琵．…蔓販売額霊520万円冊経営面にあらわれた成果  

鈴木氏が昭和38年にあげた農業の粗収益は第6表に示す通り  

である。  

第6泰 盛 業 粗 収 益   

轡   

び販売価格  
家計仕向及  計  

作 物 名  

イ  ネ  

ダ イ  コ  ン  

ス   イ   カ  

キ  ャ  ベ  ツ  

カ リ フ ラ ワ ー  

早掘りジャガイモ  

春作ジャガイモ  

計  

虹  lt〕  円  
151，200   

※註 この年の販売金額的500万円中，ダイコン324万円，スイカ120万  

円計444方円でダイコンが65％，両者で89％せ占めている。   

以上によるとこの年の野菜の販売金額520万円中，ダイコン  

とスイカで約444万円をあげ，この年の収入の約80％をダイコ  

ンとスイカが占めている。   

この年の三浦大根とスイカは比較的値段のよい年でもあった  

が，同氏のかねての目標である小品臥 多量生産の実がよくあ  

がったものとみてよい。   

次に鈴木氏が同年に使った経営費は第7表に示す通りで，こ  

の年の経営費158万2400円を前掲の粗収益521万2795円から差し  

引くと，363万395円の所得を得たことになる。（第8表参照）   

今，この年の農業所得363万395円を主たる経営者である鈴木  

氏親子，2夫婦4人に分けてみると，（常傭留年2人の労賃は  
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第7義 盛 業 経 営 費  

金  額 l  比  率  

※註 労賃60万円中には常備の青年男，女2人分が含まれている。  

第8表 経 営 の 成 果  

1人当り農業所得  

1日当り  〝  

10アMル当り 〝  

10ア←ル当り農業観収益  

農業組版益  
彪業経営費  

蔭菜所得   

907，599円  

3，393  

157，843   

226，643  

5，212，795  

1，582，400  

3，630，395  

別途，年額60万円の労賃に含まれている。（第7牽参照））1人  

あたり年間の農業所得は90万7599円となるがブ 月あたりにして  

1カ月1人あたり7万5000円余の所得となる。  

鈴木氏の場合，主食の米と野菜，鶏卵等ほほとんど自家生産  

だし，肴は産地だから，一般サラリ岬マンの月額7万5千円の  

サラリrとほよほど趣きが変って，もっと高い俸給取りに当る  

し，1家4人絹ってそうだから話しほ大きい。  

欝まだまだ生産拡大が可能一経営の発展方向と普及性  

前に述べたように鈴木氏は家族の労力配分，機械作業の熟 

練，進歩と見合いながら，昭和35年以来，年に10アールずつの  

山林を開墾して畑地の造成を図り，他方でほ畑の利用度を246％  

から252％に高めて収量と収益の増大に努めている。いわば従  

に横に生産を拡大しているとみてよい。畑の利用度において  
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は，おそらくこの252％，すなわち年に2作半あたりが限界で  

ほないかと思われるが，畑地の造成は家族の稼働労力，機械作  

業の熟練，進歩と見合ってさえ行けば，まだまだ生産の拡大を疎  

けても，なお経営を有利にすることができるように思われる。   

なお，ここで，鈴木氏が特にこの地域の特産野菜として選ん  

だ，3品目の三浦大根，バレイショ，スイカについて2～3の  

考案を加えてみよう。  

（i）2，3月にここから出荷される三浦大根は，全く独特  

のもので，暖地で大消費地に近い関係もあるが，その上に土壌  

ほ深く，ダイコン栽培に最も適した火山灰土からなっている。  

この時期に東京，横浜市場に出荷されるダイコンほ，この外に  

近郊地の二年子大根や千葉の都大根などあるが，用途や出荷塁  

などから問題にならないし，将に鈴木氏の場合は，育種と潜水  

設備，畑地の深桝，作業の機械化による省力の裏づけがあっ  

て，生産の安定，生産費の低下が行なわれているので，非常に  

強い産地とみてよい。   

今後とも，年柄による価格の変動など意に介することなく，  

あくまでこの大根を中心に育種，深耕，堆厩肥の増施等の技術  

的基盤の盤備にも意を用い，一層優良品の多量生産に努め，繁  

栄の永続化を図るべきだと思う。  

（ii）早掘りバレイショ。前の三浦大根が暖地利用の遅出し  

栽培なら，この方は暖地利用の早出しバレイショの栽培で，時  

期からいうと，どちらも特殊栽培であるが，特にこのバレイシ  

ョは早くから，広くおんぼ芋として知られているように，来歴  

も古いし特に種芋の取扱いについては，独特の技術が積まれて  

いるので，促成野菜の範囲にさえ考えておれば，まず安定作と  

見てよかろう。  

（iii）7，8月出荷のスイカ。スイカほ高知の6月出荷に始  

って，香川，近在とその多くは7月の早期出荷をねらっている  

が，鈴木氏の場合は7～8月の盛夏で，むしろやや遅出しをね  

嫁  
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らったものといえる。   

元来スイカほ年柄によって，価格の変動が甚だしいもので，  

果菜の内では慕も投機性の高いものだが，一般に直播栽培で 

ナス，キュウリ，トマト等にくらべると，よほど育苗の手間が  

省けるし，収穫，調製，出荷もしごく簡単で，相当の大面積栽  

培も可能である。鈴木氏はおそらくそうした点を買って，スイ  

カを取り上げておられるものと思う。   

この外同氏は土こ数乳 ダイコンの作り難いような畑地に，  

キャベツとカリフラワM（ハナヤサイ）を15～20アール位ずつ作  

っておられる。近年パン食の普及で，特に消費の増えているの  

は，葉菜の内ではキャベツ，カリフラワー等であるが，特に  

1～2月出荷のカリフラワ←は平塚辺が限界で，一般の関東地方  

は栽培困難であるから，中生のカリフラワーを研究するのも一  

席かと思う。∨そしてこの両者ほ外実の利月］度が高いから，家畜  

飼育の場合には忘れてならない野菜である。   

筆者はこれまで集約な野菜裁培をかくも明快に，広義の栽培  

技術を含めた基盟整備で，拡大生産に導き，農作業の機械化で  

コストダウンに成功し，経営をより有利に導いた例を知らな  

い。おそらく，この鈴木氏の事例こそは，わが国における近代  

農業の進め方について，よくまとまった，一つの優秀な事例を  

示すものであろうと思う。   

最後に，この事例の普及性について一言触れて置こう。いう  

までもなく，この三浦の環境とよく似た所は，そう多くあるま  

い。要ほそこの地域地域の立地条件をよく打診，考察，勘案し  

て，そこで野菜なら野菜を取り上げようとする場合には，その  

野菜に対しその地域がもつ特徴や欠点をよく調べト特徴はあく  

までよく伸ばし，欠点はあくまで直してかからないと，今日の  

市場戦には決して勝てない。鈴木氏の事例はよくその事を教え  

ている。例えば，小数品目の野菜に種類を絞ったのも，育種，  

深耕，濾水設備，幾道産備等々にみな然りである。  
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次ぎに，筆者はかねて主産地形成にほ，先ずその地域の人達  

が意欲を旺盛にして，地力，技術，品種ほもちろん，規格，選  

別，調製，出荷を揃えてかからないと成功は覚つかないとして  

いる。鈴木氏の場合，これらの諸点もほとんど満たされてい  

る。ただ出荷方法が個人出荷と協同出荷の両様の構えである  

が，これはあの地域が，ちょうど東京から100キロ内外の地点  

で，いわゆる近郊園芸と輸送園芸の境界線にあたっているの  

と，産地の生いたちが自然発生的に発達しているためで，やむ  

を得ないことだと思われる。   

次ぎに産地の永続性である。主産地の繁栄を永く続かせるた  

めには，産地の人達が県の技術統監部ともいうべき農業試験  

場，県庁や市役所の出先機関ともいうべき改良普及員，生産物  

販売担当の協同組合の人達と絶えず緊密な連繋をもっている  

ことが必要である。どこの産地でも，永い問にほ必らず品種間  

題，肥料問題，一忌地問題，病虫害対策など厄介な問題がしばし  

ば起っているし，その時になってからでほ遅い。他の産地の模  

様や市場の好み，傾向，趨勢などもよく知って置く必要があ  

る。これらの点についても，鈴木氏は日頃からよく連絡をとっ  

ている。というよりも，多忙な日常生活でありながら，率先垂  

範，地域の農業委員会の会長も勤めているし，生産組合長，農  

協ヨ墾事等の役目も快く引受け，昭和35年以来，司法保護司の役  

目を委託され，今では親のない2人の兄妹を立派に成人させ，  

近々に独立させる準備さえ充分している。   

以上，鈴木氏の仕事は形の上でも見事に光っているが，普及  

という点からいえば，われわれほその根底を貫く強固な基鑑，  

すなわち非凡な工夫と努力の数々を見逃してはならないので，  

その普遍的な基盤をよく学び，それぞれの地域においては，そ  

の地域なりにそれらの基盤を忠実に応用して行けば，筆者のこ  

れまでの約10カ年にわたる主産地形成の経験からいっても，大  

槻の地域で夫々立派な産地創りができるものだと思っている。  

も  

80   



斐川‖‖‖l＝＝‖‖…‖＝＝＝川l淵＝…＝‖川棚l＝州l…J■＝＝…m＝……＝‖J＝＝……＝…＝＝l＝■刷‖‖…＝‖ml■…＝‖‖‖川棚」⊆  

産  部  門  畜  

詠＝川‖‖‖‖‖＝‖川＝皿‖川‖‖川l＝lltl川l川川‖lltlll‖＝‖川＝＝＝‖＝‖‖＝＝＝＝‖川＝l川＝‖＝川＝‖＝＝＝‖‖＝‖＝‖‖l＝川l川Ill川肌‖川‖州＝l測点  

第3回戯葵祭天皇杯受蟹／バ、国町農業協同組合  

農林省畜産試験場飼料作物第1研究室長／西 村 修 一……83  

窮3囲戯葵祭日本戯林漁業振興会濃艶受焚／高 橋 忠 次  

戯林省大宮種畜牧場長／閑 寺 章 八……10ヱ  

爵3国頗葵祭日本螢林漁業振興会長安受質／早 川 唯 由  

農林省農菜技術研究所窪営第2科長／千 田 英 ニ……109   



凝3回農業祭天皇杯受賓  

出品財  牧  野   

出品者  小国町農業協同組合  

（代表 河浮寅雄）  

熊本県阿蘇郡小同町  

熊容。大分両県側を合わせて8万h二ま…阿蘇の寒地の現状  

阿蘇の山に遊んだ人ほ誰でも覚えているであろう。そのなめ  

らかな山肌が，うす緑の単におおわれて，放牧された赤牛。黒  

牛が点々と遊んでいるさまを。この風景は文字通り牧歌的で，  

都会からの遊覧者にとっては，まことにのびやかで，その心の  

うちに，阿蘇の印象として長く残されるであろう。  

しかしこれを生産としてみるときほどうであろうか。まずこ  

の【1ト原の所有関係をみると，その大部分ほ，この山ぶところに  

点在する農家の入会地となっている。すなわち∴所有権は町村  

有であるが，その共同利用権は幾家にあって上記のように草の  

生える季節だ桝ま，所有者の番号をつけた和牛を放牧して利用  

しているわけである。  

このような放牧利用のほかに，採草利用の行なわれるところ  

も多く，その場合には，季節的に日をきめて，村人が一斉に山  

に入って，この地方の民謡「刈千切唄」にうたわれているよう  

に，草を刈りとるのである。これを乾し草に作って積み上げ部  

落に運び帰って，やはり和牛を育てるのに利用したり，あるい  

ほ緑肥がわりに水田にすき込んでいる。  

草地と部落との間には距離があり，さらに里山には植林が行  

なわれている場合が多いから，その間の道路はけわしくせま  

い。その間を遊び下りるには人力によらなければならないから  

労力的に大変な仕事である。まして厩肥や金肥を運び上げると  

いうようたことは考え及びもされなかった。  
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もっとも，このような草地に肥料をやらな  

いのは，労力の関係ばかりでなく，入会地一  

共有地であるという気持が大きく影響してい  

る。だれも，そのききめが自分の利益として  

返ってくるものとほ限ちないのに，費用や労  

力をかけて，山に肥料を運んで施こそうとは  

しないであろう。   

このような利用法で，長年の問略奪的に山  

の生産力を刈りとることをくりかえし，草ほ  

衰えて，ワラビ。ネザサ。ススキ。チガヤな  

孝  

小国町農協組合長河津寅雄氏  

ど，あまり利用度の高くない種類となってしまっている。その 

うえ，毎年火入れをする習慣があるために，立派な木は育た  

ず，クヌギの木が点々と生えるにすぎない。（次頁写真参照）  

もともと火山灰土で，あまり肥沃でないところへ，何の改良  

も加えられないから，酸性はますます強くなり，草の茂りが敷  

いから，雨水の侵食も加わって荒れる一方である。  

利用する家畜も，在来の赤牛の育成であるから，畜産として  

の利益も大して上らなかった。わずかにその功を認めるとすれ  

ば，山の有機物が結局水田に投入されて，その地力の維持増進  

に役立ってきたという点だけであろう。  

このような生産性の低い土地が，阿蘇の五島を中心とする内  

輪のすそ野から，これをとりまく外輪山，さらにこれが北にの  

びて，同じ系統の火山，九重。久住の山々につらなっている。  

その面積は，熊本県側で4万5千hα，大分県の九重地域で3万  

5千hα，合わせて8方hαと称せられている。  

怒近代畜産の喝想を具現一小国町農業協同組合の牧野改良の成功  

熊本県阿蘇郡小国町農業協同組合は，幾多の問題点を見事に  

解決して，この 良し， 

功した。造成後甲肥培管理の鱒術が優秀であること，関係者の  

努力。道営の適切であることが相まって，大面積にわたって斉 
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一な牧草の高位生産をあ  

げている。その生産は乳  

牛および肉牛の年間昼夜  

連続放牧の形で，省力的  

に利用せられ，とくに各  

種の放牧方法を活用し  

て，生態的に草生の改良  

をほかるなど，いくつか  

の新技術をうちたててい   

－7 Qo  阿蘇九重未開発の葦原  

この事地のうち，三共牧場と名付けられる1区画を，昭和39  

年度中央畜産会主催の第2回草地肥培優良事例コンクールに出  

品，採点者査成績において90点満点中89点の好成続をあげた。  

これは全国から出品せられた牧野61件卜既桝地の飼料栽培60件  

合計121件のうち最高点で，日本一の栄巻を得，農林大臣賞を  

受けた。  

規模が雄大で，土地を基盤とする多頭飼育，しかも省力的経  

営であるという，近代畜産の理想を具現したものである点で，  

従来の草地改良事例にその比をみない。  

また運営が適切で，地元農家の経営向上に役立つばかろりでな  

く，頗協の諸施設と有機的に結合し，地域畜産の発展に貢献し  

ていることほ，前記のように後進性の強い阿藤九重地域の近代  

農業開発の可能性を明示したモデルケースとして，その社会的  

意義がきわめて大きい。  

その紋をもって，昭和39年秋，第3回農業祭にあたって，畜  

・鹿部門で，天皇杯を授けられ，ひろくその功績を天下に表彰せら  

れることとなった。以下にその事業内容を細かく紹介して，功  

を＊たたえるとともに，模範事例として大方の参考に供したい。  

濁栄誉は1日にして成らず一小国町の葦鞄開発の発展経過  

小国町は阿蘇郡のうちでもその北端，大分県に隣接する位置  
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第l図 小国町と三共牧場の位置  

肘枕場  

にある（左図参照）∴阿  

蘇外輪山の外側，九重二  

山につらなる高原地静  

にあって，標高は320～  

800mの問にあり，平  

均気温1b．80cで東北  

地方に相当する高冷地．  

である。   

地勢ほ起伏が甚だし  

い高原状であるが，こ  

れを深くきざんで流れ  

る枚立川と，その多く  

の支流の谷間に耕地が 

ひらけている。このよ  

うな研地は当然小さく  

農道も整備されず，小  

型機械の導入さえも困  

難であり，しかも水田  

怒 

の70％は湿田である。   

この町の農業ほ，このような谷間にひらけた耕地による桝種：  

幾業と，これにつらなる里山の林業とによって支えられてき  

た。しかし林業所得は一部の階層によって占められ，一般農家  

に対しては，植林。製材など臨時的な労賃収入源となるにすぎ  

ない。したがって一般幾家経済の零細さをうち破るためには，  

どうしても残された原野の利用による草地開発，その上に立っ 

た畜産の発展がのぞまれる。   

早くからこの点に目をつけ，これを事業化し，今回の栄沓あ一  

る成功をもたらしたのは，小国町農業協同組合長河津寅雄氏で  

あった。この成功がにわかに得られたものではないことは，こ  

の事業の歴史的な発展経過をみれば明らかであろう。  
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すなわち，河津氏は昭和23年，組合長に就任以来，このよう  

な荒れた草地を改良して，畜産をおこそうとの希望をいだいて  

いた。まずこれを改良する意欲を高めるには，入会利用という  

無責任なやりかたを改める必要があることを痛感し，これを分  

割して地元虔家の所有に移すことに成功した。そのほか，展示  

牧野を設けて牧野改良の技術とその効果を，まのあたり町民に  

見せるとか，草の利用に適するジャージー雀の乳牛を導入する  

というような事業の実称こ努力してきた。なおその間，外国の  

草地利用畜産の実情を知るため，生産性向上の視察団に参加し  

て，欧米に渡り，技術的にも研究を重ねてきた。   

農林省の大規模草地改良事業が発足するに際して，組合長は  

地元の3部落に説いて56戸の賛成協力と，75hαの土地の提供を  

受けた。ここに農業協同組合が主体となって草地改良をおこな  

い，ジャ ージー。アンガス両種の牛を放牧して利用する計画が  

たてられた。昭和36年にこれが実行にうつされ，三共牧場が設  

立せられて，計画通りの成功をおさめた。   

草地造成をおこなった1団地60hαのうち，1牧区3hαを中央  
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第2図 小国町葦地改良の進展  畜産会主催の第2  

回草地肥培優良事  

例コンクールに出  

品し，収量・革種  

の選定。革質の維  

持・肥培管理の技  

術・改善の努力。  

利用内容など，あ  

らゆる見地から審  

査・採点の結果，  

前記のように，ほ  

とんど満点に近い  

ll．1  

ヽ  

抜群の成績で全国第1位となり，牧野の部日本一賞を受けたも  

のである。   

以上の発展の経過を年表にするとつぎのようで，決してこの  

栄挙が一日にして成ったものでないことがわかるであろう。  

小国町貴地改良の発展経過  

昭和23年 河浮氏町長・組合長就任  

24年 町有牧野3600如の入会権解消，個人払下を提唱  

28年 熊本県水害  

31年 集約酪農地域指定  

31～2年 展示牧野3カ所に造成  

32～6年 ジャジー種乳牛導入（南小国村とともに）  

34年 町有牧野払下開始  

34年 三共牧場隣接地3011叫＼規模草地改良実施  

35年 松崎謙一氏農業日本一酉膿優秀賞受賞（ジャージ ー離於）  

36年 三共牧場60hα大規模草地改良実施  

嶺   

37年 黒淵・上田第3牧場同上  

37年 アソガス梅肉牛導入  

38年 田原牧場大規模草地改良実施  

39年 三共牧場農林大臣質受賞，同天皇杯受賞   

なお小国町の草地改良面硫の増大の経過ほ，上の図に示した  

ようで，31年度から，この事業が着実に伸展しつつあるのをう  
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かがい知ることができよう。  

窪労を惜しまず標準技術を励行一道成技術とその成果  

前述のように，もとの草地ほ荒れはてて，革の質は悪く，そ  

の収量も生草で1年に10α当り750l（g程凰1回限りの刈りと  

りしかできなかった。  

これが6種混ぜまきの良質牧草におきかえられて，立派な大  

牧場となり，1年8臥 合計13，0001（g，マメ科の牧草が30％混  

った生草を，刈りとることができるようになった。目方でくら  

べて実に17鑑質でいえばさらに著るしい増収が得られ，隣接  

の未改良地とくらべると，はっきりした対照を示している。  

これは造成●管理の技術がすぐれているばかりでなく，関係  

者の努力によってかち得られた結果である。ここにまず，その  

技術のすぐれている点をを解説編介しよう。  

三共牧場の概要  

1．現地の地理条件   

熊本県の東北端，阿蘇外輪山の外側，大分県九重山につらなる   

高原地帯にある。   

標高 ユ馳蔚後  

平均気温10．80c  

初 霜 10月上旬  

晩
積
 
 

霜  4月下旬  

雪
 
 

年に15日くらい  

降水量≧  年間2，246mm  

土 壌  九重山系火山灰土，黒～黒褐色  

pH 4．8～5（改良前）  

2．造成年月 階和36年9月  

3．造成方法  

障害物除去 樹木・岩石少なく比較的簡単   

炭カル数蕎仁一」深耕（25～30cm）〟炭カル散布（炭カル竃  

450kg／10（Z）  

ハローかけ－施肥－ハローかけ〟婿種  

施肥（10α当り）熔リン66kg 草地化成（14－11－12）601噌  

播種（〝）  

「オーチャードグラス  

∈ベレニアルライグラス   



ショートローテーシ ョンライダラス（Hl）  

トールフェスク（ky．31）  

ラジノグローパ   

シロクロ【パ（N，Z．）  

g
 
 

k
 
 八

〓
）
 
 
0
 
 
5
 
 
5
 
 
 

1
 
 
1
 
 
n
U
 
O
 
 
 

（イネ科とマメ科種子を別にそれぞれ縦横に散輔）  

ちん圧10～11月に－各1回ローラかけ  

追 肥（昭38年の実損）  

3月に尿素10kg  

6月に化成（14－8…12）20も噌  

8，9月に化成 各10Ⅰくg  

ll月に化成 20kg  

追い稀（〝）利用2年めの早春  

オーチャードグラスとHlライグラス  

4．造成費（1ilα当り）  

障害物除去  5，510円  

起 土  15，920  

整 地  15，460  

土壌改良資材 30，300  

肥 料  6，600  

牧草導入  9，700  

雑 費  3，110  

計  86，600円  

追肥の費用   

肥料代  22，000   

労 賃  1，750  

計  23，750円  

まず酸性の強い火山灰土を改良するために，土壌改良資材と  

して炭カルを散布して深く桝やし，重ねて炭カルを散布した。  

その量は10‘Z当り 450Ⅰ吼 標準の5割増し程度の十分な量をほ  

どこした。その上にハロ【をかけたのち，10α当り膵成リン肥  

と，草地化成肥料をふりまいた。このように炭カルとリン酸肥  

料とを十分施こしたことは，やせおとろえた酸性土を活きかえ  

らせるに効果があった。   

施肥，ハローかけをして，上表に示したように6種の牧草を   
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三共牧場坪刈収盈成璃（隋38，中央畜産会調査による）  

草丈（Cm） マメ科率（％）  

28  20  

32  20  

番刈  月  収竃1（g／10α  

1   4  2，500   

2  5  3，000   

3  6  2，950   

4  7  1，200   

5   8  900   

6  9  1，450   

7  10  700   

8  11  300  

0
 
 
0
 
 

2
 
 
3
 
 

6
 
 
3
 
 

2
 
 
2
 
 

17  40  

21  40  

13  30  

19  30  

（22）  （30）  
計  13，000  

（径1m円形の固定ケージにより毎月1日に調査，カツコ内は平均）  

混ぜまきした。描種の方法ほ，イネ科の種子とマメ科のものと  

を別々に，さらにそれぞれを2分して，縦横2回にばらまきとし  

た。なおマメ科種子は硬笑処理のため，砂ずりをしておいた。  

播種後の手入れとして，大切なのは鎮圧である。描きつけて  

から10月と11月との2回ロトラをかけて，種子と土との密着を  

よくし，土の表面を固めてニヒ壌の流亡や，嘉柱による浮き上が  

りを防いだ。その効果で牧草は堅実に生育して越冬し，翌年は  

早春から利用ができるようになった。  

以上の造成技術はきわめて擦準的なもので，とくに新技術と  

いうべきものではないが，土質の改良に重点をおいたこと，放  

牧利用を目的として革種をえらび，播種窒を多くしたこと，お  

よび軽い火山灰土を十分鎮圧してその欠点をおさえたことな  

ど，土地と利用日的に応じて，標準技術の重点を外さず努力し  

て労を惜しまず励行しているところに，成功の因があったとい  

えよう。  

巨細密周到な計画と合窃酌な管壁∵－ジャージー乳牛の放牧技術  

この大面積にわたる牧草の高位生産も，家畜の生産に結ばれ  

なければ生きてこない。三共牧場が技術的にすぐれている点  

は，前項の草地造成の技術よりも，むしろこの利用の技術にあ  

る。  
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によっている。元来この牛は蹄が丈夫で，粗食にたえ，気候の  

変化に対する適応力も大きいから，牧草による放牧飼育に適し  

た性能をもっている。   

三共牧場では全面済60長官◆図のように12の放区に分けて牧柵 ∨〉イ／  

で区切り，40頭前後を1群として，1牧区当り春は16臥夏秋  

ほ30日の間隔で順に輪換放牧して採食させている。昭和38年度  

には，この方法で4月1日から11月30日まで，ほとんど濃厚飼  

料なしで，平均123頭の育成をおこなうことができた。もちろ  

ん昼夜をとおしての放牧であるから，きわめて省力的に管理が  

でき，そのうえ牛の健康状態も良好であった。   

さらに特筆しなければならないのは，年間通しての放牧に成  

功していることで，冬季でも昼夜をわかたず放牧のままの状態  

で，乾草と濃厚飼料を新考案の乾草糞と絵飼器で与え，数回の  

積雪をみたにもかかわらず，ほとんど故障なく越冬させること  

ができた。   

この乾草熟ま細い木材で粗く組み，家畜が自由に乾草をとる  

ことができるものであるが，山般のものとちがって，家畜がと  

り落しても，地面に落ちないように受け台があって，無駄にな  

らないところに特色あがる（写真参照），拾飼器もドラム缶を  

利用して，並べた上に屋根をつけた簡単なものであるが，実用  

磯   
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牲が高い。   

草地を放牧利用する豚  

舎の問題点の一つほ，草  

種割合がクローバ優先に  

かたむき，鼓ちょう症や  

繁殖障害をおこす心配で  

ある。この点は，チッソ  

質の追肥とイネ科牧草を  

追いまきすることによっ  

ジャージー乳牛の放牧  て調節している。これは〉  

常識的な技術であるが，適切に実行して効果をあげることは案  

外容易ではない。この牧場でほこれに成功して，上記のように“  

バランスのとれた革できを保つことができた。  

放牧家畜の障害として，もう一つ，ダニの媒介するピロプラ  

ズマ病がある。その対策として，BHCを単用あるいは追肥に 

浪ぜて草地に散布し（写真参照），または家畜の体にも直接散  

布している。その効果で，病牛はほとんど発生していない。  

なお過放牧によって草を傷めないようにたえず注意し，放区  

に家畜を入れる前にほ，かならず坪刈りして，その収量から放  

牧日数を決定するなど，綿密周到な計画のもとに，合理的な管  

理がおこなわれている。  

欝茸生を維持改良する方法を適用－アンガス種肉牛の放牧技術  

放牧軍地の管理上，家畜排糞。排尿のかかった牧草株が，採  

食されずに残って繁茂し，いわゆる不食過繁地をつくるため，  

草地の均一さが保たれず，放牧採食や機械の活動，あるいは乾  

草の調製が能率的におこなわれなくなり，利用度が低下する  

…という問題がある。  

これを解決するためにアンガス種肉牛を導入し，ジャージー  

種の残した草を採食させる。とくに越冬後の萌芽を善一にする  

ため，秋季にはこの肉牛をかなり強く放牧して，掃除刈りとし・  
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ての効果を発揮させるこ  

とに成功している。この  

方法によれば，同時に蹄  

による踏みつけによって   

土壌が緊密になり，火山  

灰にありがちな霜柱，あ  

るいほ凍上の害を防ぐに  

も役立つ。そのうえ，牧  

草の茎葉は暗みつけによ  

新考案の乾燥架  っで，麦掩みのような効  

果で徒長がおさえられて硬化し，越冬前に耐寒性を与える役割  

も期待される。   

さらにこのアンガス種の強い採食特性を利用しで，重放牧に  

よる野草他の改良にこの牛を利用していることも，新しい試  

ろみである。すなわち，隣接するクヌギ林内の野草地，あるい  

は急傾斜地で，機械開こんの困難なところに牧柵を設け，3hα  

当り15頭程度のアンガス牛を放牧し，乾草によって栄養の不  

足を補いながら，蹄傷で表土が露出する程度まで強く放牧す  

る。その後3月上旬にイネ科牧草の種子をばらまきとし，1～  

2回軽く放牧すれば，鎮圧されてやがて発芽する。これに施肥  

すれば，簡単に牧野改良ができ，大南積を一挙には改良するこ  

とはできないが，その費用は機械開こんの10分の1で足りる  

という。   

これまで重放牧による草地改良には，めん挙がひろく用いら  

れていたが，アンガス牛によれば，家畜生産の面でもこれにま  

さることば明らかである。   

なおアンガス牛の肉牛としての成績もきわめて良好で，上記  

のような草地の造成。管理への応用とあわせ，一石二鳥三島の  

利益をおさめている。   

このような大規模草地の利用管理法に関しては，わが国では  

㌦喝   
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一般に経験が浅く，とく  

に放牧によって，多数の  

家畜をできるだけ労力を  

省いて管理する方法につ  

いては，研究もまだ十分  

進んでいない現状にあ  

る。この場合，野草・牧  

草と各種の家畜の生態的  

な特性を合理的に利用す  

ることが何よりも大切な   

ことであるが，上記のよ  

うなジャージー・アンガ  

ス両種の放牧を組み合わ  

せ，家畜生産をあげなが  

ら，草生を維持改良する   

方法を適用していること  

ほ，わが国の近代畜産の  

方向に合致し，しかもそ  

の先端を切る新技術とし  

て，研究面にも新しい刺  

ダニ防除のためBEC粉剤の散布  

アンガス肉牛の放牧  

激を与えるものである。  

窪河津氏の統率・企画のもと岬適切な道営・管理  

この牧場ほ国の大規模草地改良事業の第1次計画に加わり，  

国庫の補助を受けて造成された。現在農協の管理のもとにおか  

れて，幾家から子牛を買いとって，牧場自体で育成・搾乳をお  

こなうとともに，地元土地提供幾家の乳牛・肉牛の預託を受け  

入れている。  

昭和38年度にほ，各種家畜をあわせて延べ放牧頭数4万5千  

頭，平均毎日123頭を収容し，これを常駐者2名と若干の臨時  

傭人で省力経営している。  
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同時にこの牧場の事業  

ほ，他の一連の農協諸施  

設と有機的に結合して，  

合理的にまた能率的に道  

営されている。まず第1  

に，三共牧場自体が大面■  

積，大規棋経営であるた  

め，造成。管理が能的率  

であると同時に，大農機  

具や労力は，農協組織内  

潜   

三共牧場の展望  

の他の牧野と共通して利用でき，活動範囲が広いから，きわめ  

て効率高く活用することができる。   

第2に，上記のような年間感夜をとおしての放牧をおこなう  

ためにほ，あまり幼齢の牛ほ適当ではない。そこで農協でほ共  

同育成所を設けて，幼牛をここに集め，手間を省いて多数を管  

理し，人工乳を与えて育成し，適齢に達するのをまって，牧場  

あるいは農家に移す方法をとっている。なお，牛の取引につい  

ては同じく農協道営の家畜市場が利用せられ，仲介者のもうけ  

を許さない。   

第3には，生産される牛乳についても，農協の集乳場や処理  

場が利用され，一元的に集乳処理して販売にうつされる。小国  

町と，その南の隣村南小国村をあわせたこの一帯の乳牛は，ジ  

ャージ ー種二色であるため仁一招集乱して北九州まで3時間余  

で運ばれ，ジャージ【牛乳として市販せられ，とくに有利な乳  

価で取引きすることができる。なおその一部は地元でも直接市  

販されている。ジャ【ジr種の導入ほ全国各地におこなわれた  

が，これほどの成果をあげている例は少ない。   

このように一連の組織と道営ほ，河津氏が組合長として昭和  

23年に就任して以来，同31年に集約酪農地域としてその指定を  

受け，ジャー ジー種乳牛を導入し，着々草地改良の面積を増大  
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するなど，一連の施策某  

一貫した方針のもとに完  

成されたもので，三共牧  

場もその一至簑として，他  

施設と共存其髄している  

ものである。   

河津氏の統率。企画の  

もとに信頼協力し合う緩．  

合員。職員らの人の和に  

三共牧場 道路と敬簡  よって，はじめてこの成  

果をあげ得たものであることを見のがすわけにほいかない。  

㌫1戸当リ 2～4倍も粗収入増加…牧野改良の経済的効果  

この牧野造成が技術的にも逆用の面でも成功をおさめたこと  

は，地元の農家に対して大きな利益をもたらしている。  

まず直接の利益として，放牧開始によって，1頭当り乳量が  

20－30％増加してくる。とくに春から夏にかけて，牧草の繁茂  

するとともに乳量が増加することは，同時に増大してくる市乳  

の需要と一致しているからト経済的にきわめて有利である。  

やがて飼育頭数も増大し，1戸当り酪戯粗収入において2ル4  

倍の向上がみられる例はまれではない。  

さらに，この牧野改良事業によって，はじめに述べたように  

長年の略奪的な採草で荒れていた山間の野草地が，生産力の高  

い集約牧野となったばかりでなく，従来の人の肩を借りなけれ  

ば荷物を還ぶことができなかった農道が改善されて串が通うよ  

うになった。元来，部落に近い里山には，造林がおこなわれて  

いることが多く，草地はこれを越えた高地に残されていた。こ  

の間のへだたりが立派な道路で結ばれ，牧野改良によって，新  

たに生まれた生産力は部落に直結された。  

同時に水利の俊や電気の導入も完成し，家畜と人とを現地に  

もち込むことさえできたのであるから，ちょうど地元部落にと  
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っては，新しい土地が生まれたと同様な利益がもたらされたの  

である。  

はじめに述べたように，阿蘇。九重地区には8万hαの荒れは  

てた草地が，開発を待って眠っている。三共牧場の技術と道営  

ほ，この土地資源開発のモデルとして，大きな普及意義をもっ  

ている。  

近年九州横断道路などが完成したため，この方面の交通ほ非  

常に便利になった。そのために，この未開発の地域と北九州。  

別府。熊本などの大消費地との距離ほ大幅に締められ，自動車  

で3～4時間で達することができる。この消費地に対する乳肉  

の供給地として，その畜産開発の将来ほ無限である。その先が  

けとして瞑範を示した小国町の農協の業績は，まことに国家的  

意義のあるものと賞めたたえても過言ではあるまい。  

恕治水の見地からも茸地改良を推進岬小国町農協と組合長河津民  

小国町農業協同組合は，昭和23年6月設立せられ，現在組合  

員数は1700名，出資額は2千6首万円である。大消費地・工業  

地帯への交通網の発達とともに，地の利はますますよく，今後  

の経済的発展の見込みはきわめて大きい。  

総合経営によって，農作物の生産。販売面ほもとより，信月］  

事業の充冥と，畜産関係の諸事業，辛くに草地とジャージ【種  

乳＊およびアンガス種肉牛を中心とする，前記のようなⅣ一連の  

諸施設ほ組織的に完備し，県下屈指の濃協である。  

この組合の松崎謙一氏ほ，ジャMジー乳牛と草地利用による  

酪農経営にすぐれ，昭和35年度農業日本一表彰事業におい て，  

醗濃日本一優秀賞として頗林大臣賞を受けている。このこと  

も，この狙合がジャ【ジー酪農に関して，もとから堅実な歩み  

を進めており，今回の栄沓も，その順調な発展によってかち得  

られたものであることを物語る。  

組合長河津寅雄氏は明治35年3月生まれ，組合設立当初から  

引続いて組合長と小国町長とを兼ね，その企画。統率のもとに   

98  

恕∴ く  

磯   



組合員・職員の信望を集め，組合の現在の繁栄と今回の栄替と  

をもたらす原動力となった。酪意については，経営面積1戸当  

り平均わずかに80（Z，林業以外には一般農家に利益をもたらす  

産業の少ないこの町の農民のために，経営改善の基鑑を与える  

目的で，また一つには未開発の土地資源を活用する目的で，前  

述のように草地と結んだ発展にカをつくしてきた。   

昭和28年の熊本大水害以来，河津氏は治水の見地からも草地  

改良発展の要を痛感し，この事業をさらに推進した。なお昭和  

36年生産性向上視察団の一員として，欧米の草地利用畜産の現  

状をみ，数々の着想と新技術をもたらしたことも，今回の栄沓  

の基礎となった。現在全国町村会々長。日本草地協会々長など  

数々の要職にある。  
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簡3回：象業禦日泰盛林漁業祷輿会長賓受賓  

出品射  程 鶏（多収穫技術）   

出品者  高 橋 息 吹  

愛知県盟田市大字永覚新郷字宮西39番地  

てぷ多年穣鶏改良に活躍一受賞者の瞭歴  

高帝忠次さんは，明治26年3月17日（72才）碧海郡上郷村  

（現在地）に生まれた。同地ほ愛知県でも有数の種鶏地帯で，  

以前より種鶏の飼育の盛んなところであったので，多くの種鶏  

家とともに，上郷村の養鶏組合長としても多年種鶏の改良に活  

路してきた。  

養鶏の創業ほ大正14年で，従来の養蚕を中止した。当初愛知  

路程畜場養鶏部から白色レグホーン穫の種卵の譲渡を受け，50  

羽の種鶏飼育をはじめた。  

以後，岡崎種畜牧場・愛知県種畜場から穫ひなの譲渡を受け  

るとともに，岩手県橋本貴大氏より，優良系統を導入し，これ  

らの3系統を中心に改良を重ねた。  

昭和6年には，愛知児産卵能力集合検定に参加し，最高産卵  

鶏3101胤1羽当りの平均産卵数265個の多産鶏を作出するよ  

うになった。当時集合検定の平均産卵成掛ま白色レグホーン種  

約200個，兼用種160～180個であった。  

愛知県の夙種鶏指定条例が昭和12年にできて，これの指定を  

受けるとともに，愛知県種鶏場（安城）開場記念式において，  

種鶏改良優秀者として，優秀賞の表彰を受けた。  

第2次世界大戦の閃掛こともない，飼料事情が悪化したため  

800羽の種鶏も200羽にへらして，これらの優良系統の姓持につ  

とめたが，終戦時近在に進駐した軍隊により窺の徴発をうけ，  

全滅の悲道に憩った。  
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昭和25年に岡崎種畜牧場から初生ひな100羽  

の譲渡を受け種簸改良に再出発した。愛知県指  

定種鶴場の指定を受け，現場検定を実施するよ  

うになり，碧北繁殖組合の主要な1員として愛  

知県の集合検定に参加するようになった。   

昭和26～27年にほ仁種鶏約1，200羽を確保す  

るにいたり，愛知県種鶏場から優秀な種雄鶏の  

譲渡を受け，今回の記録鶏作出の基礎鵜を作り 

出した。   

昭和34年の伊勢湾台風以降，健全な種鵜改良  

密  

高橋忠次氏  と経営安定をはかるため，採卵鶏の飼育もは  

じめたので，強度の種鶏選抜を行ない，精鋭主義に切りかえ，  

現在種籠400乳採卵鶏2，000羽の飼養規模にいたっている。  

7％の産卵率一経営の概況  

1．審鶏規模  

穫簸（成）400羽 採卵窺（成）2，000羽  

主な施設 ケージ鶏舎 2棟 延100坪（330m2）  

種鶏舎  4棟 延 80坪（264m2）  

育すう舎  2棟 延 20坪（66mg）  

納 屋   1棟   17坪（56m2）  

軽四輪自動車   1台  

労働力 2．0人（本人0．2 長男1．0 嫁0．8）  

養鶏生産額（昭和38．4－39．3）5，230，850円  

畑2．5hαを経営しているが，鶏舎敷地および予定数地にあてき、  

農業経営は養鶏を専門に行なっている。  

なお，水田7bαをトヨダ首動尊称式会社工場用敷地に売却し  

たので，その売上代金の有効投資を考えて，養鶏専業にきりか。  

え，規模の拡大を決意し，速かに飼養規模を5，000羽にすべるよ  

う拡充をはかっている。  

2．巻鶏経営収支の概要  
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昭和38年4月から39年  

3月の間の収支の概要は  

次のとおりである。  

種鶏群（AK7ニ51”60）  

収入  

食卵販売額  25，890kg  

種卵販売額  1，765〝  

廃鶏販売額  1，000羽   

支出  

飼料費  

流通濃厚飼料  

魚のアラ  

豆 腐  

5，230，850円  

4，660，200   

370，650   

200，000  

3，299，685  

3，064，675  

2，592，675   

292，000  

160，000  

初生ひな  90円×1，800羽  162，000  

薬剤費  2，040  

資材費  ケ←ジフ ビニrル，その他  70，970  

収支差引  ＋1，931，165円   

この収支差引は，鶏舎等の償却費を差引いて虚業所得となる  

が，種鶏舎ほ戦前のもので，肯すう舎は10年前建設，ケージ簸舎  

は昭和36年に建設したものである。（当時坪当り＜3．3m2＞6，  

000円位），なお鶏糞ほ簸舎の清掃を条件に，附近の農家に無償  

で与えているので収入に見積っていない。雇傭労力を雇い入れ  

てはいない。  

3．種鶏改良と採卵巻鶏との関連  
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高礪忠次氏検定鶉系統図  
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㍉榔．紳輔理班摘   

丁コ  
（328；6（け  

種卵で欝北橙鶏繁殖組合に販売するが，そのうち自家で飼育  

する種窺および採卵鶏として必要なものはふ化してもらい，還  

元している。採卵鶏にあっては毎月成鶏1，000羽につき約60羽  

を更新するようにして，年10回の育すうを行なっている。   

昭和38年4月～昭和39年3月の問の採卵鶏1羽当り鶏卵生産  

量は，12．950i（gとなるが，これほ1個の卵墨を53g位と考えれ  

ば，1羽年間245卵となり，産卵率ほ67％となる。これは専業  

養鶏家の水準からみても高いプ㌻であろう。   

鶏卵収入（食卵および穫卵）に対する飼料代の割合は65．5％  

となり，この飼料代は宵すう用のものも含まれているから，こ  

の割合は低率であるといってもよいであろう。   

種鶏の改良は，交配する雌および雄のそれぞれの系統の選択  

が適切であったために産卵能力の高いものを作出したというこ  

とで評価されるが，いくつかの系統のものの飼育と，その産出  

能力検討の交配比較飼育等のために，費用が多くなりがちであ  

り，改良した種親の生産した種卵がそれに見合って充分高く販  

売されることば少ないので，経費倒れになることが多い。   

タ喝   
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WL合12238  

5 ”56   

父8Å－134  
346卵 58．6g  

父5岬56  6Å－98  

①293卵 56．7g  

③231 61．9  

父7A－50  

づ翌4 －179  

275卵 51．2g  

…、母8A－590  

①304卵 59．6g  
③245  銅．4  

母6A－98  

父  138  

母3 －348  
264卵 50．Og  

58  
母3 －321  
①258卵 54．5g  
（診229  58．6  222卵 49．3g  母8A－445  

（∋270卵 5臥7g  

（∋189  60．6  

⑨139  61．1  
6A－63  

①285卵 55．1g  

①261 62．6  

③244  63．7   

仝姉妹期成紋 （13羽）  

初産日令  163．4Fl  

〝 体重  1874g  

産卵指数  2胴．9卵  

1カ年生存率  （乱2％  

生存鶉平均産卵数 255．s卵  

平均卵壷  58．5g  

白血柄  0  

母3 －321  

しかし，本人の種鶏改良ほ，あわせて行なう採卵養鶏に実用  

鶏を提供して養鶏の成果を高めながら自主的にこれを行なって  

いるのである。  

警抜群の優秀な成績－－出品財の特色  
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社団法人日本養鶏協会  

主催の第1回鶏の産卵能   

力検定共励会ほ，国また  

は県の行なう産卵能力検  

定43カ所の依頼者417名  

が参加して，その出品賂  

1群10羽について昭和37  

年11月1日から昭和38年  

10月16日までの350：日間  

で行なわれた。   

審査の基準ほ次のとお  

りである。  

（1）仝羽数（1群10羽）メ  

が完全に検定を終  

了したものを対象  

とする。   

遂ぎ  ′  

単雄交配用鶏舎  

（2）合格卵の重量基準  

は，1個につき45 

g以上とする。   

若鶏用連続放飼鶏舎  （3）審査は1群の成績  

について行ない，審査の事項は，産卵個数および重量とする。   

産卵個数についてほ，合格卵1羽平均300個以上生産した群。   

産卵重量については，合格卵1羽平均171（g以上生産した群。   

第1位（優勝）の高橋忠次さんの出品鶏の成績ほ次のとおり  

で，従来の記録に比較して抜群の優秀な成繚である。  

記号番号  産卵個数  産卵重量  平均卵重  

AK7－51  328個  20，408．5g  62．2g  

52  341  19，093．5  56．0  

53  350  18，702．5  53．4  

54  341  18，651．5  54．7  

㌔幾   
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55  339  

56  343  

57  344  

58  346  

59  342  

60  339  

計又は平均  3，413  

18，799．8  

18，571，9  

20，437．2  

20，362．3  

19，827．0  

18，551．8  

193，406．0  
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7
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8
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5
 
 
5
 
 
5
 
 
5
 
 
5
 
 

上薬既約な改良に努力ー多産鶏の作出  

多年にわたる綿密な調査によって，交配，作出されたもの，  

で，従来行なわれていた個体選抜の，ベスト ツウ ベストの▲  

良いもの同志の交配方法よりもー層飛躍したもので，多産鶏作  

出の技術は，その優秀性が認められる。  

昭和25年岡崎種畜牧場から初生びなの譲渡を受け，これを中  

心として現場検定により産卵能力の高い家系を選抜し，閉鎖群  

の育種を進めて釆た。  

種簸の選抜に当ってほ，産卵数に重点をおき家系および個体  

の選抜を行ない，個体選抜に当ってほ，産卵性のほか，活力が  

あって皮膚がうすく軟いものを選定してきた結果，産卵数では  

よい結果を得られたが，体格，卵墓の点に難点が認められたの  

で，体謳の充実した大卵系の種雄鶏を活用することとした。  

昭和32年愛知県種鶏場から大卵系の穫雄鶏12238の譲渡を受 

け，昭和29年度愛知風袋合検定の参加鶏AK9～110（産卵数  

332個，総卵重量20，212g，平均卵巌60・3g）との交配により  

種雄鶏948を作出した。  

これらを主流として，さらに閉鎖群育種による改良繁殖を進  

めたが，強度の近親交配をさけ，近交係数は，おおむね12・5％  

から20％までとした。種雄鶏12238→948→749－＋3935の世代を  

へて，今回の出品鶏の交配種雄鶏3935および交配雌鶏の35鰍  

511，539，510，509，515，587，34－339を作出した。  

特に種鶏雄の選抜に際しては，その母鶏にあっては産卵凱  
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卵重量を重視するとともに，仝姉妹幾の能力を参考にし，個体  

的にほ皮膚に弾力性があり，体脂の充実したものを採用するよ  

うにつとめた。  

育成雄の選抜に当ってほ，姉妹鶏の能力がよく，しかも皮膚  

の軟かいもの，冠のうすいもの，体の伸びのよいもの，恥骨の  

広いものとするなど実際的な改良面にも努力を重ねている。  

遜巻鶏の損輿，推進の根幹に′仰多産鶉の普及  

養鶏の綻興，推進にほ，その根幹となる穫鶏の確保が最も肝  

要であり，多産能力の種鶏を整備するのが最も捷径であること  

ば言をまたない。  

最近，外国特にアメリカを中心として数多くのひなが導入さ  

れ，また国内においても外国系ひなの生産が，ひときわ目立ち  

はじめている。  

Y このとき，国内においても，かかる優秀な性能を発揮する種  

鶏が作出されていることを明らかにすることほ極めて意義深い  

ことといえよう。  

養親農家の待望する数多くの優秀なひなを生産するこれら優  

秀な系統の健保，普及を図ることはきわめて重要なことといわ  

ねばならない。  

琢  

ぷ亀   
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第3回：農業祭日春慶林漁業損輿会長賓受贋  

出品財  葛藤を中心とした農業経営   

出品者  早 川 唯 由  

群馬県邑楽郡邑楽村赤堀  

誓村の申Jb人物として信望思い騨受賓者の緒歴  

本人（現在38才）ほ少年の頃は農業を営む意志がなく ，昭和ラ  

20年までほ中島飛行機航空学院に学び，卒業と同時に終戦とな  

り，その後村内で実兄が経営する澱粉工場を手伝っていたが，  

昭和27年から独立して澱粉工場を経営した。しかしその後経済・  

復興につれて食糧事情もよくなり，甘藷澱粉の将来に期待がも  

てない見とおしなので，暗和35年にその経営を打ち切り，養隊  

を中心とした農業経営に方向を改め，着々経営内容の充実をは  

かりつつ現在にいたった。  

また，現在，自分の経営改執こ努力するほかに，邑楽村意地委二  

員，赤堀養豚組合長の公職をもち，その他村の農業椅造改善地 

区赤堀営農集団の機械部長として，基盤整備，農業の大型機検  

化，養豚層地の形成，村内共同炊事場の設置等多方面にわたり  

村の中心人物として活動しており，その熱意と誠実で，村内，  

近隣の信望があつい。  

蟹肉豚出荷数250豆喜一経堂の概要  

早川氏の住んでいる群馬県邑楽郡邑楽村は，東京から約90血，．  

県の東南端に位して，前橋まで45kmの距離にある。交通地位は  

浅草から東部線で通過する館林市の隣村で，標高約25m，水田  

35％，畑65％という割合で，比較的に畑地の多いところであ 

る。  

耕地の大部分ほ軽鬼火山灰土であって，以前は陸稲と甘讃の  

栽培面積の多いところであったが，昭和33年ごろから家畜飼登  

用9   



第l図 経営地の略図  が盛んになり，と  

くに養豚について  

はいちじるしい進  

歩をみせた。そし  

て村の構造改善事  

業の主幹作目にも  

嫌がとりあげられ  

るにいたり，それ  

邑楽那 を機会に赤堀営農  

ー   

集団を狙織し，い  

までほ養豚多頭飼  

養団地として順調  

な成長をしめして  

ji！・ 川  

唯  
由  

いる。   

さて現在における早川氏の経営は，水田（一  

毛田）90α，普通畑57α，栗畑23αの合計170  

α，その他宅地10αである。豚舎は繁殖豚舎と  

肉豚合併せて495m2，サイロ6基，堆厩肥舎58  

m2あり，昭和38年度において繁殖陳8頭で仔陳  

163頭を生産し，肉豚出荷数は250頭であった  

（仔豚自給率65．2％）。   

家族ほ主人と諷 長男（中学3年）の3人で，  

稼動労力は約2・0人というところである。  

早川嘩由氏  

腰省力作業体系確立のため…農業経堂改善の動機  

もともと本人の住む邑楽村赤塀ほ普通畑作中心の緋種農業を  

営んできた地帯で， 有機質の乏しい酸性不良火山灰土壌である  

ために地力が低く，凍承害や乾害をうけやすく，漁業生産力が  

低い一九 労働能率があがらず，結局所得を十分あげることが  

できなかった。  
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そこで，本人ほ養豚部門を積極的に拡大し，養豚収入をあげ  

有機質に富む堆厩肥を耕地に多量施して地力を高め，一方これ  

までのイネ，陸稲，甘藷などの普通作物の整理と省力的作業体  

系の確立，さらに養豚の省力管理を合理化するための豚舎の設  

置と群飼育によって，．経営改善を行なうことに全力を傾倒した  

のである。  

年間組収入500万円に一致善実績  

このように努力を竃ねた結果，土地および労働生産性をあ  

げ，つぎにし吟すように昭和38年度にほ年間粗収入526万円，  

経営費320万円，差引農業収益206万円（所得率約40％）の安定  

した虚業所得をあげ，立派に自立経営を碇立することができた  

のである。  

第1表 改 蕃 実 璃  

（1）水稲の改善案蔵  

昭和35年 昭和38年  

イ） 水稲10α当り所要労働時間  147．5時間 58．02時間  

（18．4日）（7．25日）  

24．41くg  62．07短  

100％  254％  

口）10時間当り米生産量  

同上比率   

（2）昭和38年度農業収支決算の状況  

1．粗  収  入  1   2・経  営  費  

差引農業収益  2，061，332円  

（3）効果指標   

イ）家族農業労働1日1人当り虚業純収益  3，324門   

口）自作耕地10α当り虚業限収益  309，532円   

ハ）自作耕地10α当り純収益  121，255円  
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告繁殖。肉豚の一貫経堂－一出品朗の特色とすぐれている点  

本人は企画と家威力に富んでおり，養豚部門を柱として繁殖．  

陳と肉豚との一一貫経営を行なうー方，その養豚部門と他の耕種一  

部門との調蓋を合理的に行ない，いまここに述べたようなすぐ  

れた改善実績を示したが，それらの経営の特色とすぐれた点を  

述べるとつぎの通りである。  

て．餅種作物の改善  

まず水稲作についてほ直掃栽培を70α，早期栽培10α，営造  

栽培10αを巧みに組み合わせて労力の分散調整をほかり，一方  

畑作では陸稲を20（Zに減らして飼料作物として甘藷を主体に里  

芋、肯刈麦、葉菜類を栽培して飼料の自給につとめている。  

その間農地の交換分合，土地改良（堆厩肥の増施とトラクター  

による深耕），一さらに村有大型トラクターの全面利用，病虫害防  

除，除草剤の活用など省力機械化と労力配分にカをそそいだ。  

さらに，500g入りバキュームカー（糞尿処理，写真参照）  

の利用等により労働生産性を高めている。  

第2表 水確18アール当り所要労働時間  

瀞 

昭和35年l昭和38年  昭和35年対比率  
作 英 名   

％  
曜 肥 逆 波  
排  転（代かき）  

播   種（苗代）  

施   肥（田植）  

薬  剤 撒 布  

管  理  

刈  取  

脱  穀  

乾  燥  

粗  摺  
計  

1日8時間換算口数  〓
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このパキニ＿←－ムカ←ほぅ 早川氏を含めた邑楽養豚組合員（10ゝ  

戸）ばかりでなく，近隣の普通畑作農家にも無償で糞尿を供給：  
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するために利用され，大  

いに喜ばれているのであ  

る。   

このように耕榎作物の  

改善，とくに水稲の省力  

栽培に効果をあげ，第2  

衷にみられるように，昭  

和35年においてほ10（Z当  

り所要労働時間が18．4日  

糞尿処理のためのバキュームカー  であったものが，昭和38   

年には7・25日に（約4ノ10）節減されるようになった。すなわち第   

2図にみられるように，10α当り147．50時間かかっていたも   

のが，わずか58・02時間に省力化され，したがって10時間当り   

米生産畳24・41（gであったものが62．07lくgになり，およそ2．5倍の   

労働生産隆を高めることができたのである。  

2．巻豚部門の改善   

主幹作目として養豚部門をとりあげ，デンマーク豚舎を設け   

て繁殖豚と肉豚との一貫経営を蔚実に行なっているのが特徴と   

いえよう。   

（1）優良品種系統の導入と作出   

繁殖豚は全部ヨークシャー種で，産仔陳については塵肉能力   

を判定し，優良品種の系統繁殖につとめている。また昭和37年   

よりはランドレース種雄との一代雑種を作出し，産肉能力の向   

上につとめている。  

第3義 家畜の年度別頭数の変化  

35 年136 年137  

（2）繁殖育成技術の改善  
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第2図 絵時間数と収盈の比較  

昭和35午  
昭和3銅三  

廓 

100％  
10時間米生産量 24．4放  
10時間米4産量100％   

39・3  

62．07充至  

254，38％   

格別に繁殖季節を設けないが，季節的にみて，分娩割合は冬  

春に55％，夏秋に45％になるように分硬調整を行ない，生後10  

カ月，体重120kgを繁殖開始期とし，適期交配には細心の注意  

をはらい，本人が人工授精によって種付けをしている。   

このように努力しているので，産仔成績もよく，昭和38年度  

は1塵当り平均10頭，母豚1頭当り20頭の仔陳の哺乳の好成繚  

をあげている。  

（3）飼養管理法の改善   

肉豚の体重45～50kgまでは農協系統の配合飼料を用いるが，  

その後90kgまでは上にしめす自家配合飼料を給与し，脂肪厚の  

改善と，飼料効率の向上，また飼料費の節減に工夫している。  

なお，自給飼料のイモ類ほ肉陳の後期に用い，甘諸蔓や青草，  

葉菜等も十分給与している。それらの肉豚および繁殖豚の配合  

飼料割合と可消化成分割合は巻末第3図のとおりで，きわめて  

合理的であるといえよう。   

さらに繁殖成緻の向上をはかるために，種豚舎には運動場を  

設けて，自由な運動と日光浴により肢体の健全化につとめてお  

り，繁殖成績もきわめて良好である。分娩豚舎は部屋の乾燥と  

ノ亀   
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光線の投入，親優による圧死防止などに留意して設計してあ  

る。  

また肥育豚舎と同様に衛生的かつ作業能率を高めうるような  

デンマーク式陳舎（写真参照）をとりいれている。  

とくに早川氏の養豚経営の特徴は，保健衛生に格別の注意を  

そそいでいる点で，栄養の面でも微量要素補給のため腐植土や  

微量栄養素剤の給与に心がけているために，分娩後の母豚の疲  

労回復も早く，順調な哺乳開始ができるようになっている。  

また豚舎の清爽乾燥には常に注意し，防疫，赤外線投射，疾  

病（とくに仔庶の下痢症）の早期治療につとめている。  

さらに予防注射の完全実施と消毒糟の設置（写真参照）を行  

ない，病菌の侵入防止に効果をあげている。また蚊とハエの発  

生防止にとくに注意をはらい，毎日その発生源を消毒し，豚舎  

内にはネグボンを使用して，その撲滅につとめているなど細心  

の注意がそそがれているのである。  

誉労働調整を合理的に－今後研究改巷を要する点  

このように早川氏の養豚を中心とする農業経営の改善の成果  

は高く評価されてよい。しかし，まだ最終目標に到達したわけ  

でなく，それまでの過程において，つぎのような研究改善を要  

する点を指摘することができよう。  

（1）将来目標を繁殖豚30頭，肉豚年間出荷500頭においてい  

るが，今後さらに機械化をすすめ巧みに労働調整（投下労力の  

配分，雇傭労力による補充，共同作業）を行なうよう一層の工  

夫と努力が必要であろう。  

（2）繁殖腋（種雌）は優良仔豚を供給するうえに，さらに資  

質の向上を必要とする。  

（3）繁殖豚舎の橙造を改善し，衛生的な運動場の新設によっ  

て，さらに繁殖成績をあをヂるべきである。  

（4）衣，食，住につき生活改善への関心と意欲は認められる  

が，住居（母屋）ほ老朽化し，台所，便所の改善，さらに共同  
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炊事を早急に行なう必要  

が認められる。   

患先駆的モデル経営の  

役割岬普及性と今後の  

発展方向   

早川氏は計画性と実感  

力に富み，元来軽慾火山  

灰土の不良土壌という不  

利な条件を克服し，排  

種，養豚の各部門におけ  

る合理的な労力の配分調  

整と省力化によって，土  

地および労働生産性をあ  

げ，養豚多頭飼養の実績  

をあげて，地域農業への   

貫徹と普及に大きな役割  

を果たした。   

さらにこれまでの個別  

経営にとどまらず，折し  

も昭和38年度より邑楽村  

翠  

デンマーク式肉豚舎と早川唯由氏  

玄関入口の消毒槽  

が陳と米を主幹作目とする虚業楷造改善地区に指定された現  

在，まず土地の基盤整備，大型トラクターの導入と協業センタ  

ー，共同炊事場の設置がほぼ整備された。   

今後はこのような橙造改善の背景のうえに近代的な養豚主産  

地の形成と，その健全な発展に大きな期待がもたれ，その成果  

が広域褒美における先駆的モデル経営の役割を充分果してもら   

いたいものである。   

パ盛≒   
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2．繁殖豚用自家酉己合飼料  弟3図lト 肉豚後期用自家配合飼料   

○ 可消化粗贋自賛 14・159≦  
○ 可消化養分紙袋  62・99％  
○ この配合100に対し綜合飼料  

添加剤2％混合  
○ 放当単価 26円85鍔  

○ 可消化楓蛋白質  11．3％  

○ 可消化養分総鼠  62．08％  

○ この配合100に対しカルヂオ   

ン2％混合  

○ 妃当単価  24円72銭  
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濃発禁受賞者の技術と経営  

＜戯蓬・園芸・畜産部門＞  

昭和40年6月1日 印刷・発行  

発 行／財団法人 日本農林漁業振興会  
東京都千代閏区霞ヶ関2の1（農林省内）  
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東京都千代田区霞ヶ関2のユ（磨林省内）   





発 刊 の こ と ば   

虚業祭は，全国民の幾林漁業に対する認識を深め戯林漁業の技術ク 経営の   

向上を図るため，毎年11月23日の勤労感謝の祝日を中心として催す国民的な   

祭典である。この農業祭ほ，昭和27年農林漁業者に天皇杯がご下賜になるこ   

ととなった機会に，従来の新穀感謝祭を発展的に拡充し，農林省と日本幾林   

漁業振興会が各方面のご協力をえて天皇杯授与の式典糾まじめ多彩な行事を   

開催して釆ておるが，既に昨秋第3回目を盛大裡に終了した。  

第3回幾業祭に参加した都道府県，ブロックまたは全国地域の各種表彰行   

事は271件に達し，それら行事において農林大臣賞を授与されたものは606   

点に上ったが，それら受賞者のなかから，中央審査委員会において6名の天   

皇杯受賞者（農産，園芸，畜産，蚕糸，林産および水産部門ごとに1名）が遜   



ばれ，さらにこれに準ずるものとしての日本幾林漁業振興会長賞受賞者11名   

（蚕糸部門1名，その他各部門2名）が表彰された。  

いまや内外経済の急速な進展に即応して，第1次産業である農林漁業の近   

代化促進の努力が冊一段と要請される折柄，磨業祭の成果である天皇杯および   

振興会長賞受賞者の貴重な業績を解説し，農林漁業の近代化に対する生きた   

指標として広く関係方面に縮介，曹及することば，まことに有意義と思われ   

るので，昨年度に引きつづき，これを印刷に付した次第である。  

最後に本書の編集にご協力を頂いた執筆者および編集関係者各位に対し深   

甚の謝意を表してやまない。  

昭和40年 3 月  

財団法人 日 本農林漁業振興会   



蚕   糸   部   門  

笥3回農業祭天皇杯受兜／伊藤 尚文  

農林省蚕糸局技術改良課／所  善 文＝‥‥…・…‥ 5  

凛3回農業祭日本農林漁業振興会長兜受焚／殿屋敷養蚕共同経営組合  

腰林省蚕糸局技術改良課／山 下 武 雄………・・…・ 21   



第二3月農業祭天皇杯受賞  

出品財  巻蚕の省力多収技術   

出品者  伊 藤 筒 文  
山梨県西八代郡下部町嶺  

腰巻蚕－すじに…受覚者の略歴  

伊藤家は祖父要作氏が，分家して独立したものである。祖父  

は若い頃東八代郡一宮地方に出稼ぎに行き，養蚕の技術を身に  

つけ，呼び戻されて帰る際桑苗を持ち帰って植付けた。その後  

責種をとり寄せて養蚕馴まじめた。これがこの地方の養蚕のは  

じめである。  

父秀光氏も養蚕の改良普及に力を尽すとともに，戦後公職追  

放になるまで，長らく村長として，地域の開発に努力した。  

この度受賞の栄に浴した尚文民は，大正4年10人兄弟の長男  

として生まれ，映南農工学校（現映画高校）を卒業すると，た  

だちに家業の農業に従事した。  

同氏は兵役とシべIjヤ抑留期間の4年余を除いては，いつも  

研究的な態度で幾菜に取組み，特に不利な自然条件を克服すべ  

く，技術の改良に，作業の合理化に全力を注いで，自らの経営  

の改執こ努めた。また養蚕組合長として，あるいは下部町議会  

議員として，部落の養蚕振興に，郷土の開発に力を尽した。現  

在家庭は本人夫妻のほか父払 子供3人の7人家放である。  

発雷条件を克服して－経堂の概要  

1．地域の概況  

西八代郡下部町ほ粍の南部に位し，標高200～700m（町役場  

所在地250m）にあって，総面積296加2の7剖は山である。  

自然的社会的条件に恵まれない山村で，農家の耕地はせまく，  

兼業農家率の高い地帯である。おおむね畑作地帯で，農家の現  

金収入は，養蚕と山林に依存している。  

嶺部落は甲府から富士川沿いに南下し，身延線久那土駅から  
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北東へ約8km山間部へ入ったところにあって，几  

いまだにバスの催すらない山間の僻村である。  

嶺部落は15戸の頗家集落であるが，いずれも専  

業農家で，しかも養蚕を主菜とする農家ばかり  

である。   

耕地12．1llGと山林26．4t凪が経営の基盤をなし  

ているが，水田は部落内にはまったくなく，他  

に出作しているのが，わずか60αあるに過  
欝  

ぎない。研地のうち8．611αが桑園で桑園率が75き  

％に達することからみても，養蚕への依存度が  

大きいことがわかる。桑園以外の畑には麦，雑  伊 藤 筒 文 民  

熟 こんにゃく等が栽培されているが，蘭以外の現金収入濠と  

してほこんにゃく，木炭，薪くらいのものである。   

耕地ほ部落の峡谷の中腹から山頂にかけて，標高400ル700m  

の間に散在している。急傾斜地が多く，傾斜度は10～30度，平  

均20皮であるが，まれにほ40皮近いものすらある。   

土壌は第3紀層の埴壌ニヒである。   

2．経営の概要  

（1）鷹業従事者   

家族7人のうち農業に従事する者は，尚文民（49才）とその  

嚢（掴才）が主体をなしているが，特に忙しい時期にほ父（73二  

才）および中学3年の長男が手伝う程度である。能力換算とし  

ては合計2．3人である。なお38年における臨時雇は，上ぞくの  

際の5人のみであった。   

動力を利用する農機具は，共同利用の脱穀機のみで，傾斜地 

で機械化は困雉である。  

（2）耕地の利用と生産力   

耕地110α のうち桑園は60α（38年秋10αを新穂したので現1  

在は70（Z）で，普通畑50α（現在ほ40α）で，普通畑には麦，  

雑穀，自家用そさいの栽培を行なっている。これらの耕地は，，   
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いずれも自宅より上の方にあって，急傾斜のせまい農道が通じ  

ているに過ぎないものが多い。   

桑園ほ大体4地区7カ所に分散し，その一部は索道を利用し  

て，条桑や肥料の道教をすることができるが，ひどい所ほ30度  

もある急傾斜を，しかも50～60cmの細い道を背負子で，あるい  

ほ肩にかついで道殺しなければならないところもかなり多い。  

（別図参照）   

伊藤氏はこのような恵まれない自然条件を克服して，耕地を  

真読高度に活用しで√、る。すなわち，急傾斜地で標高700mにも  

達する山の上の閑：拓地における桑園の改良に努めた結果，10（Z  

当り繭狸6kgという多収穫をあげている。   

これは全国平均の10（Z当り収繭量68kgの3倍に当り，また  

日本一生産力の高い山梨県平均104kgの2倍となっている。ま  

た遵蚕専業の部落である嶺の127iくgにくらべても，ニヒ地生産力  

がほるかに高い。（第1表参僚）  

欝1表 養蚕の規模および桑園能率  

蔓
く
ン
妻
づ
妻
喜
美
2
 
箋
∃
ぎ
リ
リ
リ
リ
り
亨
姜
ざ
芸
雲
≒
∋
 

1戸当桑園面積 室 1戸当収萬嵐 ∃10‘Z当収蘭j詮   

なお，山林5血を経営し，木鼠薪などを生産するほか，下  

草の利用が桑問の能率増進に寄与するとこ′ろが大きい。   

大家畜ほなく山草1乱 兎5羽，窺12羽を飼育しているが，  

家族の栄養補袷が主な目的である。  

（3）経営の収支   

伊藤氏は専業農家で農外収入はなく，38年における農業粗収  

入ほ1，135千円であるが，その83％の937千円ほ養蚕収入で，そ  

の他は木炭の80千円，こんにゃく32千円が主なものである。   

養蚕経営費中の現金支出は115千円で，蚕種代49，073円，肥  
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料代46，935円，共済掛金  

8，861円などが主なもので  

ある。暖房のための木炭等  

が自給できることもあろう  

が，経営費はきわめて少な  

く，効率の高い経営という  

ことができる。経営の概況  

を示せば第2表のとおりで  

ある。  蜜  桑園の管理（正簡の商いところは新地）  

第2表 経 営 の 概 況  

家  族  緋地等‡  農家粗収入   ち  養蚕収益概算  

経営主  49歳   

事  44〝   

父  73〝   

母  69′′  

長 男 中学3年生  

長 女 小学6年生  

次 女 小学4年生  

総 員  7人  

うち農業従事者3人   
経営主夫妻と父   

（能力換算2．3人）  

桑 園 60‘Zi（生産数層）   （金額）  1箱当りJ奴繭竃 35．6kg lOα当り収繭量 206kg  

円  
lOα当り養蚕粗 

154千円 収益 10α当経営費 19千円 （現金支出）  
普通畑 50α  

耕地計110α  

山 林500‘Z  

山 羊 1頭  

1，239i（g 937千  

蘭     安  338kg 13〝  220kg 15〝  

いも類   750kg  8〝  

180コ 18′′  

鶏卵     炭俵  150枚  3〝  

業収入対義蛋  
「  82．7％  

収入  

現金収入対養蚕  

場金収入  

兎 400束12′′  

鶏  

やく 

動力脱穀3，   

89．6％  

墓娼道（共皇計  〃
 
 
 
 
〃
 
 
 

り
∂
 
2
 
L
〇
 
 
 

つ
J
 
 
 
 
 
3
 
 
 

1
 
 
 
 
 
1
 
 

1
 
 
 
 
 
「
⊥
 
 

同）2本  
農外収入  

総 i汁  

濁   

ぢ山間敷傾斜地で用α20蝕gの収蔚脚技術の紹介と分析  

1．高い反収  

山梨県は桑園10α当りの収繭量が全国一多く，全国平均の5  

割増となっている。甲府盆地の養蚕農家の中には，10α当り  

200kg以上の収繭をあげているものもあるが，伊藤氏がきわめて  

悪い自然条件の中で，206bαの繭を生産したことほ，注巨＝こあ  

たいするものといわなければならない。  

このような高い生産力は，何によってもたらされたものであ  

ろうか。  
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（1）土作り  

その第一ほ土作りで  

ある。多収穫の成果  

をあげた事例では，  

どの作物でも多年に  

わたる土作りが，そ  

の根底になっている  

が，この経営の場合  

も例外ではなかっ  

た。ただ伊藤氏の場  

合は，桑園の土壌が  

第3紀層の埴壌土  

で，あまり肥沃では  

なく，さらに地下水  

が低く雨水に頼る以  

外には，まったく水  

の便がなく，急峻な  

山腹に散在している  

第1園 部地の分布  

闇桑園  陳  

iヨ 孝索堤  

一叫 動か更温  

のでフ その土作りも容易ではなかった。   

伊藤氏は良い桑作りほ，まず土作りが基本であると考え，毎  

年多量の刈革などを桑園に敷き込んだ。   

同氏は曙をみては5hにおよぶ山林の下草を刈ってブ桑園に  

入れるとともに麦畑から出る変移を全部桑園に持込んでいる。  

また，蚕ぶん蚕沙は全生産塗の1／3（あとの2／3は変乱 そさい畑  

へ）と山草，鶏などから生産するきゅう肥の全室を桑園に施し  

ている。これらの合計量は第4表に示すように10α当り2100  

kgにも達している。   

このような多量の有機物を急峻な坂道を通って道殺すること  

ほ，なみなみならぬ苦労があったことと思われるが，これを実  

行したところに，伊藤氏の多収穫の秘けつがあると思われる。  
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（2）有機物の増授を可能にしたもの   

多収穫の要諦は土作りにあり，土作りは有機物の増授にある  

ことほ，よく知られていることでほあるが，増没しようとして  

も，その材料がない場合が多い。またたとえ材料があっても，  

これを集めて桑園に持込む労力がなく，なかなか実行できない  

のが普通である。   

伊藤氏の場合ほ山林が5hαもあるので，下草や落葉など有機  

物の材料の方は，まったく心配はないが，これを急傾斜地のあ  

ちこちに散在する桑園に持込むのほ容易なことではなかった。   

もちろん努力家の伊藤氏は，従来から土作りに力を注いで来  

たので，32～33年ころすでに10α当り140～150l（gの能率をあ  

げ，年間7501（g程度の繭を生産していた。   

この程度の桑園能率を上げることすら容易ではなく，殊に急  

傾斜地で家から遠い所に散在している畑110αを，耕作するこ  

とは楽ではなかった。   

たまたま県農業試験場は，急傾斜地の畑作改善のため，嶺部  

落を営農試験地として選んだ。まず32年部落の実態調査を行な  

って，問題点を明らかにし，33年より3年間改善対策を講じて  

調査を続けたのであるが ，その当時の営農試験地設置の理由  

は，次のようなものであった。  

切 農家と耕地問は急傾斜地によってへだてられ，耕地のほと   

んどは傾斜地に散在する関係で，労働力ほ人力にのみ頼り，   

自ら労働過重になっているため，これを打開しあわせて労傲   

の合理化をはかる。  

川 経営組織は養蚕を基幹とし，他は附随的であるため，これ   

の合理化をはかる。  

（切 立地上，耕地は急傾斜地に散在し，土壌侵蝕がはなはだし   

く，地力維持も困難のため，これの合理化をはかる。   

以上の3点の解決のために，試験を行なったが，労働合理化  

のための基幹的な対策として，動力索道の架設がとりあげられ  

轡  

さ鞄  

川   



た。   

従来部落全戸が利用しで  

いた簡易索道3基（1基個  

人所有）は，荷下しのみで  

することのできない  

ものであった。   

そこで，32年末動力利用  

の索道を発設したが，その   

中 米り 桑 園  効果が確認されてき 33年さ  

らに1基が増設され，荷執ヂも自由にできるようになった。   

この索道が桑の運搬に大きな力を発揮し，年間条桑雷の実施  

と相まって，伊藤氏の労働節約が実現された。こうして余力が  

生じたので，同氏はさらに労力を下草刈りなどにつぎ込んだ。  

その結果一層地力の増進がはかられたものである。   

また，動力索道の利f射こよって，条桑宵の靡条や蚕ぶん蚕沙  

なども他の有機物とともに桑園に投入できるようになり，傾斜  

地土壌の榎蝕防血こも，大いに成果があがっている。  

（3）桑園管理の合理化と収穫法   

案遣の設置によって条桑の道教作業が，合理化されたのであ  

るが，たまたま年間条秦育の実施が奨励され始めた時であった  

ので，伊藤氏ほいち早くこれをとり入れた。   

年間条桑育の実施によって節約された労働は，桑園の管理特  

に刈草の増投などにまわして，10α当り収繭量の増加をはかっ  

た。さらに一段厚飼などの新技術をとり入れることによって，  

一層省力化をほかって，規模の拡大を可能にし，38年秋には  

10αの桑園を増反した。   

栽植桑園は，すべて一ノ瀬桑の春秋兼用である。ただし，桑  

園全体としては春秋兼用桑園といえるかも知れないが，春収接  

しない株が全体の20～30％あるめで，実質的には春秋兼用が 

70～80％で，残りは夏秋専用となる。  
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樹令は15年のものが40（Z，10年のものが15α，6年のものが5  

αであるが，欠株はほとんどなく，全桑園でわずか15株であっ  

た。   

仕立方は従来は主に根刈であったが，中刈と根刈となってい  

る。伊藤氏の多収穫に対する研究心から，一部を中刈無奉仕立  

とし，また地九 仕立収穫法に見合った合理的な植付距離をき  

めるため植付距離を変えて比較するなど，研究的態度で栽培を  

行なう結果，いろいろな形式がとり入れられている。38年秋植  

のものは，睦間2．4m，林間1．5mの多幹仕立とし，発条数の増  

加けこよる桑園能率の増進をはかろうとしている。   

また，土壌の被覆によって早宮ならびに傾斜地桑園の土壌侵  

蝕防止と触緋うん栽培による桑園管理の省力化をほかってい  

る。各団地別の栽培の概要喀第3表のとおりである。  

第3表 桑 栽 培 の 概 要  

厨  

ぷ鞄   

肥料ほ数年前まで単肥配合によったが，傾斜地における肥料  

の流亡を防ぐため，固形肥料に切りかえた。しかも施肥労力を  

省くため，年1回施肥を断行して，刷巴に丸桑肥料と丸星肥料  

を施し，夏肥には夏秋蚕期の葉質硬イヒを防ぐためわずかに尿素  

を追肥として施すに過ぎない。   

金肥と有機物とを合わせると，10α当りの施肥窒は，N52kg  

P22kg，K33kgと多肥栽培を行なっていることがわかる。施肥  
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の概要は第4表のとおり  

である。   

椎蚕専用桑園を5（Z特  

設しており，碓蚕も牡蚕  

も年間条桑暫を実施して  

いるので，桑の収穫はす  

べて粂桑で行なった。   

桑園は春秋兼用桑園  

で，収穫は夏切抜であI  

る。すなわち，初秋期は  動 力 索 道  

第4表 施 g巴 の 概 要（10（‡当り）  

小枝などのほか約1／3を間引き，晩秋期には枝条の長さの約2／3を  

伐痍収穫する普通の方法である。ただこの地方で中間と弥して  

いる夏蚕の用桑が，計画残桑といって，桑園面積の20～30％を  

前年耽々秋蚕に枝の3／4程度に深く切り，これを翌年の春蚕には  

使わず夏蚕に利用するので，これを園内輪収の形式で行なって  

いる。なお残桑した桑園は30～40cm棟上げをしたことになり，  

4年ごとくらいに株下げをする。   

伊藤氏の収穫按を杜蚕用桑について，蚕期別にみると上客蚕  

期には株元へ5～10c瓜残して伐採するが，山梨県に広く普及し  

ている間引収穫を実行し，3固くらいに分けて収穫するため桑  

の伸びはよくなり，薬質も充実し増収となり，その効果は大き  

い。なお，桑園内の一部（20～30％）の計画残桑の株は収穫し  

】3   



ないものとする。   

夏蚕（中間という）にほ，計画残桑の先端2芽を残して，下  

枝を収穫する。初秋蚕期には，春蚕に収穫した桑園から発芽し  

たもののうち，小枝および本条数のlノ3程度を間引収穫する。   

晩秋惑期には，夏蚕に使用した計画残桑の先端2芽ののでび  

た技の2／3程度を収穫するとともに，初秋期に間引収穫した残り  

の枝の【l二3ノ3程度を収穫する。耽々秋蚕期にほ，初秋蚕に間引収  

穫した桑園のうち晩秋畜に収穫しない件の枝の3′ノ・l程度の深めに  

伐採し，これは翌呑には収穫しないで計画残桑とする。   

多回晋による労働の合理化  

（1）稚蚕期から条桑宵   

嶺部落ほ稚苗共同飼育を全然行なっていなかったが，32年こ  

の部落において急傾斜地の営農改善試験を行なうこととなり，  

その際試験場と部落民とが相談して，35年から椎蚕共同飼育を  

実施する計画ができ上った。   

ところが，この部落は養蚕の規模が大きいこと，共同飼育所  

と共同桑園の適当な場所がないことなどの事情のため，未だ実  

現を見ていない。  

したがって，伊藤氏ほ稚蚕期から自宅で飼育を行なってい  

る。同氏ほ碓蚕期の飼育にほ慎重を期して，椎責専用桑園を特  

設し，その管理には特に注意するとともに，4年前より他にさ  

きがけて，稚蚕条桑箱飼の醸停食宵を行ない，今日まで常に満  

作の成績を得ている。   

この飼育箱は，1・9mx2．6mの木箱で，深さは15c皿，底がト  

タン張りとなっている。この地方ではごく普通の飼育箱であっ  

て，1箱に春は1．5箱，夏秋は1箱を掃立て，2令には倍の面  

積に拡座する。1日2回絵桑でその都度少しずつ拡座し，停  

食，餉食の飼育上の操作は行なわない無停食育である。  

（2）壮香は一段厚飼   

35年から全量年間条桑育を行なっている。年間5回飼育を行  

恕  

糸  
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なっているが，第1回の5月13日の掃立の次に中間と称する6  

月30日掃きの夏蚕を行なっている。これは桑園内の20～30タ‘の  

桑を春蚕に伐採することなく，計画的に残桑としてこの桑を利  

用して飼育するものである。   

この時期の蚕は，蕃刈した夏秋専用桑園では収塁が少なく，  

春蚕の残桑でほ葉質に問題があって，労力的には都合がよくて  

も，蚕の飼育にほ問題のある時期であるが ，よい成績をあげて  

いる。39年の飼育成績ほ，笥5表のとおりである。   

飼育ほ居宅兼用の蚕室とバラックの簡易蚕室で，一段竃の厚  

飼となっている。飼育貢が少なく，気象条件の悪い夏蚕と晩々  

秋蚕にほ，バラックを使用しないことにしている。  

第5表 飼 育 成 簡（39年）  

掃立箱巻こ 収繭史書【  飼 育 場 所 割 合   

絵桑回数は，各責期とも1日3回で，初秋期には1回程度補  

桑をしている。絵桑は川の字形に行なっている。   

上ぞくは，条払い法によって一斎に行なう。蚕の経過別に数  

口に分けるとともに，上ぞく前にできるだけ除沙を行なって，  

上ぞく労働のピークをくずすようにしている。それでも春蚕期  

は，掃立塞が多く，家族労働だけでほ間に合わないので，上ぞ  

くのため延5人を雇僻している。まぶしは全部回転まぶしを用  

い上ぞく窒には扇風機を入れて，上ぞくの改良に努めている。   

な鱒，晩秋蚕と晩々秋蚕の間を除いてほ，各蚕期のはじめに  

フォルマリンで，蚕室東具の徹底した消毒を行なうとともにパ  

フソールによる蚕体消毒を実施している。このことは，椎蚕期  

の周到な管理と相まって，各蚕期とも箱当り30kg以上の収繭を  
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もたらしているものと見られる。  

（3）養蚕労働の分折   

5月13日に春蚕の掃立を行ない，10月上旬に晩々秋蚕の収蘭  

を終るまでの間，蚕の飼育をしていない時期ほ極めて少ない。  

半年間は，ほとんど養蚕にかかりきりともいえる専業養蚕農家  

である。   

春蚕の上ぞくが麦のとり入れと競合するので，大麦の品種を  

転換するなど工夫を重ねているが，夏期は雑穀，白家用そさい  

の栽培などに手がかかるので，夏蚕と初秋蚕期ほ掃立童を，少  

なめにしている。   

労働日誌の正確な記帳はないが，春蚕には16箱の東榎を，主  

として夫婦2人で飼育し，上ぞくの際僅か延5人の人をやとっ  

ているだけである。あの立地条件では，驚くべき作業能率であ  

る。いま春蚕5令最盛期における1日の作業配分を見ると，大  

体第6表のとおりである。  

第6表 5令最盛期1日の作業時間酉己分（春蚕期）  

時  刻 】 作 業 者   

糸  
このように給桑作業ほ，16精分の1回の拾桑を夫婦2人また  

－は73才の父が少し手伝う程度で約1時間でできる。   

これは蚕座の作り方が適切で，一段摩飼を実施し，しかもよ  

い桑（1本の枝に桑葉が多くたくさんついている）を給与する  

ためであろう。この程度なら山梨県の平坦部における作業能率  

の高い農家にくらべて，劣ることはない。採桑作業は夫婦2人  

で，それぞれ8時間を要し，きわめて多くの時間をかけてい 

る。   

10α当り 200kg以上も繭のとれる桑園であるから，桑を収穫   
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する作業は，如何に急傾斜地でもそれほど多くかかるとは考え  

られないが，問題は条桑の運搬にある。   

索道の設置によって，桑の道擬が容易となり，年間条桑育の  

全面実施へと発展したもので，索道による労働の合理化と人体  

におよぼした生理的な影響は見逃すことはできない。例えば，  

索道と人力による条桑の道毅を比較してみると，索道では5分  

で道教できるのに人力では50分も要している。   

このように索道の効果は大きいが，全部の畑に利用できるわ  

けではない。伊藤氏の場合，索道の利用できる桑園は，上向地  

区の2カ所と西久保地区の1カ所で，利用面積は全体の半分足  

らずである。（耕地の分布図参照）しかも，条桑の運搬に当っ  

ては，畑から索道までと索道から自宅まで条桑を運ぶために，  

細い道を背負うか，肩に1招ずつかついで運ばなければならな   

い。   

34年に部落の本道の巾を拡げたのでi上久保地区の一部の桑  

ほ，オート三輪を利用することができるが，その他はすべて  

15～30度の急傾斜の道を1輸革で運ぶか，背負子またほ直接肩  

でかつぎ入れなければならないのであるから，その労苦は並大  

偲でほない。（第7表参照）  

第7表  条 桑 の 遅 描  

桑園団地名 ぎ 穀図面積 ≦ 桑園～自宅！道路の傾斜 妻 逆接用具  
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したがって，桑とりに労働を多く要することは当然であろ  

う。いま同氏の日記から推定すると，上繭11くg当りの所要労働  

時間は，蚕期によって異なるが2～3時間で，悪い条件の下で  

高い労働生産力をあげているかがわかる。  

頚部落の生産性向上を－技術の普及性と今後の間愚点  

伊藤氏の桑園管理には，儀磨技術的なものはなく，例えば，  

桑園の広瞳化，被覆栽培，無糾うん，多辞式中刈仕立など，い  

ずれも最近多収穫技術として，または省力技術として普及に移  

されるようになった技術である。  

これらをいち早く採り入れて，自己の経営の一部で試み，よ  

いとわかれば，勇敢にこれを広く実行に移して，逐次改善を加  

える方式をとっている。  

同氏の養蚕の技術改良に対する研究的な態度とその実行力  

は；嶺養蚕農協の組合員の信望をあつめ，同氏の桑園で実施さ  

れつつある新技術は遂次普及しつつある。  

悪い立地条件のもとで，同農協の平均10（Z当り収繭量が127  

1（gに達していることは，組合員の技術水準の高いことを実証し  

ているものといえよう。  

飼育技術についても，稚蚕桑桑締約無停食宵ほ，すでに近く  

の敷戸の農家にとり入れられ，また【一段厚飼なども広く普及  

し，条桑青ば，38年現在では初秋期50％，晩秋期70％の普及を  

みている。  

耕地にほっ まったく水がないため，桑園病虫害の薬剤防除を  

行なっていないが，今後の発生に餓えて検討しておく必要があ  

ろう。同氏ほ最近シイタケの栽培を始めたが，養蚕期以外の時  

期における労力の活周について，検討すべきであろう。  

伊藤氏ほ38年秋こ瞥通畑50αのうちブ10αを収妾封生の高い桑園  

に転換したが，現在おかれている白然条件や技術水準でほ，桑  

園70（Zの経営ほ労力的に限度であるので今後秋蚕に重点をおく  

経営に切りかえ，38年に124批gであった収繭塁を数年のうちに  

18001噌に引上げ子 年問萬だけで120～130万円の粗収入をあげ  
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る計画である。   

養蚕が山へ登るといわれるこのごろ，伊藤氏のような生産性  

の高い経営が現存することほ心強い限りであるが，このような  

山村の傾斜地で，今後画期的に労働生産性の向上をほかって，  

規模を拡大するためには，採桑作業の合理化，条衆道毅の省力  

イヒが特に重要である。そのためにほ，農道の整備，索道の増設  

が特に不可欠である。   

しかし，農道の整備には多くの資金を要し∫ 索道の設置（32  

年350mの索道架設費は325千円）も同様で，その利月］面積も  

少ないから，収益性の低い山間地農業では成り立たない場合が  

多いが，この解決なくしては，このような急傾斜地農栄の規模  

拡大も，ひいてほ所得の増加も望めないこととなる。山村撮興  

の叫ばれている今日，国その他の援助が切望されるわけであ   

る。   

一九 より省力的な養蚕技術の開発，急傾斜地における機械  

イヒ，ニヒ凍保全対策の確立等が急務である。  
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賽3回農業祭日容農林漁業振興会長発受覚  

出品財  春 蚕 協 菓 経 営   

出品者  殿屋敷養蚕共同経営組合  
長野県伊那市西箕輪中条  

高千米の高冷地農業一地区の携暴  

伊那市西箕輪は，国鉄飯田線伊那市駅の西北約7血，中央ア  

ルプス山ろくのゆるやかな傾斜地に広がる農山村で，標高ほ  

700mから1000mにもおよぶ高原地階にあって，生産力の低い  

地方である。  

西箕輪ほ農家戸数が788戸のうち専業と第“一種兼業の農家と  

が，8割に近いことからも，この地方が主として農業に依存し  

ていることがわかる。  

水田は16hαを耕作しているが，諏訪湖からの水路ほ西箕輪  

の南堀を通っているので，兼作りほ南箕輪地区に出作している  

ものが多くフ 水利に恵まれていない。  

遵業としてほ約60011αの姐級 とうもろこし，飼料作等と  

200hαの桑園の耕作が，その主体をなしている。1戸当り1・511α  

以上耕作している農家が約3剖もあるので，割合に広い方とい  

える。  

農業捻産出額のうち，養蚕が3剖余を占めて第1位，次いで  

酪農を主体とする畜産，米の順となっている。養蚕農家は490戸  

（養蚕農家率62％）で，年間170トンの繭を生産し，養蚕の罰  

棋も大きく。年間条桑習などの省力技術もよく普及している。  

殿屋敷の属する中条部落ほ標高850mの高原，農家55戸のう  

ち44戸が養蚕を行なっている。6011αの畑の約4剤が桑園で，西  

箕輪の中でも養蚕に依存することが大きい地区である。  

嘉の期間が約200日におよび春の掃立ほ6月はじめで，晩秋  

まだ東のあるうちに嘉のおりることもある。奇はおそく冬が早  
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く釆て，作物の生育期間は短かく，土薮  

ほ火山灰土で酸性が強く，土地の生産力  

は低い。   

入増加を目ざして…協業組合の設立  

近年この地方においても消費生活ほ向  

上してきたが，農業収入はこれにともな  

わず，生活の苦しさが日立ってきた。  

雑穀や豆類を作っても10α当り1万円  

内外，種子用とうもろこしでも2万円で  

ある。この土地では，養蚕ほ反収ほ高い 
殴屋敷養蚕共同経営 組合代表者原広志氏  

が手がかかり過ぎるので，規模の拡大が望めず，また繭価も安  

定しない。何かよいものはないか，もっと収入を増すことはで  

きないかと迷い続けていた。   

このような時（昭和34年）に西箕輪農業協同阻合は，共同経  

営による畑作振興対策を打出した。殴屋敷の農家も貧しい農業  

経営から脱却しようとク 早速農協の方針を聞くとともに自らも  

研究をほじめた。   

第一に酪農はどうかと検討し，ついで果樹の共同化も検討し  

た。関係者の意見を聞くとともに自らも集って研究を重ねた  

が，酪農は資本が多くかかるし，りんごは収益をあげるまでに  

期間が長くかかる点に問題があって，決心がつかなかった。再  

び現に経営の柱となっている養東について検討を行なった。さ  

きに農林大臣から表彰を受けた同部落の海上氏が，10（Z当り  

130kgも繭をとっているからフ これを模範として，年間条桑育  

をヰ一心とする省力技術を導入すれば，養蚕も相当省力化できる  

ことを普及員から教えられプ 資本が少なくて回転の早い養蚕に  

期待をかけることになった。   

そこで昭和35年の晩秋蚕が終ってから，翌年の2月までの間  

に，10数回の会合を重ね，蚕業技術指導所や組合製糸竜水社の 

助言と指導を受けて，協業経営の生産性や収益性を検討し，き  

糸   
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らに具体的な仕事の進め  

方の協議を重ねた。結局  

殴屋敷の5人姐のうち，  

将来とも農業を続ける決  

意をしている3戸だけで  

狙合を作ることにふみ切  

ったのである。   

これら3戸の農家の経  

営の概況ほ，次のとおり  

である。  大共同飼育所（西箕輪戯協）  

の
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注：桑園ほ以上の外39年蕃栂のもの5（）αあり  

㌣合壁駒な桑園造成一組合の施設と運営  

狙合の設立がきまった36年2月市役所に依頼して，測量を行  

なった。続いて組合員の家族会貝出役して，開墾と植付けを終  

り，5月にほ蚕室も作りあげた。こうして6月には既設桑園を  

利用して、殿屋敷養蚕共同経営狙合と∨しての養蚕がはじめられ  

た。  

（1）桑園の造成  

桑園設完の予定地内にある組合員以外の畑約50αを借入れ，  

隣接地のりwl林1b。を開墾し，狙合員の持っていた由111αの桑園  

ほ，区画農理などして，これを利用することとした。3・3bαの  

団地の中に既設桑園も含めて2．弛αの桑園ができ上ったが，こ  
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第1図 集 国 魚 園 区 画 図  

のうち36年脊椎分ほ120α，37年香椎分20αである。   

桑園は3～4度のゆるい南面傾斜地にあって，第1図でわか  

るように蚕室を起点として放射線状に農道を広くとって，桑園  

の管理や条桑の運搬がらくにできるように設計している。従来  

10数枚に分れていた畑を6区画に養埋し，広い畑は90α，最も  

せまい桑園でも24αとなっている。既設桑園ほ隔畦ごとに桑妹  

を抜いて，うね問を拡げ，将来桑園の管理に機械を導入する考  

えである。   

このように桑園の管理や桑の収穫など作業能率の向上に重点  

をおいて，桑園の設定がなされてい る。   

眈設桑園の中にほ能率の悪い桑園もあるが，さらに桑園を拡  

張し，これが収穫期になれば，古い桑園の改植を行なう計画を  

立て，39年春にはさらに50αの桑園を別の場所に作ったので，  

凰  
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この組合の桑園面積は  

2．9hα となり，1戸当り  

約11氾となった。   

団地の所有関係ほ，組  

合員の問に開きがあり，  

配合員外からの借入れも  

あるが，これを絶食が借  

り受けて，組合が小作料  

を支払っている。   

これほ狙合が，各狙合  

貝の出資も利益配分も均  

等にして，組合の円滑な  

運営をはかろうとするた  

めである。実際の耕作  

は，すべて共同で行な  

い，桑園の区画も土地の  

所有関係や耕作総には関  

係なく，もっぱら作業能  

率の向上に焦点を合せて  

いる。  

多輩仕立桑園（12尺×4尺）  

蚕室（36年達設）  

（2）蚕室の建設   

36年の4～5月には36・6坪の蚕室と12坪の貯桑蛋を建築した  

が，37年にも36坪の蚕室1棟を建て，さらに近く貯桑窒を拡弓反  

する計画である。どうせ作るなら立派なものをと考えるのが人  

情であるが，この組合でほ資本の投下をできるだけ少なくする  

計画の下に簡素な木造蚕室を建てた。36年には倉俸の古材を買  

受けて，坪当り8，400円でできたし，37年の建築も坪当り12，600  

円であった。  

（3）組合の運営   

狙合貝の出資を均等とし，配分もなるべく均等になるように  

25   



して，組合員の団結を強  

化することにしている。  

組合には総務，桑園，飼  

育の3係を設け，責任者  

を定めて，それぞれが責  

任をもつ仕組藩になって  

いる。   

蚕の飼育は，大体3令  

期ほ女1人，4令期は女  

3人，5令期は男女6人  

が地役するのが普通であ  

るが，責任者の指示にも  

とづいて，なるべく少な  

い出役ですませるように  

している。   

出役もできるだけ均等  

になるよ うにしている  

が，多少のちがいができ  

るので，最低の出役者を  

汐  

テント内の一段犀飼  

上  策  基準とし，これを超えた  

分は日雇並みの賃金を支払い，繭の販売代金から必要経費を差  

引いた残りを出役割で配分している。  

（4）資金の調達と償還の計画   

36年と37年における拳闘の造成費約60万円，惑乱貯桑室の  

建築費約100万円，蚕異類等約15万円を必要としたが，この資  

金は自己資金59万円のほか，近代化資金の借入れ60万円，各種  

補助金56万円である。補助金の内訳は次のようになっている。  

遜   

i 集し頚桑園模範施設事業 辺地桑園改良造成事業  

322，307円  

61，600  

76，000  

100，000  

559，907  

県補助金  

伊那市補助金 協業経営促進事業  

竜水社 〝  共同経営研究費  
計  
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なお，借入れた近代化資金は，設立4年冒の昭和39年から  

45年までに均等年斌償還とする計画である。  

㌻園の省力管考里と多回育一尋支術の紹介と検討  

（1）桑園の省‘カ管葺望  

桑品種ほ大部分山ノ瀬で，低幹無挙式のものが多く，古い粂  

園は棟上げ樹勢更新を行なっている。植付距駄ほ広く，2．4mx  

l．2m または3．6まnXl．6mのものが多く，わずかにユ．5ヱれ×  

0．9nのせまいものがある。  

ラジノクローバーとヘアリベッチの混描を行なって，土作り  

に努めるとともに撫糾うん栽培を行なっているがフ 除草をほと  

んど行なわないため，雑草が多くなり牧草と一緒に鎌で刈り取  

っている。  

土壌ほ酸性の強い火1Jhl灰土で，苦土が不足する土質である。  

肥料ほ全部表面散布で年3回に分けて行なっている。桑肥料を  

主体として，石灰窒素，塩化加乳 溶性燐肥のほか，炭苦土と  

まゆみ化成を施している。有機物としては，蚕ぶん，蚕沙はも  

ちろん全部桑園に入れるが，冬期に山の下草を入れるとかト鼠  

根のふき替えによって出るカヤを買って入れるので，有機物は  

多数こ入っている。これらの購入した有機物も含めて，肥料代  

として10α当り約8，000円を投入している。  

既設桑園のみの10α当り収繭量は，38年100kgフ 39年120kgであ  

るが，嘉の期間が200日以上の高冷地としては，相当の成績で  

ある。ただし，この場合買桑分は除いていることは当然である  

が，椎蚕用桑は使用していないことを考慮すると，10α当り収  

繭景ほ若干低下することになる。ヒメゾウムシ，カイガラムシ  

などの病虫害防除のための消毒もよく実行している。  

桑園管理ほト草生，撫耕うん，肥料の全面散布などをとり入  

れ，きわめて省力的で，10α当りの労働時間は，わずか31時限  

であった。  

（2）年5回の飼育  

西巽輪には農協直営の大雅蚕共同飼育所があって，その設備  

27   



も大きさも日本一と白負している。ここで，この地区で掃立て  

る6000箱以上の稚蚕飼育を一手に引受けている。   

殿屋敷養蚕共同経営組合は，共同飼育所から3令起蚕の配給  

を受けて飼育する。6月10日から9月8日までの問に5回の配  

蚕を受ける。  

串2表  

3令は蚕室の一部をビニールで区切って，棚飼いを行ない，  

4令から条桑宵を蚕室内で実施するが，5令期ほ72．6坪の蚕室  

のほか蚕室の軒下にテントによる差出し65坪を造って，飼育し  

ている。   

5令期ほ1段厚飼で，拾乗回数ほ1日2回であるが，補桑を  

行なっている。   

上ぞくは柴取法による条払いを行ない，まぶしほ回転荻を使  

用する。  

（3）審査労働の分析   

共同作業は無駄な出役が多くなりがちになるので，掃立岩に  

よってもちがうが，3令は女1人，4令は女3人，5令ほ男女  

6人を原則とし，必要に応じて応援を求めている。上ぞく作業  

には，かなりの労働者を他から雇僻している。   

組合で養蚕を始めた36年には，上繭1kg当りの労働時間が  

5・4時間で，繭生産費調査澄家の平均と同じくらいであったが，  

馴れと工夫によって，37年にほ3．6時間，38年にほ2．6時間と年  

々向上を示した。同組合でほ，なお改善の余地がかなり残って  

いると考えている。  

義   

28  



38年における作業別労働時間をみると，栽桑労働は全体の－  

11．7％で少なく，10α当り31時間で，全国平均の1／3であって，  

省力化が進んでいることを示している。   

育蚕労働は上薗100kg当り236時間で，桑採りの時間は次の衷 

のとおり少ないが飼育，上ぞく，収歯などの労働時間の占め  

る割合が大きく，省力の余地はなお残されているものとみられ  

る。  

第3表 作莱別労働時間（38年）  

作 業 の 程 寿i【延  時  間‡割  合  

合  計  1  6，345  川0．0  

欝3年蓋引こ粗収入200万円へ【協業経営の成果  

この組合ほ設立3年目（38年）で，桑園は成園に達しないも  

のも多い状態であるが，各紐合員ほ，協業開始前にくらべれば  

2倍以上の農業粗収入をあをヂ，条件の悪い高冷地において1戸  

当り約65万円の繭販売収入を得ている。また，1時間当りの所  

得でみると154円で，それほど高くはないが，さらに向上する  

余地が残されている。  

組合の38年における損益計熟ま第4牽のとおりである。  

当期純利益剰余金838千円は組合員の労働報酬と見られるも  

のであるが，雇傭労務費の中にも組合員に支払った労賃が含ま  

れている。これは組合員が最低の出役者以上に出役した分は，  

賃金として支払うことになっているからである。  

事業収益1，976千円に対し，事業費用ほ1，223千円で，養蚕の  

所得率が，いちぢるしく低いが，これは新植桑園の収量が少な  
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いので，西箕輪農協の稚蚕共同桑園その他の余り桑を購入し，  

桑薬購入費を33万円も要したためである。したがって，今後は  

この桑葉購入費は，必要がなくなるだけでなく，39年春植桑園  

からの収穫も含め，相当収入増加が期待できるであろう。  

第4表 損 益 計 算（38年）  

借  方  
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ユ．事業費用  

雇用労務費  

1・事業収益  

上繭販売収入  

副蚕繭 〝  

共済保険金  

41，670  

137，646   

96，165   

92，756   

7，520  

10，939   

29，500   

9，300   

49，470  

331，923   

25，935  

163，157   

59，656   

35，022  

50，040  

10，025  

1，745  

10，000  

20，205   

8，065  

838，1川  

促音を  
含む  

蚕種費  

秤蚕共同飼育費  
肥 料 費  

農 薬 費  

諸材料費  

小袋具費  

賃料料金  

光熱水教  

条葉購入費  

支払利息  

減価償却費  

土地建物借料  

共済産物経費  

雑 支 出  
2・事業外費用  

旅   費  

事 務 費  

会 議 費  

諸税負担金  
∃軍圭 支  出  

3・当期純利益  

剰 余 金  

92，775  

5，805   

118  

86，852  

表象  

3・i削磯練越  42，291  

合  言す  i2，111，786  計  F 2，111，786  

堂規模拡大へ一発展の方向と問題点  

この姐合では，各戸1或の肥育牛を導入して，蚕ぶん蚕沙を  

飼料に利月］するとともに堆厩肥の増授をはかってきたが，これ  

を各戸4頭計12頭に増加し，共同飼育する計画を目下進めてい  

る。また，農閑期の婦人労働の利用をほかるため，上ぞく室の   

3‡）   



空間利用によるエノキダケの生産を，39年の秋から始めた。   

各戸別々に経営している稲作および畑作等についても協業化  

の検討を行なったが，いろいろ困難な事情もあるので，できる  

だけ共同作業を実施して，労力の調整をはかっている。   

38年における義民合員1戸当りの農業粗収入は協業前にくら  

べ，いちぢるしく増加した，今後桑園の収穫は増加し，さらに  

39年春植の桑園が収穫期に入れぼ，養蚕収入ほ相当増加するも  

のと思われる。   

今後大巾に収入の増加をはかるためには，労働能率の向上を  

ほからなければならないが，桑園の管理，桑の収穫に機械の導  

入をはかるとか，飼習作業の合理化をほかるなどして，さらに  

余裕が生まれれば，組合員の持っている隣接地の山林の開墾に  

よって，一層規模の拡大も可能となる。現にこの組合の38年に  

おける1人当り受持端数は5箱であるが，将来ほこれを10締と  

する計画である。   

この組合は，組合員がわずか3戸で，その団結ほ固く組合の  

道営に当っては，堅実を旨とし，狙合への出資，出役を等しく  

して，利益を均等に配分するよう配慮している。   

ただ組合ほ現金の出納，作業日詰寄の記帳は行なうが，簿記  

ほその記帳を県の指導にもとづき農協に依頼している。今後は  

この点を改め，自らの記帳により，自ら問題点を正しく とら  

え，一層合理化に努力する必要があろう。  

3】   
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発 刊 の こ と ば   

農業祭は，全国民の頗林漁業に対する認識を深め幾林漁業の技術，経営の   

向上を図るため，毎年11月23日の勤労感謝の祝日を中心として催す国民的な   

祭典である。この幾業祭は，昭和27年農林漁業者に天皇杯がご下賜になるこ   

ととなった機会に，従来の新穀感謝祭を発展的に拡充し，虔林省と日本幾林   

漁業振興会が各方面のご協力をえて天皇杯授与の式典をはじめ多彩な行事を   

開催して来ておるが，既に昨秋第3回目を盛大裡に終了した。  

第3回農業祭に参加した都道府県，ブロックまたは全国地域の各種表彰行   

事は271件に達し，それら行事において澄林大臣賞を授与されたものは606   

点に上ったが，それら受賞者のなかから，中央審査委員会において6名の天   

皇杯受賞者（幾産，園芸，畜産，蚕糸，林産および水産部門ごとに1名）が避   



ばれ，さらにこれに準ずるものとしての日本幾林漁業振興会長賞受賞者11名   

（蚕糸部門1各 その他各部門2名）が表彰された。  

いまや内外経済の急速な進展に即応して，第1次産業である農林漁業の近   

代化促進の努力が一段と要請される折柄，虚業祭の成果である天皇杯および   

振興会長賞受賞者の貴重な業続を解説し，農林漁業の近代化に対する生きた   

指標として広く関係方面に覇介，普及することは，まことに有意義と思われ   

るので，昨年度に引きつづき，これを巨澗服こ付した次第である。  

最後に本書の編集にご協力を頂いた執筆者および編集関係者各位に対し深   

甚の謝意を表してやまない。  

昭和40年 3 月  

財団法人 日 本農林漁業振興会   



林   産  部   門  

弟3回頗菜祭天皇杯受繋／山 本  晃  

頗林省林業試験場土壌調査部／臍  隆 男………… 5  

虜3回廃業祭日本農林漁業振興会長繁受賛／藤上金治郎  
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林野庁指導部研究普及課／坂 本  博・………t・ 31   



ニ第3回農業祭天皇杯受賞  

出品財  ほ   

出品者  山 本  晃  
鳥取県倉吉市福光277  

蔓組合員の渡椅指導や相互親睦につくす伽受賞者の略歴  

天皇杯受賞の栄：瞥に輝く山本晃氏の略歴を語るには，先ず先  

代の山本竹治氏からの父子二代にわたる苦斗と努力の物語より  

始めねばなるまい。これを語ることによって，同氏が樹立し受  

賞の対象となった育苗方式の歴史的背景がうかがえるからであ  

る。  

先代の竹治氏が兵庫県より現住地に移住して，汗と泥のなか  

に原野を開墾，苗畑経営に番手したのが明治40年，そしで晃氏  

がその経営を先代より引継いだのは今からやく35年ほど前，と  

きあたかも関東大寒災後の不況の余波がまだ去りやらぬ苦難の  

時代であったようである。すなわち，大正10年頃までは県有林  

地の造林，県行造林，公有林野分収造林などにより苗木の需要  

量も大きかったが，大正12年の関東大震災を契機としてほとん  

ど山行苗の需要がなくなり，生産した苗木は鰍軌こも焼却の憂  

き目をみることもしばしばあったが，そのなかでスギ挿木蔚だ  

げは固定した販路があった。それほその当時からよい品種，よ  

い産地の苗木は造林彼の生長がよく，山林の経営に大きく影饗  

することがわかっていたからである。  

したがって苗木生産者にとってほ良質の種子の碇保に心配の  

ない，生長のよい木からの挿木苗生産が植林家の要望に応ずる  

道であり，山本氏ほスギ挿木苗の養成に苗畑経営の基本線を考  

えたのである。ところが，山本氏の在住する倉吉地方は広大な伯  

曹大山原野の末端の一角で，生産力の低い黒色火山灰土壌の堆  
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横した丘陵地帯にはアカマツの天然林が多く，  

スギの造林地はきわめて少なく，挿木苗を生産  

しようにも穂をとる母樹にもこと欠いて，挿木  

苗生産には不向きな土地柄として一種の諦めさ 

えあったのである。   

このような環境にあって，先代の紋竹治氏は  

鳥取営林署より本県の代表的林業地である智煎  

林業地坪に成立する沖ノ山スギと呼ばれる系統  

のスギ挿木甫の分譲を受け，これを大切に母樹  

として植え，そのなかより形状と生長，さらに“  

枝を刈り込んだ際の萌芽性の強いものを選び，  

姦  

晃氏  山 本  

いわゆる採稔園をつくることを初めて試みたのである。   

それ以来，採穂園の仕立て方や挿付けの方法などについて数 

多の失敗を重ねながらもたゆまざる研究を続け，ひとつの挿木  

による育苗方式を打ち樹てたのである。その後，採穂囲も順次二  

拡張してその経営も漸く軌道にのりかかった時期に，不遜にも  

太平洋戦争に突入し，食糧増産の至上命令により笛畑はもちろ′  

んのこと，採穂囲も開墾のため伐採を強制されたが，氏は熱心  

に林業の公益性を説いて村役場不承不承のうちにその一部を殊二  

すことができた。現在でも畑のなかに40年生以上の採穂木をみ  

るのはこのためで，これが戦後の同地方における挿木苗生産の 

根源になったことを思えば誠に意義深いものがある。   

その後先代の山本竹治氏ほ物故しト晃氏の代となったが，駄  

彼の造林時代という好機にも恵まれて，笛畑と採穂園の酎軋  

拡張をほかり，また技術の研究にはげみ，昭和31年以降は計l卦  

的に挿穂の訂拾生産を行なえるよう経営の合理化に努力し，今  

日に及んでいる。   

現在の山本晃氏ほ全国山林種苗協同組合連合会の理事をつと  

めると同時に，また鳥取県種苗協同組合長として，たえず組合・  

員の苗畑をまわり，技術指導や相互親睦につくし，種苗業界に＿   

黎   



貢献するところきわめて大きいこと  

は，4回にわたる農林大臣賞のほか多  

くの表彰歴をもっていることがよくこ  

れを証明している。このほか県森林審  

議会委員，県林業構造改善委員，倉吉  

市公民館協議会副会長などの多くの冬  

職につき，また倉吉市のライオンズク  

ラブの中心的存在として人望を博し，  

その温厚儀実な人柄で，夫人（民生委  

員）とともに広く社会福祉のため挙党  

垂範して活躍している。   

なお労務者の厚生面にほ特に留意し  

29年生の採穂園  て例年の1預2日の行楽旅行のほか，  

近くの浅津温泉東郷池畔に保養所を設け，自家の労務者ばかり  

でなく広く県下の種苗組合員にも開放している。  

また研究心に富み，謙虚な態度で多数の学者の意見を聞き，  

自らも事業を進めてゆく上に必要な試験を行ない，督笛技術の  

改善に努めている。  

このように地域社会の発凰 地域産業の振興に貢献するとこ  

ろきわめて大きいものがある。  

繹根の発達のよい苗一出品財の概況と特色  

出品財は採稔園3hαを含む18llαの笛畑である。（第1図参照）こ  

の晋畑は烏傾県のほぼ中央部に位し，山陰線上井駅を玄関口と  

した人口6万の小都，倉吉市の［吾］心より北西にやく2kmほなれた  

地点にある。この地帯は中国背横山脈の末端をなす株高約細m  

前後の広い丘陵地帯で，土壌は伯著大山に由来する火1－Lり朴巨の  

黒色土壌であり，酸性が強く－一般に肥沃な土地とほいいがたい。  

採穂園：採穂問ほ高台円筒型と称せられる独白の方法で仕立  

てられた採穂木の集団である。採穂園の現況は第1蒙のとおり  

で，このような規模の大きい採穂園の出現はわが国で初めての  

了   



第1図 山 本 苫■ 畑 略 図  ものでやく177万本の採穂  

が可能である。なお育苗地  

15hnはほぼ2団地にまとま  

っているが，採穂園ほ10カ  

一所に分散しており，病虫害  
が発生した場合に蔓延の危  

険防止に考慮がはらわれて  

いる。   

苗木の生産量：rwLl出前  

の 概 況  

、、 － －－  
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篠   
注：サシスギAとは採穂園より穏木をとり育苗した苗木。  

サシスギBとほスギ林より穂木をとり育苗した苗木。  

の生産数量は第2表のとおりであるが，前述のようにスギにつ  

いては挿木苗の養成に主眼がおかれ，スギ苗のやく73％に相当  

する170万本がこの採穂園に由来する挿木苗である。このよう  

に大きな事業的規模で採穂園が探穂園としての機能と効果をあ  

げている実例は他にみられない。   

苗木の品質：本苗畑の代表的なスギ挿木山行苗を無作為抽  

出により100本調査した結果は平均苗長47c皿，平均根元直径  



8．4mmを示し，ここ  

で生産された苗木は  

第2図に示すように  

鳥取県ならびをこ林野  

庁の苗木規格を上回  

り，根の発達もよく  

（T－R率ほ2～3の  

範囲），地上部：地下  

部の均衡がよくとれ  

凝孟直径．Ⅶ．Ⅵ第2図 笛木の規格と山行嘗の照合  

－●－・・・・・・・●・・・ エー？亨キ足掻   

せ 馬畢原理格   

－○－－○一 山本／儀細ゆ巻本  

竜王ミ∴’・－こ  

40  ら0  60  

ており，徒長  

の傾向はまっ  

たくみられな  

い。山行笛の  

得苗率ほ95％  

以上のきわめ  

て高い僑を示  

す。  

嚢採穂園による挿木苗生産体系一枝術の紹介  

（1）採 穂 園 の 造 成  

母樹の定植：まず生鼠形質ともによい挿木苗（2年生）を  

9   



母樹としてやく1mの間隔（10αあたり1，000本）に植栽する。  

植栽間隔を狭くすると，少面積のところで早期に多量の採穂が  

できるし，また狭く植えた場合の方が同形の不定芽による萌芽  

枝が発生しやすく，作業能率もよ  

い。しかし最近採稚園の中緋，除  

草にほ機械をノ机、るので，その場  

合ほ10αあたり700本ぐらいが適  

当である。   

採柏木（台木）＊の仕立て方：  

母樹を定植した翌年から側杖の努  

走（刈り込み）を行ない，勢足し  

た所から不定芽の発生につとめ  

る。台木が一定の高さになるまで  

は梢頭部に当年枝だけを残し，2  

年生（生長に2年を要した枝）以  

上の側枝ほ3～5cmはど残してすべ  

てこれを勢足する。（刈りとった校  

ほ挿穂として利用するから，ここ  

でいう刈りとりは同時に採穂にも  

第3図 南台円筒型に仕立てるため  

の薮定検武図  
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耶き  三軍R ≡韓日 イ掴 5与月  

なるわけである）以上のような刈  

り込みを繰返して採穂しながら台  

木を仕立ててゆくが，その模様を  

国立関西林木育種場山陰支場の資料によって示すと箱3図のと  

おりである。台木の高さが2・0～2・5mになれば楠堀部の芯をと  

める。この高さほ採穂する場合に女性労務者がリンゴ箱などを  

踏台として手の届く限界で，採穂の利便を考慮したものである。  

このように台木を仕立てるとその形状は細長い円筒形となる  

：二こモ  

珍   

＊一般に挿稽をとる木を採稔木というが，とくに畑地において暫定，芯止めなどを行  

ない，形質のよい挿穂をとりやすいように樹形を整えた木を採穏台木と呼び，林地の  

木から穂をとる場合の採穏木と区別する。   
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ところから，一般には高台円筒型の台木  

と呼ばれている。   

採穂園の肥培管理：採穂園にほ簸糞，  

固型肥料などむ施用するが，その最ほ台  

木の樹勢をみて25～35cmの穂が2年冒な  

いし3年目にほとれるように大体の目安  

をおいて適当に増減する。施肥壷が多い  

場合には穂の水分要求度が高くて活着率  

を低下するので，施肥ほ概して控え目に  

しておくのがよい。  

（2）採 穂   

採種は母樹を定植した翌年から毎年こ  

穂採 の 状 況  れを行なう。5～6年生までの台木は不  

定芽による萌芽枝＊の発生も少なく，また台木として完成され  

ていないから，哲通の自然枝も挿穂とし使用するが，これは萌  

芽枝にくらべて軟弱であるため活着率も劣り，グリン十トドなど  

の蒸散抑制剤を使用して挿つけることが必要である。しかし台  

木が，8～9年生になると萌芽枝の発生も多く，捕った形質の・  

よい穂が多数とれるようになる。  

台木の年令と採碓層との関係は3年目で12本，5年冒で40本，   

10年目で60～70本ていどとれる。15年生以上になると，台木の  

大小により異なるが100～200本，平均150本ていどの穂がほぼ  

毎年コンスタントにとれるようになる。  

採穂は勢定紋で切りとり，長さ30cmくらいの穂とし，穂の下  

半部の枝葉ほ手でもぎとる。この場合ほかの地方でよく行なわ  

れるように鋭利な小刀などを使用して穂の末端を斜に切った  

り，切口のいわゆる切り返しなどを行なう必要ほなく，作業能  

率をあげている。  

＊ここでは，薪穿枝とほ強度の勢定を行なった場合に発生する不義穿が発達した枝葉  

を指し，自然枝とは自然に着生する枝葉を指し栄養枝と呼ばれることもある。いずれ  

にしても仮の呼び方である。  

l手   



（3）締付け貰（1年生）の巻成   

押付けの時期についていろいろ試験し  

た結果は，2月下旬から3月中旬にかけ  

てがよく，この時期はまたちょうど農閑  

期にもあたり労務の調達上も都合がよ  

い。   

締付けまでの作業の手順ほ採穂～穂  

づくり叫（水仮植）仙挿付けの順に区  

分され，これに従事する労務者ほ経験の  

古い者を選び，流れ作業式になるべく2  

～3時間の短時間で処理するよ う努め  

糸  

挿付けているところ  

る。このような場合ほ，穂  

の切口を水に濡らすだけで  

押付けてよいが，押付けが  

穂づくりの翌日になる場合  

は特につくった流水式の水  

仮植稽に水仮植する必要が  

ある。なお3月下旬から4  

月にかけて採柁したものは  

穂の蒸散作用が旺盛である  挿  付  け  床  

ので，その日のうちに押付けるにしても水仮植が必要である。  

（要ほ穂の含水量を低下させないで押付けることがコツであ  

る）   

挿付けほ1があたり350～400本ぐらいにかなり常に押付ける。  

すなわち1ml掛こつくった床に鍬で幅15～18cm，深さ3cmていど  

の浅い港を掘り，撒水したのち押付けト慶土，踏つけという順  

序で流れ作業式に行なう。挿付けの深さは穂の一番下の葉が多  

少土に埋まる言いどにする。なお押付けの際に夏季の横切虫の  

被害を防除するためにBIiCを施用する。   

日雇としては多少陽光があたるように編んである竹茸を用い   

牽   
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るが，これを挿付け後ただ  

ちにかける。気温の低い2）  

月下匂に挿付ける場合はこ  

れが寒気を防ぐ役目もする  

ことになる。日覆は道路も 

あけないで全面的にかける  

ので，このため土壌の乾燥  

を防ぎ，また雑草の発生も  

殆んどない。日露ほ9月初  床蓉床の状況一首がよくそろっている  

めに除去するが，日夜をとる時はすでに  

2～3本ではあるが発根しており，日姦・  

をとると同時に芯芽が伸びだし，発根な  

らびに根の生長も本格的になる。  

（4）山行苗（1回床曹2年生）の養成   

早春に挿付けた1年生の挿木苗は12月  

中旬より掘りとりを始め，大j凱 中笛，  

小首の3段階に選苗して仮植を行ない3’  

月の床替にそなえる。   

床番は一般の実生常に準ずるが，挿付  

け首ほ実生苗より枝張りが小さいので  

1m2あたり大苗ほ6×8＝48本，中首と小  

首は7×9＝63本とやや密に床替する。12｝  

月中に掘りとり，仮構をすれば，床替暗  

までの問に適当に白根がでて床替後の柊  床蓉の根浮かしの状況  

え傷みは全くみられない。   

床替に際しては基肥として堆肥を10α（1反）あたり2，000～  

3，000kg，簸糞8～12凰 チッカリソ40kg巨塔成苦土燐肥23kg  

などを施用する。土壌の肥培管理には過去の実績をもとにして，  

畑によって肥料設計を変えるなど細心の注意を払う。なお除草  

剤としてシマジンを使用する際に多少の薬害がでることがある，  
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が，この薬害の回復には住  

友液肥やボルド†液を用い  

る。   

なお薬剤としてほこのほ  

かスギハダニ防除のためア  

カ【ルを使用している。   

床替してから，9月［卜句  

頃までに山行菌として8分  巌   

リ とリ  どおりできあがるよう肥培  

管理に注意するが，8月下旬から9月に  

かけて2回ほど檀浮かしを行なう。この  

主目的ほ徒長抑制よりもむしろ発根促進  

にあり，これで10月上旬の早期出荷も可  

能になり，かつその際の掘りとり作業も  

きわめて労力が少なくてすむ。   

欝挿穂の多量供給が可能一技術の分析  

と検討   

スギの挿木による育苗ほ九州地方，そ  山行訂の梱包－ポリ袋を用いる  

のほか特定の地域においてほ古くから行なわれてきたが，その  

多くは天然林または造林地の立木の枝葉より挿穂をとる非能率  

的な方法であった。   

山本氏が父子二代にわたり研究に研究を蔓ねた結果，萌芽枝  

により高台円筒型に仕立てた台木より採椎する育苗技術体系は  

第3表 各 項 台 木 の 採 穂 盈  

台木L本あたり採砥…豪（もαあたり台木本数）  

3－4年  用－14  20－24  

低 台 式   

中 台 式  

7－15  
（5102）  

5…7  
（3086）  

40…50  
（2556）  

24－30  
（1543）  

70－85  
（1116）  

37－40  
（772）  

12  
（7，000）  

高台円筒型式  
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青 首 経 過  次の特色がある。  

（1）挿穂の多量供給が可能である：従来   

採穂木の仕立方には石崎厚美氏によれ   

ば，平刈式，偲刈式，高刈式，自然形   

式など多くの種類があるが，本型式の   

ものはこれにくらべて採穂層がほるか   

に多い。（第3表参照）  

（2）不定芽による萌芽枝を帝蘭として用   

いることにより計然枝を挿蘭として用   

いる従来法にくらペて発根活着率を高   

めることができる：この点については，   

学理的にはまだ充分な解明が行なわれ   

ていないが，現象的にほ多くの追試が   

行なわれ確認されている。その成績の   

一例を示すと第4表のとおりである。  

（3）挿木一十床替の2年間養笛方式をとっ  

挿
付
け
2
年
後
 
 

（
山
行
首
）
 
 
 

」
 
 

締
付
け
一
年
後
 
 
 

∵
 
 

締
 
結
 
 

ている：九州その他の地方の挿木で多くみられるように大形  

の挿穂を用いて，1年目にややもすると山行粛としてほ未だ  

不充分な状態で山出しすることなく，前述のとおり第1年冒  

は比較的小形の挿穂を用いて，土壌一挿穂問の水分経済を有  

利に導き，確実な活潜をねらい，第2年目に充分肥培管理し  

てl宜行笛として？諸形質を形成させた上で山出しを行なって  

いる。   

したがって，1年生挿木笛よりも造林後の初期生長のよい  

第4表 粛 穿 枝 の 発 根 牲  

押 付 発根率  
本 数  ％   

発根本数別首分率（タ‘）  
10本以上 9～4本 3～1本  挿穂の区分  

75  23  2   

41  45  14  

180  83   

100  64  

勝算枝をさしたもの  

萌芽枝でない自然枝をさ  
したもの  

（注）関西林木育種場山陰支場業務報告より  
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ことが期待されるが，筆   

者らの調査結果もよくこ   

れを証明しており，苗木   

の造林的価値が高い。  

（4）育成された苗木はよく   

揃っており，パラツキが   

少ない：すなわち無作   

為に100本抽出した2年   

生山出苗の苗長，根元直   

径の標準偏差はそれぞれ   

47±4cm，8．4±0．1mm，そ   

の変異係数はそれぞれ   

0．084， 

小さく，パラツキは驚異   

的に小さい。  

これは高台円筒型仕立   

の台木は従来の採穂台木  

巌  

採穂周の薬剤による蜜虫防除  

挿付け疎トー」計蓼は竹製のものを用いる  の場合にくらべて，小形  

ではあるが揃った萌芽枝が多数発生するよう強度に勢足され  

ており，このような萌芽枝を挿穂として用いることに起因す  

るものと考えられる。   

（5）採穂園の肥培管理が合理的である：肥料3要素の施肥比率  

はほぼN：P205：K20＝100：100：50で，燐酸の施用畳  

が多い。これほ燐酸が不足している黒色火山灰土壌の欠点を  

補うとともに，発根に大きな役割をする燐酸を挿穂に補給す  

るという意味において合理的である。前述のように高台円宵  

型台木の場合は徹底的な努定を行なうのであるが，これを毎  

年続けてもなお台木の樹勢が衰えないで萌芽枝がよく再生す  

るのは，この適切な肥培管理が前提になっているものと考え．  

られる。   

泰   
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（6）首畑の肥培管理が，健笛膏成の線に沿っていて適切である  

：挿木床には挿穂の腐放と発根阻害を避ける意味で施肥を行   

なわないが，床替床においては堆肥2，000kg，簸糞150kg，   

熔成苦土燐肥50kg（10αあたり）を施用して肥培管理に努め   

ている結果，連作障害や意地現象などもみられず，よく地力   

が維持されている。なお肥料3要素の施肥比率ほ，N：P20  

：K20＝100：126：83で一般の貰畑施肥の慣行にくらペて   

燐酸，加里の施用窒が多く，健苗育成の終によく沿ってお   

り，きわめて合理的である。  

（7）2～3の問題点‥ この育苗方式はいちおう体系づけられ   

たものではあるが，なお学理的にはこれから究明を要する点   

も少くない。例えば萌芽枝の方が自然枝よりも発根のよいこ   

とについてほただ現象的にわかっているだけで，植物生理学   

的にはまだ不明な点が多い。   

つぎに挿付け直後から9月初旬まで竹蟹を日豪としてかけ   

るが，日顧期間が少し長すぎはしないかという疑点が残る。   

おそらく挿付けてから発根するまでの期間における土壌の乾   

燥と挿穂の蒸散作用を抑制し，未発根暗における挿穂の水分   

経済を有利に導くためと思われるが，それにしても潅水など   

により水分を補給してもう少し陽光にあてた方が発根の開始   

時期が早くならないか，またもう少し目のあらい竹茸を用い   

る方がよくないかなどについてほ今後の研究課題であろうと   

思われる。なお挿穂窒を継続的に碇保するために果して現行   

の肥培管理で充分なのかなどについても今後検討を要する問   

題であろう。またこの高台円筒型方式を鳥取県下と環境の異   

なる地方で，あるいは沖ノ山系スギと異なる品種で行なう場   

合は当然のことながら探穂の時期（これは努定の時期でもあ   

る）なども多少ずれてくるものと考えられ，この方式を他所   

で応用する場合は慎重な配慮が必要であろう。  
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経済的に有利な育苗体系一経堂の概要  

山本氏の苗畑経営は採穂  

園の造成，機械化ならびに  

農薬の使用などにより，そ  

の労働生産性を高め，技術  

と経営との調和がよくとれ  

ている。以下2～3の説明  

を加えてみると次のとおり   

である。  

（1）生産の基盤が整臓さ  ト ラク タ 一によ る 耕転  

れ安定した経営が行なわれている：民営苗畑としてほ規模の最  

も大きい部類に属するが，採総園をとりいれた督笛技術体系で  

あるので，山行苗の生産巌ほ種子の豊凶，品質の良否などによ  

る消長がなく，常に安定性のある生産が行なわれ技術がよく経  

営を安定的なものに導いているものといえよう。   

すなわち挿轍は採総量の多い高台円筒型の採穂固より採穂す  

るため，挿穂の所要経費は1本あたり40銭ていどであるのに対  

して，従来当地方で行なわれてきた天然木より採穂する場合は  

1本あたり1円50銭ていど要するので，経済的にみてもいかに  

この育苗体系が有利であるかがわかるであろう。  

（2）経営が近代化の方向をたどっている：最近3カ年の雇傭  

労務の推移をみると，賃金は上昇しているにもかかわらず，賃  

金の総支出額は横這いの状態を示している。これほ機械，農薬  

などの使用により作菜の省力化が進み頑健数が減少しているた  

めである。その一例をあげると除草剤の導入により，従来10α  

あたり100人の労働力を現在では60人ていどまでに縮少してい  

る。なお機械ならびに施設の澄備も最少限にとどめ，いたずら  

に過剰投資の傾向におちいることもなく，きわめて効率的に運  

営されている。  
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（3）労務管理が合理的で  

ある：この苗畑の労務構成  

ほ年間の延出役日数からみ  

ると臨時労務者ほ常備とほ  

ぼ同率の50％にあたり，か  

なりの多数にのぼる。しか  

し臨時労務者の雇傭は例え  

ば穂木の押付けを2月中旬  

より3月中旬までに終り，  

笛木の鋸取りも11月頃より  

始めるなど，つとめて農閑  

期を利用した労務配分を行  2  4   6  金  持  ほ 月  

ない，今日¶一般にみられる悪化した労務事情のもとにおいても  

比較的安定した労務管理を行なっている。（第4図参照）  

凝育種計画推進に蔑献…技術緩堂の普及性と今後の展望  

この暫萬技術体系の妥当性については，国立関西林木育種場  

山陰支場や県立林業試験場，鳥取大学などにおいて次第に解明  

されてきており，またこの方式ほ実際に県下の同業者において  

取りあげられているばかりでなく，前記の林木育種場や県営苗  

畑など公的機関においても全面的に取りあげられ，所期の成果  

をあく′ヂていることはこの技術が普及性に富んでいることを現実  

に証明しているものと考えてよいであろう。  

またわが国の育種事業計画によると，昭和60年度以降ほスギ  

前の大部分が実生置から優良品種の挿木苗に転換される予定に  

なっている。こうした背景下において，この高台円筒型の採穂  

園による挿木の育苗体系の碇立は，上述の育種計画を推進する  

うえに大きく真髄するものと思われ，国家的見地からいっても  

期待にみちたものがあり，ただちに普及に移すべき重要な場が  

ある点においてまことに意義深いものがある。  
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弟3回農業祭日本農林漁業損輿会長賞受賞  

出 品 財  林 業 経 営   

出 品 者   藤上金治郎  
福井県丹生郡越廼村眉倉13の94番地  

村民のよき指導者として一受賞者の略歴  

藤上金治郎氏（49才）は，県立農林学校を卒えるとただちに自  

家経営に従事し，父君の志を継いで今日みられるような安定し  

た経営を造りあげたもので，氏の実行力と温厚篤実な性格とが  

相まって村民のよき指導者と仰がれ，村会議員，区長などの役  

職をも重ねている。また昭和38年度には，福井県林業経営コン  

クールにおいて知事表彰を受けている。  

済小規模林業経営の好モデルー経堂の概要  

（1）経堂組織：経営の現状は第1図に示すように，桝種（自  

治を主とする水稲作と畑作）および用材林（スギ）の2部門を  

主要部門とし，きり（水仙を樹下植栽），あぶらぎり，いちょう，  

みかんからなる樹園部門と，水産（うに，わかめ，いわのりな  

どの浅薄増殖）の両部門が副次部門をなしている。  

第1表に示すように，現在林業は投入産出の両比率からみて  

経営のもっとも重要な生産部門となっており，経済もきわめて  

安定している。今後現在の林分が壮令化するにつれて，この傾  

第l表 部門別投入産出比率  

実  

計   
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第1図 経営組織の現況  第2図 昭和初期の経営組織  

あ  

向ほいっそう強まるものとぁられる。  

（2）経堂の土地基盤‥水田0・51llα，普通畑0．3  

1α，きり畑0．3011G，みかん畑0．25lュα，スギ用材  

林9・711肌 軸立木地0．08hαよりなっている。  

（3）山林の令級別面積。蓄積：第2袈のよう  

に整備されており，保続的な林業生産かほぼ可  

能な基礎ができ上っているといえる。  

（ノt）最近5カ年間の植伐状況：昭和7年に植  

栽を始め，約20年前から間伐を実行しており，以  

来継続的に間伐による収益をあげてきた。主役  

は自家月ヨ建築材生産のために35年から37年にか  

令 級 別 面 積・蓄 積  

藤上金治郎氏  

第2表  
響   

けて3カ年間行なわれたが，まだ林分が充分成熟していないた  

めに目下中止している。その状況を示したのが第3衰である。  

（5）販売：材積を測定の上地元業者に対して立木売りが行な  

われている。  
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第3表  最近5カ年間 の種伐状況  

欝林業部門を柱にした安定農家経営一枝曽の特色  

（1）日春海に臨む寒村：藤上氏が住む越廼村は日本海に面し  

た，環境条件に恵まれない寒村である。水田は磯田が多く，一  

枚ごとの面積は小さく形が不規則なため，戦前は人力か牛によ  

って排すほかなく，10α当り42～3人もの労力を必要とし，収穫  

は約6俵だった。それが戦後別家傾が導入されるようになって  

も充分活用する余地がなく，現在でも8俵の収穫をあげるのに  

30人程度もの労力を投入しなければならない。このような事情  

のため，家族労力による水田耕作ほ70～80αに限られてきた。  

また海に臨んでほいても漁業はできず，うに，わかめ，いわ  

のりなどの採集が限られた期間行なわれるだけで，その収入も  

1戸当り4万円程度のチ 小道銭程度のものにすぎない。  

傾斜地の林地は，薪炭林として利月］されたり，あぶらぎりの  

植栽などに当てられてきた。あぶらぎりはもともと価格が不安  

定だった上に，戦後その川途を失なって衰退してしまった。ま  

た近年薪炭需要が急減したため，薪炭材の広葉樹は処分にも困  

るような状態に陥り，用材林への転換をいっそう困難にしてい  

る。こうしてこの村は，人工林率の低い福井県の中でもとりわ  

け人工林化の遅れた村としてとり残された。  

これらの諸条件ほ，この村の生産を水産にしても林産にして  

も天然物の採集に偏ったものにし，また主要部門があいまいな  

雑作的な多角経営をとらせるようになり，農家経済をも不安定  

で発展性の乏しいものにしているといえよう。  

（2）村の植林の先達：藤上父子が林業生産部門の拡大充実を  

はかる以前の，昭和初期の窪営狙魔の概要を示したのが第2園  

である。これによると，水田の所有（貸付地）が大きかったほか  
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は村の他の経営とさして変  

った点はみられなかった。  

山林にしても約6Il（Lのうち  

約4hαがあぶらぎり林とし  

て利用され，林地利用の主  

体をなしていた。   

さきに述べた不安定な，  

発展性に乏しい経営から脱  

ける道として，藤上氏の父  

君は林業部門の拡大と，あ  

座  

水仙，日本桐，みかんの栽増一遍く居倉部  

落と日本海がみえる  

ぶらぎり林や薪炭林をスギ人工林に転換する方法を選んだもの  

である。  

『拾い屋のような多角経営をやっていたのでは暮しは決して楽  

にならない。とくにあぶらぎりなどに頼っていたのではどうに  

もならない暗がくるのではないだろうか。金治郎も学校を卒え  

る頃になったし，いずれは嫁も迎え孫もできるだろうが，その  

時に今のような状態のままであってはならない。それには植林  

以外にこの村でとれる方法がない』  

と考えた。このような父君の考え方は，隣家のお爺さんにもら  

った吉野林業全書によって啓発されるところが大きかったよう  

である。   

植林の決意が次第に固まりつつあった時，たまたま411αほど  

の山林を手離す人があったので，かなり無理してこれを購入  

し，現在の規模にした。農村不況期最中の昭和4年のことであ  

る。当時は世界的な規模の経済沈滞期で，わが国も経済全体，  

とりわけ農山村が深刻な不況の影響を受けた。こうした中にあ  

って林業界は不景気による木材需要の減少に加えて，大正末期  

から始まる外材輸入によって木材価格は大きな打撃を受け，回  

復の予想さえ見透せない時期であった。このような時期に先進  

林業他においてならいざ知らず，林業経営の経験ももたない地  

ー   
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域の農家が林地購入のためにbα当り1000  

円もの投資をすることは，一見経済的に  

ほ不合理な，冒険とさえ見られないこと  

もなかった。このような投資を敢えて行  

なった藤上氏の父君の鋭い洞察力と固い  

植林の決意をここに見ることができよ  

う。  

（3）計画的な植林：スギ人工林への転  

換は昭和7年から始められた。藤上氏が  

17才のときである。10α当り40人を超え  

る水田耕作を始めとして，さまざまな多  

角的経営をやりながらの転換だから，無  
枝打ち作業にでる藤上氏  
（軽い小さな枝打ち用ハシゴ）  

理のないように，計画的に家族労力によって植林を進めること  

にした。当時の植林計画のあらましを示すと，①一挙にあぶら  

ぎり林をなくすことができないから，家から遠い部分から順次  

毎年10～20αずつスギにかえる。②林転によるあぶらぎりの減  

収を補うために，残されたあぶらぎり林に施肥し増収をはか  

る。③新規に買った林分は親指大の竹林と雑木林だったため，  

地ごしらえに労力がかかるので10α程度ずつあぶらぎり林への  

植林と並行して進める。④林転の推進によって労力配分に無理  

が生ずる場合には，水田は小作に出すとか，他の生産部門ほ締  

少するとか，逐次経常組織を改めることによって家族労力を捻  

出することにし，雇傭労力には依存しない。⑤家から近くて管  

理しやすい場所は10α当り300本楯え，管理のゆき届かない遠  

隔地は250本楯えとする，などを内容とするものであった。  

（4）絶ゆまぬ植林への勢力‥こうして始まった植林は計画通  

り進められ，当抑こ予想された通り，昭和10年には水田㈹αを  

小作してもらうようになったり，養蚕を次掛こ減らさなければ  

ならなかったといった変化が徐々に現われた。計画に予想され  

なかったのほ戦争による氏の応召だった。昭和12年から14年ま  
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で補充兵として召集され，2皮目ほ19年から23年までの抑留生  

活をも含むもので，延6年に及んだ。こうした不測の事態の中  

で植林はどのようになったのであろうか。父君，母堂，夫人の  

3人の手に植林ほ受け継がれ，氏の応召中も絶えた年はなかっ  

た。  

『たとえ息子がいなくても‥息子に代りに戦争に征ってもらっ  

ているんだから，息子に代って植林するから心配するな，と父  

から戦地へ宛てた手紙で始終励まされたものです』  

と氏はこの間の事情を語っている。  

（5）集約な管理・保育：月巴沃に乏しい緩傾斜地に対してほ，  

スギの植栽後2カ年間，土壌の改善を主目的に，自給食料を経  

ることを二義的にした豊科植物の間作を行なっているが，これ  

は林木の成長を助ける上でも，また下草の発生を抑え，下刈親  

間を短縮する上でもよい結果を得ている。   

当地方では植林が進んでいなかったため，枝打ち，間伐など  

の保育技術が導入されなかったのは当然のことであるが，膝上  

氏は20数年前から率先して間伐，枝ヨ▲」●ちを励行している。これ  

らの技術は木材業着からすすめられて始めたものだが上残存林  

木の成長増大や，雪害による根曲り材などの不良木の除去など  

を主目的とした，保育に重点をおいたやり方がとられている。   

さらに，戦後の食料難時代に増産のために伐採転用したあぶ  

らぎり林跡の畑地が，食料事情の好転とともに不要となった際  

も、計画通り無理のない程度に造林を進めるためと，生産期間；  

の長いスギの収入に中期の収入を加えるためにキリを植栽して  

いる。この場合もキリの樹下に水仙を栽培して毎年収入を得な  

がらキリに集約な保育ができるように配慮している。このよう  

な考え方ほさきの間作にもみられたところで，スギやキIjのよ  

うな生産期間の長い樹・林木に直接労力や肥料を投入すること  

はなかなか実行しがたいことだから，間作物や水仙を介して間  

接に樹・林木に保育を加えてゆこうとしているのである。  

泉  

象  
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このような態度は父君にもみられるところで，山林を見まわ  

る際に除・間伐を必要とするものほただちに伐採し，それを引  

張って帰って処分すれば一日の日当ぐらいにはなるから，いく  

ら入念に山林を管理してもしがいがあるという考え方と共通す  

るものであろう。   

林分や単木ごとの施業がやられたりフ また間作や樹下植栽な  

ど手のこんだ，質の高い作業が行なえるのほ，すべての作兼を  

家族労力の手で行ない雇傭労力に依存していないからである。  

（6）高い経営主の能力：10hα程度の山林なら無理のないよう 

に，ただ怠まず綺ゆまず植え続けさえすれば，人工林化は誰に  

でも速成できると考えられがちだが，果して簡単にそういい得・  

るものであろうか。藤上氏の経営を小規模林業凝営の好モデル  

だというのは，こういった問題を吟味検討する上でいい事例だ  

とみられるからである。そこですでに断片的に述べたところだ  

が，もう一度膝上氏父子にみられる経営者の役割とでもいうべ  

きものを整理して省みてみよう。  

まず第一▲に指摘できることは，父君が林業の末羞蓬験着であっ  

たにもかかわらず，林業の沈滞期に当時としてはかなりの大金  

を投じて林業部門の拡大充実に身を乗りだしたことにみられる  

洞察力と決断力である。経済には好宗期と不景気の循環があ  

り，さまぎまな義萎済政策によってその波を小さくしようとして  

いるが，まったく回避するるというわけにほいかない。好景気  

で木材価格が好況のときには植林も活発に行なわれるが，その  

沈滞期にほ林業の前途に対して悲観的な予想を生むことば，昔  

も今も変りはない。だがこうした楽観論なり悲観論なりほ経済  

的に当を得たものといえるのだろうか。   

林業は生産期間が長いだけに椎つけ時に伐期における木材の  

需要や価格を予想することはできない。不況期に伐期を迎える  

ことになるかも知れないし，反対に好況期に伐期に到達するか  

も知れないが，伐期は木材として利用できる一定の穫級になれ  
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ばその後ほ自由に決定できるという性質をもっている。だから  

経営の基礎さえしっかり確立しておれば不幸にして不況期に成  

熟期を迎えた場合ほ，好況期まで伐採を延期できる融通性をも  

っている。林業のもつこのような性質をよく理解できれば，藤  

上氏が林業の沈滞期に短期的には必らずしも経済的に合理性を  

もたない，むしろ冒険とさえ思える投資を行なったことが，長  

期的にみれは経済的に合理性をもった投資として結果すること  

になるわけである。  

第二の点ほ，植林の対象となる林地がすでに与えられている  

場合は，その後は苗木や労力などの流動費用の投入だけです  

み，しかも自由に投入塁をきめ，分割投入できることである。  

藤上氏ほ苗木も最近まで自家養成を行なってきたし，また自家  

‾労力だけを投入してきた。この結果，①現金支出をともなわな  

いで植林を終えた。②手のこんだ，質の高い作業を行なうこと  

－ができた。③家族労力に無理のない程度の植林を30余年に継続  

したために，保綻的な生産が行なえるような令級配置の山林が  

でき上った。   

第三の点は，林地への苗木，労力などの流動費用の投入が，  

長い生産期間の間に林地，林木という固定資産に変化して，や  

がてそれが所得の形成を結果することである。藤上氏の立木蓄  

積は今日1，400m3余と推定されている。林分が成熟するにい  

たっていないのでこのような計算は意味をもたないが，今日立  

木価格をm310，100円とすると立木だけで1，500万円近い資産  

になる。さらに成熟期に達するまでには蓄積も増えようし，こ  

れが毎年の所得を実現するようになるのである。こうした林業  

のもつ性質をよく理解し，越廼村のようなところで林業以外に  

方途がないことを，林菜に経験をもたない父君が予想した鋭い  

洞察力と，実行に踏み切った決断力を高く評価しなけれぼなら  

ない。   

さらに植林を始めるに当って，さきに述べたような植林計画  

巌  

繁  
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をたてたり，植林の過程で家族労力で耕作できなくなった水野  

を小作に出したり，養蚕部門を縮少したりといった経営の組緻  

力もまた必要とされることがわかる。  

多くの場合山林といえば自宅から遠いことが多く，長い年月■  

を経なければ収益があがらないため，とかく粗放な管理に陥り  

やすい。こうした弊を避けるために間作や樹下植栽を導入し  

て，直接間接に林地に対して集約な管理、保育を行なうといっ  

た運営力もまた要求されている。  

膝上氏は以前から農家経済簿記，家計簿などの記帳決算上経  

営計画の樹立などにも熱心で，計軌 実行，監査を行なうとい一  

った，経営の把寝にも充分意を用いている。  

以上のような，藤上父子の30余年にわたる植林期間の行動や▲  

さまざまな配慮といったものを省みると，決して尋常な努力で  

はなかったといえよう。  

（7）緊密な家族関係：藤上氏父子の例にみられるように林業二  

の形成期問は長く，多くの場合一代では達成されない。いかに父‾  

君が鋭い洞努力と果敢な決断力に富んでいたにしても，当の藤  

上氏がよく父君の志を継承し，発展させなかったら藤上家の経一  

営は今日の姿とは大分異なったものになっていたに速いない。  

また戦時中の植林にみられたように，母堂や夫人も含めて，緊  

密な家族関係の上でこそ始めて安定的な家族経営が築かれたこ 

とを見落すわけにはゆかない。  

㌢部落有林造林の推進力となる一地域社会への曇献  

藤上氏および父君の2代にわたる植林への情熱が部落の人達  

にも強い影響を与えた。約30hαの部落共有林が今日50％の造林二  

を終え，伐採可能林分をももつようになったのも，父子の直接  

の原動九 推進力となって造成されたものである。  

またこの間部落有林からの収益によっで簡易水道が設置さ  

れ，村民の生活を明るくしているなど，地域社会への貢献も大二  

きい。  
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第31司農業祭日春農林漁業振興会貴賓受費  

出 品 財  乾シイタケ～こうしん   

出 品 者   松 村 喜 市  
宮崎県発臼杵郡諸塚村大字安代  

創意工夫が実を結ぶ…受賞者の略歴  

松村喜市氏は，宮崎県北部のLh村，東臼杵郡諸塚村大字家代  

宇佐礼に生れ，現在同地に，襲と3男2女の7人で居住し，山  

林18bα，畑0．3h，水田0．211αをもち，林業経営を主とする59才  

の梗揮主である。  

山村地域の生活条件のきびしい地に育ち∴戦後家系をつぎ，  

それから20年間プ シイタケ栽培の改善につとめ，これを経営の  

柱として，虚業，畜産等をあわせとり入れ，経営の発展につと  

めた。現在年収概算80万円余をあげ，健全な幾家経営の基整を  

きずいた。  

その間における乾シイタケ生産技術への創意工夫は着火と実  

を結び，増産とともに，優れた品質のものを作ることにつと  

め，各種の品評会において受賞9回に及んでいるが，少しも誇  

るようなところはない。  

とくに，昭和39年度第12回全国乾シイタケ品評会において  

ほ，出品総点数441点のうち，「こうしん」の部の230点のなかか  

ら最もすぐれたものとして，應林大臣賞の受賞に浴したもので  

ある。  

氏は，昭和12年以来，区長，実行組合長，産業部長等の職を  

長くつとめ，部落の指導融和をはかってきた。また／長男の方  

は，県の磨村青年活動の一環として行なわれているSAP道動  

のこの地域の役員として活やくしている。松村氏は，40年間の  

シイタケ生産の経験をもちながら，つねに工夫改割こつとめ，と  

くに青年を中心とした林業研究会のよき指導者となっている。  
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駕シイタケ日本一をめざす諸塚村一地域の概況   

松村氏の住んでいる諸塚村は，シイタケの柑  

として名高い。この村では，造林，シイタケ，  

畜産，茶を産業の4本柱として，その振興につ  

とめている。人工林化も着々とすすんでいる。  

しかし，この村で特記すべきことほ，なんとい  

っても，日本一のシイタケ村をめざして，村の  

人々がみんなシイタケ産業の発展に情熱をもっ  

ているということである。   

現在原木の伐採約1．1万立方米，これに使う  

種駒は1，400万個，平年作で約18万1（gのシイタ  

ふ   

松村喜市氏（中央）とその家族  

ケを生産し，その金額は約17，000万円になり，諸塚村の繁栄  

と，農家経済の安定に大きな役割を果たしている。   

ここで，この村のシイタケ産業振興対策としてどのような施  

策を講じているかをのべてみよう。   

原木と種菌対策   

クヌギ，コナラ原木林ほ現在2，400Ilαあるが，いまのような  

使い方をすると近い将来には足りなくなるので，適地への造  

林，下刈りの実行，共同作業の実施，労力の村外からの雇用あ  

っせんなどをやっている。   

種駒は春子7割，秋子3剖を目途に使用し，優良品種に統一  

し，またその特性を十分理解して使用するようにしている。   

増産対策   

原木の伐採は15～16年として，伏せ込み前に必らず仮伏せを  

する。原木1m3当り4．5kgしかとってないのを，7．5kgにあぼ  

るように人工ほだ場を作り，散水設備をし，さらにほだ木の集  

中管理によって適期採取ができるように，ほだ木運搬索道施設  

に補助を出している。乾燥施設の改良については，現在400基  

ある乾燥施設を漸次改良し，廻転式乾燥機の導入をすすめてい  

る。  
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販売体制と消費宣伝  

農協を通じて，一元集荷，調節販売するように指導し上顎在  

その扱い量ほ95％までの成績をあげている。有線放送で連絡し  

て，村内各所に農協の串がまわって集めているp村でほ毎年村  

民祭にシイタケ品評会を行ない，県や全国の品評会にも数多ぐ  

出品している。  

また，これらの畠評会には，諸塚村の好人が，美味で栄塵の  

多いシイタケ料理を工夫して出品し∴消費増大につとめてい  

る。   

欝健全な鹿家経営一経堂の概況  

現在顔林業に従事するものは本人と要（50才），長男（25才）の  

3人で，労働能力ほ2．4人である。農畜林産物の生産状況を昭  

和38年度における実績からみよう。  

農業部門ほ，水稲，麦，甘帝等であるが，これはいずれも自  

家用で販売するほど作っていない。畜産部門では仔牛一頭を育  

第1表 経  営  面  穂  

目 【   経  営  面  積  

総   合   計  

成して販売している。林業部門では，シイタケの680k昏（乾燥），  

間伐材17m3（約60石）と竹材で，約80万円余の現金収入を得て  
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いるが，そのうち，シイタ  

ケが85％を占めている。   

年間の労働投入量は自家  

労働が，665人（91％），雇用  

労働70人（9％）で，合計735  

人となっている。年間の労  

働配分については，林業部  

門，とくにシイタケ，製薪  

炭の仕事をする関係で，比  

ふ   

松 村 氏 の 家  

較的年間をならして配分されているが，とくに仕事が重なって  

忙しいのほ，10月のシイタケ採取と稲刈りである。  

約18hαの森林の内訳は第1表のとおりである。森林の取り扱  

い方についての基本的な考え方としては，まず，シイタケ原木  

林の確保をはかるとともに，その他の林分ほ，用材林生産を日  

榛とする経営方針をとり入れている。  

原木林の扱い方については，次の生産技術の項でのべること  

とし，その他の森林についてみよう。  

現在，スギを主とする針葉樹が，5．10hα（28％）で，林令構成  

の割合は，20年生以下の幼令林が多いのが特徴である。現在天  

然生広葉樹が10．46％あるが，傾次人工林に転換中である。  

山づくりの方針としては，スギの優良品種のとり入れ（オビ  

移系統），肥培管敷こつとめ，早期育成をほかっている。伐期  

に達する林令がないので， 収入ほ間伐木を有効に利月］すること  

にしている。山の扱い方については，林業改良指導員の指導を  

うけて，個別経営計画作成モデル林家となって，シイタケ栽培  

や森林の改善計画を立案中である。  

富鉱柄特有の品格…出品財の特色  

出品財は，第12回全国乾シイタケ品評会（昭和39年7月）に  

出品されたこうしん（香信）の部の230点中，品質とくにすぐれ  

たものである。  
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この「こうしん」の特徴  

は，薄肉で薗傘は全開して  

いても傘稼がわずかに巻き  

こんでいて，形ほ整ってい  

ること，また，薗礪はやま  

ぶき色の淡黄色で，その色  

沢が鮮明であることが必要  

とされている。   

松村氏の出品されたシイ  防風垣をめぐらしたほだ場  

タケは，最もすぐれたものとして選ばれたものである。とくに  

本年は，暖冬に続く春先きの異常乾燥，高温，長雨などにより  

乾シイタケの生産は大はばな減産とし：われ，品質も劣るものが  

多かった。このような事情にもかかわらず，松村氏のシイタケ  

は，虫害，カビつき，黒子，煮子，変色ものなどがほとんどな  

く，大きさ，品格など審査基準によく合い，すぐれたものであ  

った。  

隼よいほだ場とすぐれた乾燥枝禰一生産技術の特徴  

（1）原木林の造成fこつとめている  

すでにのべたように，この地方はシイタケ生産の急増で，原  

木の不足ほ深刻となってきている。  

松村氏は，従来から原木造成には力を入れており，現在クヌ  

ギ林4．9111α，ナラ天然林2．15わαを保有し，その蓄積は273m3に  

なっている。それでもなお，約4割の原木を購入している現状  

である。  

現在，順次クヌギの人工林の拡大につとめ，6～7年後には  

シイタケ800kgの生産に要する面積7～8hαとして，原木の自  

給態勢を確宜して、年間30～40m3のほだ木の更新をめざして  

いる。  

このように，松村氏は，原木は自己の【－U林から完全自治とい  

う態勢をととのえ，今後ともシイタケ栽培を安定的に幾家経営  
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にとり入れようという考え方をもっている。このように原木林  

の完全自給ということは，購入原木にたよる経営にくらべてよ  

り安定的であるということができよう。  

（2）すぐれた栽培管理   

現在の保有ほだ木の本数は，約7，000本，102m3で，直径11  

cm，長さ120cmゐものが多い。品種ほ，数種のものをとり入れ  

その発生量，形質を比較検討しながら栽培している。   

ほだ場は清激に整理されて，害菌類の発生は僅少である。呑  

と秋の乾風に対しては，仮伏法を採用したり，高さ1・5mの防  

風壇をほだ場に困らすとともに，スプIノンクラーを活用してい  

る。   

また，天地返しなどほだ場の管理につとめ，原木1m3あたり  

6，6kgの乾燥シイタケ生産の実績をあげている。  

（3）適正な労働配分   

シイタケ部門への労働投入量は144人で，そのうち自家労力  

が80人，雇用が64人となっている。また，男子は88人，女子は  

56人となっている。シイタケ生産部門と，農業部門との労働配  

分については計画的に巧みに組み合わせている。  

第2表  労  働  配  分  表  （昭和38年）  

1月12】3】4】5】6」718 靂 9110】11  

腎
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ここで，松村氏の経営の労働配分牽をみながら，シイタケ作  

1りの月別作業のおもなものをひろってみよう。  

1月は玉切り，駒入れ，ほだ場整理などで，2月もこの作業  

の残りや仮り伏せ，3月もこの作業のほか，シイタケの発生，  

収穫や乾燥の作業もあっていそがしく，4月とともに雇用を25  

人ずつ2カ月，50人使っている。   

5月は，本伏せ，収穫の仕事があり6，7月はなくて，8月  

≡はほだ場の除草などである。9月は秋子作りで，10月，11月の  

収穫，乾燥の仕事があり，稲刈り，安まきなどの仕事と重なり  

合っていそがしい。そこで，この2カ月も雇用を入れている。  

また，11月，12月は原木伐採の作業もしている。   

乾シイタケ1kgあたりを生産するのに要する労働量ほ，0・20  

人で，その生産性は非常に高い。これにほ，長さ1，000mの簡  

易索道（共用）を原木，ほだ木の移動搬出に利用していることも  

見のがせない利点である。  

（4）すぐれた乾燥技術   

藤本式乾燥室を改良して，湿気をさけるため高台に，盛り土  

をした上に設けるなど工夫をしている。松村氏の考え方として  

ほ，乾燥室にそんなに金をかけなくとも，よいものが作れると  

も、うことである。今回の栄沓をえられたような立派なシイタケ  

を生産できるようになった技術は，ここ3～4年前から完成さ  

．れたといっている。   

しかし，現在の作菜は，乾燥時間に12時間を要し，深夜にお  

よぶ労働となり，その操作には熟練さにたよる点が多い。  

（5）轟協を利用した販売方法   

シイタケ栽培で重要なことは如何にうまく売るかということ  

である。とくに乾シイタケの場合は，売る時期が問題となろ  

う。   

この面については，松村氏は全部農協に出荷している。澄協  

ほすでにのべたごとく，一元集荷，調節販売を行なっており，  
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このために立派な倉庫もある。このような売り方については，  

諸塚村のシイタケ産業掟興対策をうまく活用して有利にかつ安  

定した方法をとっている。  

欝地域全体として考えること一今後の問題点  

まず，ほだ木用の原木については，現在約4割は購入原木に  

たよっているが，すでにのべたように6～7年後には，完全自  

給ができるように計画的に山林の改善を行なっている。原木林  

からの完全自治ということは，作業の能率の上から有利なこと  

はもちろんであるが，もしシイタケの値段が下落するような場  

合があっても，自己の経営の内部でこれに対応することができ  

るという安全さがあり，大きな強みとなろう。したがってこの・  

点については計画どおりの原木林の造成が達成されることがの」  

ぞまれよう。  

つぎに留意すべき点は，シイタケの乾燥作業の問題である。  

現在の作業は，乾燥時間に12時間を要し，常に室温と換気の調節  

に注意しなければならない。これは深夜におよぶ労働となり，  

その操作には熟練さにたよる点が多い。このことは乾燥室の改  

善と科学的な操作への検討が今後にのこされた問題であろう。  

とくに最盛期ともな叫ば，引きつづいての徹夜作業となるので  

この検討がのぞまれる。すでにこの地域でも一部導入されてい  

る近代的な乾燥設備についても考慮する必要があろう。  

なお，この問題ともあわせ関連することとして労務の軽減を  

はかる点である。これには，労働配分の適正を考えたシイタケ  

生産期間の調整と，直接の省力化をはかるうえでの，ほだ場のゝ  

集団化なども考慮する必要があろう。  

この集団化は単に省力化の面ばかりでなくて，よいほだ場管  

理を行なう上でも必要であろう。しかしながら，これらのこと  

は松村氏の個別経営のみではどうしようもない点もあろう。し  

たがって，部落なり地域全体として考えていかなければならな  

い問題であり，これからのシイタケ栽培の発展にほ重要な課経  

として残されているものであろう。  
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第3回  

農業祭受賞者の技術と経営  

＜林産部門＞  

昭和40年6月1日 印刷・発行  

発 行／財団法人 日本虔林漁饗振興会  

東京都千代田区霞ヶ関2の1（頗林省内）  

制 作／社団法人 全国農業改良普及協会  
東京都文京区大塚仲町36  

印 刷／財団法人 慶 林 弘 済 会  
衆京都千代田区霞ヶ関2の1（磨林省内）   





発 刊 の こ と ば   

農業祭は，全国民の農林漁業に対する誼識を深め農林漁業の技術上経営の   

向上を図るため，毎年11月23日の勤労感謝の祝日を［i］心として催す国民的な   

祭典である。この農業祭は，昭和27年農林漁業者に天皇杯がご下賜になるこ   

ととなった機会に，従来の新穀感謝祭を発展的に拡充し，農林省と日本農林   

漁業操典会が各方面のご協力をえて天皇杯授与の式典糾まじめ多彩な行事を   

開催して釆ておるが，既に昨秋第3回目を盛大裡に終了した。  

第3回農業祭に参加した都道府県，ブロックまたほ全国地域の各種表彰行   

事は271件に達し，それら行事において農林大臣賞を授与されたものほ606   

点に上ったが，それら受賞者のなかから，中央審査委員会において6名の天   

皇杯受賞者（幾度，園芸，畜産，蚕糸，林産および水産部門ごとに1名）が避   



遜紅  

ばれ，さらにこれに準ずるものとしての日本旗林漁業振興会長賞受賞老11名   

（蚕糸部門1名，その他各部門2名）が表彰された。  

いまや内外経済の急速な進展に即応して，第1次産業である農林漁業の近   

代化促進の努力が一段と要請される折柄，農業祭の成果である天皇杯および   

振興会長賞受賞者の貴重な業績を解説し，農林漁業の近代化に対する生きた   

指標として広く関係方面に紹介，普及することは，まことに有意義と思われ   

るので，昨年度に引きつづき，これを印刷に付した次第である。  

最後に本書の編集にご協力を頂いた執筆者および編集関係者各位に対し深   

甚の謝意を表してやまない。  

趨   

E唱和40年 3 月  

財団法人 日 本農林漁業振興会  



水  産   部   門  

第3固農業祭天皇杯受紫／浦河漁業研究会  

水産庁東海区水盛研究所漁法研究室長／宮 崎 千 博……5  

第3国頗業祭日本農林漁業振興会畏究受繋／西村真珠有限会社  

水産庁東京真珠検査所蚕／吉坂象二郎＝…・21  

第3固農業祭日本戯林漁業墟興会長兜受党／田 中又衛門  

元水産庁調査研究部長／藤 永 元 作・…‥3l   



窮3回盛業祭天皇杯受費  

出品財  漁 柴 経 営   

出品者  浦河漁業研究会  

（代表者 谷崎盛広）  

北海道浦河郡浦河町人船町  

鐙旺盛な研究心と強い統率力ー受賞者の略歴  

従来サケ，マス流網とメヌケ延縄漁業ほ中型船によって操業  

されていたが，昭和26～29年頃不況になったので，中型船8餐  

が集り浦河漁業研究会を設立し，町役場と漁業協同組合の指導  

を得て，先達漁解制度による集団操業をメヌケ底刺網やカレイ  

底刺網で行なった。この浦河漁業研究会（会長谷崎盛広）ほ沖  

合の800～1000mの深海漁場の開発に努め，その手掛りをつか  

み，とかく独占的魚場使用に陥りやすい漁業者の悪習を克服し  

て，協業集団操業の方式を確立した。集団操業船の発展の経  

過，集団操業船の登数の推移，船別の乗組員椅成及び標準船の  

大きさと装備は第1表～第4衷に示すとおりである。  

第】表 集団操業船の発展の経過  

昭和29年  北水試の指執こより漁場探索が行なわれ，同時に先達漁船制度が実施に移さ  

れた。  

漁業研究会が発足した。  

魚群探知機2台の貸付けを受く。  

町より魚群探知機2台の助成を受け設置，試験調査によりメヌケ新漁場発見。  

新農山漁村対策として国，町から魚群研究探知機3台設置。  

町漁業協業組合より無線機3台，揚網機3台貸付を受く（地先メヌケ漁場発見）。  

グループ船5隻でメヌケ刺網漁兼の集団操業実施（メヌケ延縄から刺網漁法  

に転換）。  
漁業協同組合より長期低利により無線機1台貸付を受く。  

集団船2隻ディーゼル換装実施（船関連絡が可能になる）。  

改良型揚網械が全船に導入さる。  

某団船1箋に方向探知機設施。  
6隻がカレイ刺網漁米の集団操菜を実施。  

（揚網機の導入により乗組員各1人あて減少する）  
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32年  

33年  
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35年  



年 次‡  内  容  

集団船追加されて7隻となる（地先メヌケ漁  
場発見）。  
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 参加があり19隻  

となる。  
カレイ集団船3隻増加し22笠となる（地先メ  
ヌケ漁場発見）。  

第2表 集団操業船の隻数の推移  

＼妄諒＼」更生 
ぎ33一項35l36芦37！38  

遜好  

（註）カレイ刺網の隻数は35年よりメヌケ刺網と兼  

業するため重複する。  

代表者 谷檜盛広氏  

このように集団操業の方式を研究して，漁業経営の在り方に  

模範とすべき方向を示したことほ，沿岸漁業の振興および構造  

改善に寄与するところ大なるものがあり，協同の力で漁場開発，  

資源管理，漁具漁法の改良，操業方法の改善等に貢献している。  

さらに本年9月設立された日高地区水産加工振興協議会に協力  

して漁獲物の流通面の改う引こも積極的研究を行なっている。  

代表者谷崎盛広氏は，昭和30年には漁業技術改良哲及研究発  

表第1回全国大会で水産庁長官賞をうけ，31年には初代会長中  

第3表 集団操業船別の乗組員構成  

乗  組  員  数  藤   

年  令  層  

船
船
船
船
船
船
船
船
船
 
 
 

A
 
B
 
C
 
D
 
E
 
F
 
G
 
H
 
l
 
 

20～50才（平均30才）  

20～60 （′′ 38〝）  

20～60 （〝 37〝）  

20～60 （〝 37〝）  

20～60 （〝 37〝）  

20～60 （〝 35〝）  

20～50 （〝 35〝）  

20～50 （〝 37〝）  

20～50 （〝 32〝）  



簸l薗 メヌケ漁瘍栂感蘭  

200爪  

桓トン数芸域閑の馬力極雛車群探知機星脚機靂組員  

村民の後を受けて会長となった。昭和34年には浦河漁業協同狙  

合10周年に当り狙合長から表彰され，35年には浦河町長から開  

町50周年記念に際し表彰を受けている。研究心旺盛で統率力の  

ある壮年である。  

欝共同患欲の発揚に効果一出品財の概要  

先達漁船により昭和29年からェリモ堆周辺，幌泉地先を中心  

に「メヌケ」漁場を探索し，調査の結果有望な漁場を発見し  

（第1図）以後現在にいた、るまで，試験網により新漁場の発見  

に努力が払われた。一方 漁場ごとの収容能九 特徴，総合利  

用を明らかにして 
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舞5表 東国船の漁獲塵の纏麹  

34年‡35年i36年i37年 蔓 38年l 備  考  

遽  

防止，海難防止，典同意欲等に効果をあげている。（第5表）  

また昭和35，36年からは漁業経営費の節減に意を用い，細線  

電話，魚群探知機等の装備を共同購入した。この外に，漁家簿  

記の記帳，青色申告，先進地視察，漁船保険に加入等を実施し，  

さらに長期漁業研究生を派遣して漁業研究をつづけ集団化によ  

る漁家経済の向上をもたらしている。  

研究会の事業に対しては，漁業協同組合のみならず，町役場  

も全面的に協力をしていることが特徴である。漁業協同組合で  

は漁家子弟に奨学資金を与え，漁家子弟の勉学，知識の向上に  

意を用いている。この外，狙合でほモデル住宅貸付資金制度の  

糸口をつくった。  

また普通高校の中には漁業科程を設け，70トンの練習船を所  

有している。以上のような町役場や組合の間接的な協力も研究  

会の発展に貢献しているものと思われる。  

H水場収入平均500万円…出品財の特色  

漁業研究会ほ浦河地区の漁業不振を回復すべく，研究員の中  

の研究なちびに活動意欲にもえている中村要蔵，谷崎盛広等が  

一体となって「自治協同の精神をもって関係機関と緊密に連繋  

し，科学的な漁業技術の改良をはかるとともに，漁場の合理的  

な利用と漁業経営の多角化，協同化を促進し，漁家経済の安定  

と漁村文化の向上を期し」て，「約合貝たる生産勤労漁民」に  

よって昭和31年2月発足した∴そして地先海域の開発に着目  

8   
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し，北海道水産袈験場，町役場，漁業協同組合等の協力を得て，  

エリモ堆の漁場開発，ついで浦河地先沖の優良な瀬を多数発  

見 昭和32年以降は水産試験場の手をかりずに自らの開発に努  

めた。この地域の高級魚であるコウジメヌケに主眼をおいたの  

であるが，800～1000mの水深における漁法の操作を要するの  

で，研究会は授，揚網方法，漁具の配置，網目の大きさ等につ  

いて科学的の研究を行なった。しかも限られた漁場を利用する  

ものであり，かつ800mの水深，その他多くの危険と漁具の流  

失をともないがちであるので，関係業者と提携し集団操業によ  

って解決しうる操業方式を研究しつつ，昭和33年にその方式を  

解立したのである。   

また同年前浜におけるカレイの魚道を発見し，メヌケ刺網と  

兼業することにより，周年操業が可能となり，安定操業の見通  

しがたつことになったのである。こうしてメヌケ，カレイを同  

一の目合の刺網で漁獲できるところに，その優位性がみられる  

のである。しかも800mという深い所で底刺網を操網できる方  

式を考案し，投網機使用により操業時問を短縮させ，労働力の  

減少をはかったことは推奨に僻するものがあり，しかもこの揚  

網機ほ地域全般の漁業に普及している。   

かくて，無線電話，魚群探知機，方向探知機の装備の近代  

化，漁獲の能率化，乗組員の減少が促進され経営の合理化が進  

展したのである。   

操業は探索された瀬を利用するとともに，グループは各桁そ  

れぞれ40反の試験網を用意し，たえず新漁場開拓に努力してい  

ることは注目にあたいすることである。   

なお，カレイ操業についても「浦河沖合組合」を設け，その  

集団操業方式を採用案施していることほメヌケ漁業と同様であ  

る。資源管理に関しては，①メヌケの産卵時期は1～3月であ  

ると経験上推完しているので，この期問を禁漁期間とし，（診カ  

レイ，メヌケの若年魚を漁獲しないようにするために網目を制  
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簸2図 痍業窮l匝員  
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限しク ⑨パラメヌケの若年魚の多い漁場を禁漁区とし（箪1  

図），④メヌケ漁場を輪番制により利用する（第2図～第4図）   

などの具体的措置をとって，魚族の資源的見地からみた永続性  

について配慮を払っている。日高管区および浦河町のメヌケ，  

カレイ刺網兼業の漁控窒の推移を第6表に示す。  

第6表 漁憧盈の推移（トン）   

昭和35～36年からこの集団操業の実効が認められると，他の  

希望者も出てくるわけであるが，これらに対しては「カレイ，  

メヌケ刺網袋間接菜協定」の遵守を条件として，規律ある行動  

をとるようにしている。また，浦闇地区以外の漁船もこれらの  

漁場でほ操業しない現状である。   

経営管理に関してほ，人の和をモット←とし，乗組眉全体に  

よる合議制をもって意見を開くとともに，同業船共通の問題に  

関してほ研究会を開催して民主的に解決する方法をとり，協業  

協同精神の尊重の実をあげている。   

労務管華巨については，労災保険に加入し，人手不足の問題  

ほ，技術の改良，操業方法の合理化を通して協業の推進で解決  

しつつある。賃金は歩合制を原則とし，最低保証額ほ昭和37年  

4月以降は2万円としている。   

集団操業灘の現在の水塊収入は平均500万円程度で個人差は  

少なく，今後の計画としては1，000万円の水塊で30％の純利を  

目標としているが，新漁場の開発等からみてこの可能性はある  

ように認められる。  
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㌶料単装億をそなえるエ真一漁兵漁法の扱術的見地からみた変遷および実状  

（1）漁具漁法および揚網能率の変遷  

昭和20年までは，カレイ底刺網は水深30尋以浅の漁場で手に  

よって揚げられていた。この頃の網は綿糸網で，目合4．5寸，  

網丈18掛，長さ23間，1放し10～15反，船は3トン，電気着火5  

寓力解であった。ところが終戦後 カレイ底刺網を沖合で使用  

する希望が出て，昭和24年に網を揚げるための手招揚網機が使  

用された。この頃では，船は8トン，焼玉機関の25馬力，網は  

綿糸網で日合5・5寸，網丈18～20掛臥 長さ23間，1放し25反，  

乗組員8名，内揚網に4名従事した。漁場水深は80尋である。  

メヌケはこの頃では延縄が使用されていた。  

第7表 メヌケ底刺網 昭和31年4月9日  

刺網50間切 50反 綿糸網 2日間沖留  

魚  種l漁 獲 豊】単  価」金  額   

現在，メヌケ延縄漁業と刺網漁業の同一海面での漁獲藍を比  

較すると第7表～第8表のようである。  

第8表 階和31年4月6日 延縄（釣針55本）60鉢  

魚  種】漁 獲 量】単  価」金  額  

（註）水産経済の実勢と今後の方向 日高支庁 昭和31年12月   

この刺網投入海面ほ延縄漁業であれば，終戦後は1種類の網  

でスケソウタラとカレイを漁獲していた。   

すなわち，カレイ漁が終ってから水深100～180尋の所でスケ  

ソウタラを漁獲しようと試みた。ところが水深が深いため，手  

持揚網機では4人での揚網は困難であったので，この手持揚   

】2  



第5国  

第6図  

‘ヽ／「  
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第8因 めぬき刹網損鯛機寸法図  
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第9図 掲揚橙配置伝動装置  

ヱ∫♂β  

／♂〟～／Z‘平フしり又一言グーローラチェン使用   

メダル′ニバ」サルジョイント メダル  

元7－－リ∂’′≠平7Lリ  

又はグローテナニン  
便用  

（変速ヰ段ミッションJ  

虜関掌  （運転富）  

司  

網機と主機関との問にシャフトを装着した。その結果揚網所要  

人員は4名から2動こなった。3月下旬にスケソウタラ漁が終  

了後，水深160～220尋の漁場でパラメヌケを漁獲した。この事  

拷揚網機ほ木製であったが，昭和33年集団授業に入るとき，鉄  

製の投網機を作製した。深海メヌケ（大型）を漁獲するために  

は，沈子綱を太くするとともに，深海での揚網には揚網機の回  

転数をおそくしないと網が切れるおそれが生じた。そこで種々  

と改良が加えられ，揚網機と主機関との間に自動車のミッショ  

ンが取付けられ4段階の速さに分けて回転した。また揚網機自  

体もはや持とおそ拷の2段階としている。現在では揚網に要す  

る人員は1名で足りている。   

揚網所要時間は，前述の如く揚網機使用で8時間もかかるの  

で，操業方法でも所要時間を短縮するようにはかっている。す  

わなち，前述のような網の沖側と丘側を交互に揚網する方式を  

採用して，網を表面に揚げる時，刺網は拐網機によって稔き揚  

げるとともに，丘側の網が上贋往こ捻揚げられるにしたがって水  

圧の変化を受けてメヌケの体内に空気が入り，空気自体によっ  
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て檻網仲の網を容易に上  

層に浮上させるように工  

夫を試みている。  

（2）底刺網の漁具，漁  

法   

メヌケ，カレイの集団  

操業に使用される漁只は  

底刺網で，網糸材料はナ  

イロン，太さ 210D，6  

本，冒合5．3寸臥 網丈  

24掛臥 長さ50間（1問  

5尺），その上下に半掛  

目づつ緑編をしたもの  

で，浮子細はクレモナと   

ポリエチレンの混撚ロー   

プ，太さはマニラトワイ  

ンの2匁相当，長さ26．5  

間，沈子綱および沈子添  

① 中型船用  

① 小型船用  綱はマニラトワインのタ  

ール染（ソマール染），太さほ20匁，右撚と左撚計2本とし，  

長さ23間，浮子ほガラス玉，経2．5寸，1反にメヌケの場合には  

25個，カレイの場合には10佃を付け，沈子は自然石で，メヌケ  

の場合には500匁のものを中間に3個，その他網の両端往こそれ  

ぞれ1個宛，カレイの場合には500匁のものを中間に2佃，そ  

の他網の両端にそれぞれ1個あて給付する。   

瀬縄はメヌケの場合には，マニラロ←プ（タール染），掻4  

分，1放が40反でその両端にそれぞれ1本あて付ける。   

この瀬縄は海底から水深の4／5はマニラロープを使用し，上部  

の1ノ5は潮切と称し細いクレモナとポリエチレンの混撚ロープ，  

太さほマニラトワイン15匁相当のものを使用している。この潮   
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切を付けたため，ガラス  

玉の潮流に対する抵抗が  

少なくなった。瀬縄の上  

部のボンデン（浮標）付  

近には，1尺玉2個，1．2  

尺玉3個のガラス玉を付  

けている。メヌケの場  

合，瀬縄の長さは，水深  

550尋で900尋が使用され  

ている。   

錨ほ4貫の2つ爪錨が用いられ，  

錨と網との間には給紙（太さマニラ  

トワインン20匁相当），左右撚2本，  

長さ20間が使用されている。（第5  

図）   

投網は沖側から丘側に向って行な  

われ，その所要時間ほ40反で10～20  

分である。   

揚網は押倒から行ない，瀬純を引  

揚げる場合，沖例の網端を水深の2／3  

まで引揚げたならば，その後丘側の  

網喘を水面まで引揚げて揚網する。  

（第6図，第7図）   

揚網に要する時間ほ40反で約8時間である。揚網機は谷崎氏  

の考案したもので現在は大型としては19トン型，中型としては  

10～15トン型，小型としてほ5トン以下のものが造られてい  

る。   

メヌケ底刺網の大型投網機の回転数は4段変速で ①最低  

2か～30回転／分，①40～50回転／分，③60～70回転／分，④最高  

80～100回転／分。  

l了   



第10図  

揚網機の掩揚ドラムの長さは1．5m，揚網機の高さ1．16m，  

中型，小型の揚網機の回転数も大型と大体同じで，掲揚ドラム  

の長さは96cm，揚網機の高さは60cmである。   

メヌケ底刺網の大型揚綱機の設計図，写真および伝動装置配  

置図を次に示す。（第8図，第9図，写真①～②）   

船の大きさと揚網機の大きさについてほ19トン級の船には大  

型揚網機の5～10トン扱には中型，5トン以‾Fには小型のもの  

が使用されているが，最初10～15トン級の揚網機を谷崎氏が考  

案したのである。  

（3）メ又ケ刺網の操業について   

メヌケ刺網漁業では3時単項出漁し，SW／s，15浬，所要時  

間2時間位の地点を漁場とし，6時頃投網開始し14時に終了，  

この軋 一旦潮流に向って航走し，沖合で全般が集合し，無線  

電話で連絡して漁場を決定し，15時頃投網を開始し，15時15分  

頃終了，17時30分頃帰港するのが通例である。  

（4）カレイ刺網の操業について  

傘ぬ   
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漁場が1海区から7海  

区までに分れ，小型船は  

若い番号の海区，すなわ  

ち，沿岸から近い前浜で，  

中型船闇エリモ堆西側の  

地点で操業する。11月下  

旬頃では1時頃出渇し，  

6時頃漁場到詣，80反挽  

網の所要時間4時間，投  

網の所要時間10～20分。   

この地方では11月頃から西風が強く  

なるが，この頃は日没後凧となり，朝  

方から天候が悪くなるのが通例である  

ので，昨年から盛漁期に夜間操業をす  

るようになった。したがって夜間操業  

をする関係上，ボンデン（浮標）にラ  

ジオブイ付のダルマ灯を付けるなど科  

学装備を整える工夫をこらしている。   

また操業中網を紛失した場合にほ，  

各般が協力して網の発見には，第10  

図に示すような方法がとられてい  

る。  

メヌケ刺網の操網伸の状態を写嚢③～⑤に示す。  

鬱冷遺品で海外にまで遅出を一枝術の普及性と今後の問題  

メヌケおよびカレイ刺網の集団操業は一応漁揆技術面並びに  

経営面からみて成功しているので，さらにタコ空釣粍，イカ釣，  

サメ刺網などの小型船の集団操業も碇立が望まれ，普及のきざ  

しが現われている。沿岸鮭鰭流網漁業においても集団操業に関  

心をもち始めているが，人数が多くてまとまりがつかなかっ  

た。そこで実行方法としては，部落ごとにある実行組合で取り  
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上げることが望ましいとされている。また浦河の集団操業に見  

ならって昭和38年から荻伏でも5トン未消の船が集団操業を始  

めるようになった。   

浦河ではメヌケ等は夕刻水損，ただちに仲買人に渡されて，  

トラックにして札幌，室蘭等に輸送されているのが現状である  

が，将来は冷凍品にして，内地やさらに外国（外国で賞味され  

る）にまでも発展進出することが考えられている。   

漁場においてもさらに広い範囲に延びうることも考えられて  

いる。   

今後さらに新漁場開発とメヌケ資源の面との問の関係を考慮  

に入れつつ，深海操業技術の改良，製品の加工，販売方法等の  

問題などについてもさらに研究をすすめるべきである。  

透  

轡  
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第3回避某祭日本農林漁業娠輿会長賞受賞  

出品財  真 珠（パラ珠）   

出品者  西村真珠有限会社  

（代表者 西村金造）  

長崎県西彼杵郡西彼村亀浦郷1，070  

欝成長嫁の壮年指導者鵬受繋者の略歴  

西村真珠有限会社は上長崎県大村湾の要所，西彼杵郡西彼村  

亀浦郷にあり，昭和3年，先代西村清太郎氏によって開発され  

創立された本県で指おりの老舗真珠会社である。  

会社はその後，階和9年に漁場を北浦郡福島地先に拡げて年  

々生産を伸ばし，最高施術数48万貝に適する実績をあげていた  

が，同16年第2次世界大戦の勃発による企業の戦時体制の強化  

に殉じて，同18年作来場を閉鎖し事業を休止した。  

昭和21年，倣烈をきわめた大戦が終結するや，いち早く従来  

貝15名をもって事業を再開，翌22年福島町地先をかわきりに逐  

年漁場を拡大し，事業の発展にともなって，同27年個人経営を  

西村真珠有限会社（資本金300方円）に改組し，西村金道民は  

社長西村清太郎氏を助けて専務取締役に就任した。そして，同  

31年資本金を700万円に増資し社運いよいよ隆昌に向っていっ  

たが，同36年社長西村清太郎氏が世を去ったのを機会に，西村  

金造氏は亡父の追業をついでその席についた。この時は2県8  

カ町村に漁場なもつにいたった。  

越えて37年，大村湾川棚町及び九十九鳥海域に漁場を拡張  

し，目下，地の利と人の和をもとに合理的な経営を行ない堅実  

な歩みをつづけている。  

西村氏ほ昭和21年日本大学を卒業後家業に従事し，現各会  

社の社長としての重寮を担っているが，他見長崎県真珠養殖  

漁業協同組合長，長崎県真珠母貝審議会副会長，長崎村漁業共  

済組合理乳海区調度委員等の要職をかね，密殖ならびに漁場  
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の老化防止，真珠養殖撮興計画にもとづく漁  

場の計画的利用や漁場の造成，開拓等，県の  

施策に積極的に協力し，行政の蕗透化につと  

めるなど，斯業の発展のため献身的な努力を  

払っている。   

39年，県の水産業功労者として知事より表  

彰された一事をみても，その功績のほどを推  

察することができる。   

また西村氏は全国真珠養殖漁業協同組合連  

合会副会長および日本兵疎抜興会理事，真珠  

透  

西村金造氏  養殖事業者議会専門委員の役職にあって広く  

わが国真珠養殖業振興の施策にも参画し，斯業発展のために陰  

役的な責めを果している。  

西村氏は誠実にして責任感強く，しかも活動的で実行力にと  

み，′削こ大局をみて私心を離れて石動する人柄だけに，業界の  

信望も厚く，成長株的壮年指導者として今後の活躍が嘱目され  

ている。  

嵩海葛に重点をおく手堅い経堂一経営の概要  

西村真珠有限会社は，その前身をあわせて社令37年をかぞ  

え，その間，ただひたすら真珠養殖業に専念し，良質真珠の生  

産を信条として今日に至っている。  

会社の資本金は700万円に，年間売上高は9，500万円に述し，  

手堅い露営のもとに安完した業績をあげている。  

次に参考までに会社の概況を披露してみよう。  

1．組織  従業員230名  

（その他）  
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2．事業場 2県10カ所   

建物34横 槍鹿44隻   

大村湾 西彼杵郡西彼  

村一本社  

′′ 琴漁村  

一長浦分場  

′′ 西漁村  

一面高分場  

東彼杵郡川棚町  

一川棚分場   

九十九島北松浦都塵町  

一鹿町分場  

〝 田本町  

…生向分場   

対島浅海湾下県郡美浦  

島町一対島分場   

伊万里湾北松浦郡福島  

町一福島分場  

西彼村亀高風粂  

作業場小柴  

〝 鷹島町一艇島分場  

凍松浦郡肥前町一佐賀県分場  

3．漁場面積その他 漁場面積約1，574，000mが  

筏台数約2，600台 施術数量的260万貝  

4．経営上の特色  

（1）珠のサイズ別バランス生産   

各サイズ別バランスを保ちながら生産することによって，母  

貝と施術を有利に善用するとともに，サイズ別価格の変動によ  

る損害を防ぎ，年間売上高の安定をほかっている。  

（2）経費の合理的使用   

事務的人件費や陸上施設費等は極力節減し，これを優良母只  

の購入，従業員の優遇等の費用に充当し，もっぱら生産性の向  
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最近5カ年の奥珠生産伸長状況  上に重点をおき，コストの軽減  

につとめている。  
臼ヨヌロ コ∠l⊂二＝＝＝＝＝二＝：＝］  

35  （3）良質真珠の生産による価  

d♂4∂β■   56也  
格の向上  

二ミ■：E＝＝＝＝＝二二二二＝＝二二三二二二二ニコ  

Z芝迄ZZ≡詔   養殖期間を一般より延長して  ア9．β∫／・   38皿Z4∠4∠と芝Z≡   ♂∂尋∂∫・  
厚巻き珠の生産につとめるほ  

か，浜揚げ時期を限定して良質真珠の生産に窓を用い，真珠の  

価格の向上に努力している。このようにして会社は毎年売上高  

を伸ばし，安定した利潤をあげている。  

※伸びゆく嚢蛛とその背景一出品財の概要  

出品財の産地である彼杵郡は真珠にとって由緒のあるところ  

で，その地名は具足玉（ソナイダマ）から転じたと伝えられて  

いる。いずれにしても，大村湾における真珠生産の歴史はきわ  

めで古く，今より約1，900年前，景行天皇の御代にさかのぼ  

る。  

しかし，真珠の養殖が大村湾に始められたのは明治40年（大  

村水産養殖場において西川藤吉，見瀬辰平両氏が実施）という  

記録からすると，長崎県の真珠養殖は三重県とほとんど時期を  

同じうしているといえる。  

このように，長崎県は三重県と並んでわが国における真珠の  

二大生産県であるはかりでなく，漁場の優秀性と適正な漁場管  

理のもとに年々順調な発展をとげ，現在全国生産量の約13％を  

占めている。  

さて，真珠の需要面をみると，戦後，真珠は海外市況の好調  

と平和ブームの拾頭，これに進駐軍による真珠の世界的細介が  

幸いして，俄然爆発的人気を呼び，輸出量は年々うなぎ上りの  

上昇をしめし，昭和38年には通関統計で4，724万ドル（約170億  

円），67，640キロに達する好調をしめした。  

そして，現在これらの真珠は米国，スイス，西ドイツをはじ  

め100ヵ国を越える世界の国々に輸出せられ，真珠の需要は今   
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後品質の向上と宣伝普及の強化  

によってまだまだ伸びるものと  

期待されている。   

このように，旺盛な世界的需  

要の背景のもとに，真珠の生産  

ほグラフのように年々増加をし  

めし，その地域は三重，長崎，  

愛媛の各県をはじめ25府県の広  

い範囲に及んでいる。   

なお，真珠筏数ほ約198，000  

台，母貝筏数は約63，000台，経  

営体数は約4，000の現勢である。   

また一面，薬味養殖業の発展  

ほ，ひいてほ地元漁業協同組合  

につながる母貝の生産事業を助  

長し，昭和38年にほその生産高  

30億円に述し，わが国沿岸漁民  

の経済の向上と安定に大きな貢  

喜軟をしている。   

このように寅珠養殖業は，母  

只の生産事業をはじめ製核業な  

らびに其珠加工業の中心体とし  

て，これら関連産業の発展に大  

きく貢献しているばかりでな  

く，生産竃のほぼ90％は前述の  

ように広く海外に輸出せられ開  

放経済のもとで，独特の強みを  

地墟式養殖筏作業  

暗箱式卵核器  

大村湾の遮潮  

発揮しながら外貨の獲得に大きな役割を果している。  

霧完全に近い優秀さ一出品財の特色  

出品財ほ養殖真珠の基本をなすパラ珠で，その珠の戸籍は次  
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の通りである。  

（1）施術時期 昭和37．6．20～7．31  

（2）浜揚時期 ′′ 38．12．20～12．30  

（3）漁 場 第1年日 長崎県西彼杵郡西彼村乱岳（大村  

湾）および西海村（面高湾）  

第2年日 長崎県北松浦郡福島町（伊万里湾）  

次に，その出品財の特色を摘記してみよう。  

（l）直径 6m．m．（1粒約0．28gr）のもの175gr  

（2）色相 Pink（ピンク）  

（3）品質 まん丸く，無キズ，無シミで巻（真珠の被層状  

態）が厚く，真珠独特の優雅な光沢があり，養殖真珠  

としてはほとんど完全に近い優秀なものである。  

会社の出品財はこのほか，今回の全国真珠品評会の長崎予選  

においてバラ珠6点が入選，また前回の品評会においても準特  

選として2点入賞しているなど，会社は優秀な真珠を出産する  

点で，業界の定評のあるところである。  

欝漁場，母具および管考里の調和…技術の紹介および分析  

真珠生産の要訣は幾業における「1，土地 2，種 3，肥  

料」のそれと同じように，「1，漁場，2，貝，3，管理」と  

いうことができる。  

この観点から，この会社の特色と思われる事項を2，3選ん  

で披露してみよう。  

（1）漁場の有効利用  

会社は地据式養殖法という独得の方法（写真参照）によって，  

潮流，風浪のため筏の浮設困難な漁場を効果的に利用してい  

る。そして速い潮流がもたらす豊富な栄養資源を巧みに活用し  

ているばかりでなく，資材の経費節減に大きな効果をあげてい  

る。  

（2）只の選定  

会社は真珠養殖の主役をなす母貝および細胞貝については特  
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養 殖 管 理  

‾ 

［旧「国亡 

化 顎 巻 漁 場  育 成 漁 場  8 貝 5農 場  

に次の点に留意している。  

打）母貝について   

三重県産母貝の適応性と優秀性を認め，もっぱら三重県産母  

貝，とくに分泌力旺盛な4年貝を使用するようにしている。   

（亘 細胞貝について   

白系，ピンク系真珠の出現率の経験的結果にもとづき，もっ  

ぱら細胞貝は地元産の4年貝を使用するようにしている。   

（3）只の管理   

仕立作業は寅珠養殖の重要ポイントであるが，会社ほ哲通に  

使用されている垂下式卵技能のかわりに，独特の暗箱式卵抜範  

（写真参照）を考案し，多量の母貝の卵抜を能率よく，しかも  

完全に行ない，好適な母貝を技術者に豊富に供給するようつと  

めている。   

（4）長期養殖と適正浜揚げの励行   

真珠の被層状態をよくするために，養殖期間を一般よりも1  

年ほど長く養殖し，また浜揚げ時期を12月10日～1月10日（水温  

160～140c）に目標をおいて，良質真珠の生産につとめている。   

その他，核および使用母只の品質の厳選，核入れ作業期間の  

限定，正確な施術の励行と技術の訓練，漁場の有機的有効利ノ臥  

手術前彼の只の健康管理，海流観測の励行等があげられるが，  

要するに良質真珠生産の根本は，今までに研究され経験された  

諸結果を，いかに上手に，それぞれの漁場と母貝の条件にとり  

いれ，これをどう有効に管理し実行するかに，その鍵があるよ  

27   



うに思われる。  

今回の受賞の成果も，実はその総合的努力のたまものといえ  

よう。‘  

㌣寄生虫駆除と漁場の若返りが先決一技術の普及性と今後の問題点  

真珠養碑の目標は優秀な真珠の生産にあることは申すまでも  

ないことである。しかし，真珠生成の主役をなすものがあこや  

貝であり，また貝にとって最も大切な揺藍地が海である関係  

上，真珠養殖にほ人為による技術や方法だけでは容易に解決す  

ることのできない宿命と凌雑さが伏在している。  

ここに，真珠養殖の樽異性と今後の問題点があるように思わ  

れる。  

さて，真珠蚤殖業の今後の発展については，加工，流通，輸  

軋 金融等の経済的政策的な事項のほか，事業に対する精神的  

な事柄など，広い分野から論じなければ適切な答えは得られな  

いが，ここでほ生産技一術の面に焦点をしぼって述べることとす  

る。  

そもそも，真珠の並殖は前貰表の過程をへて行なわれるが，  

このうち基本をなすものは施術作業である。  

しかし、この技術ほ現在でほ広く普及せられ，各作業場とも  

ほぼ水準に達しているので，今後の養殖技術の問題点は次の事  

項が重要と考えられる。  

すなわち，（1）母貝の品質向上と品種の改良，（2）あこや只の健  

康管理と異常紫苑の防止，（3）漁場改良と漁場開発，（4）養殖密度  

の適正化とその励行，（5）セルカリヤ，ポリヲ一夕一等寄生虫の  

屏除および予防，（6）ピースおよび母貝に対する薬剤の有効利用  

（7）養殖用器具類の改良ならびに新しい資財の活用，（8）早揚時期  

の適正化と品質の向上，（9）漁場計画ならびに生産計画の徹底  

化，㈹技術者の養成。以上はいずれも緊要な問題であるが，こ  

のうち，特に緊急な事項は（5）の寄生虫の駆除と（3）（4）の漁場の老  

化対策および（8）の真珠の品質向上の問題であろう。  
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今年こそ，全力をあをヂてこれらの問題に取り組み，一日も早  

く有終の美をあげられんことを結びの言葉として肇をおく。  
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第3匡l農業祭日容農林漁業振興会長覚受欝  

出品財  錦  鯉   

出品者  田中又衛門  
新潟県長岡市遊平町  

喜父子三代にわたる錦鯉の養殖一受密着の略歴  

受賞者田中又衛門氏は，祖父の代より避鰹  

業を営み，斯界の先達として後進を指導し，  

錦鯉の名声向上のために日夜努力を続けてい  

る。現在，長岡地区錦鯉養殖漁協専務，大日  

地区養鯉組合長等の公職にあって，新潟県に  

おける錦鯉魔殖の指導者として衆望を荷って  

いる立派な人物である。   

饗殖の規模   

田中氏の経営する養殖場は，養魚池約7反，  

ふ化場30坪。年間生産ほ当才20，000尾，2才  

魚400尾，親魚200尾で年収約7胡，000円。   田中又衛門氏  

錦鯉の歴史   

新潟県の錦鯉の歴史ほきわめて古く，遠く天和の頃（1615～  

1623）までさかのぼることができる。しかし，ある程度飼育が  

盛んになったのは明治に入ってからで，その頃にほ品質の固定  

も進んできた。錦鰹はその色彩によって，いろいろな名称があ  

るが，主なものをあげれば次の通りである。   

紅白，由無地，赤無地，三色，赤べっこう，自べっこう，黄  

写，自写，昭和三色，金鱗，銀鱗，銀樺，金棒，浅黄，黄鰹，  

茶鮭，金兜，銀兜など。   

これらの多岐多彩にわたる華麗な色彩は一朝一夕にできあが  

ったものでほなく，あるいほまた，特定の人々によって創られ  
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たものでもない。300年  

以上にわたる名もない農  

民による苦心惨憺の結果  

にほかならないのであ   

る。   

錦鯉の主な生産地は，  

旧古志郡を中心とし古く  

から20村と称した山間の  

僻地である。明治時代ま  

では，錦鯉の飼育は，農  

家の娯楽を主とし，他に  

慰安設備のない山村であ  

ってみれば，錦鯉の濃艶  

な色彩や優美な姿態は，  

農民の自慢話の種ともな  

り，娯楽の尤なるもので  

あったであろう。   

錦鯉が一般擬人の注目  

をひき，販売の対象とな  

りはじめたのほ大正の中  

頃と推定され，その契機  

となったのは，大正3年  

（1914）東京で開かれた  

大正博覧会に出品したこ  

とによるといわれてい  

そ。爾来，販路は次第に  

拡大するとともに飼育農  

家の数を増し，農家の副  

業として，その基礎を固  

めていったのである。  

ぢ′姦′  

錦鯉のいろいろ  

蓬平の段々畑  

遜   

段々畑の中の養魚池（水を干し上げた池）  
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第二次世界大戦中は一時中断して，  

わずかに部落々々で篤志家が兢鯉を保  

存していた程度にまで衰微してしまっ  

た。戦後再び飼育者がふえ，販路は戦  

前以上に拡大してほとんど全国に拡が  

るようになった。   

農家の副業としての錦鯉   

旧古志郡は山岳地帯で段々畑は山頂  

にいたり，反収はわずか2石あまりと  

いわれる。しかも積雪ははなほだしく，  家のそばの養鰻池  

1年の内4～5カ月間は  

雪にうずもれている。し  

たがって錦鯉の飼育はこ  

の付近一群の幾家の副業  

として，大きな収入源と  

なっている。この地方で  

は錦鯉の飼育は，頗家の  

副業とはいえ，米麦収入  

に匹敵するか，あるいは  

それ以上の比重を占めて   

いる。  

現在，この地方の錦鯉  

の飼育者数は約3，000世  

帯から4，000世辞に及び，  

年産1，000万尾，3億  

円を超えるといわれてい  

る。   

飼育方法ほ特別のもの  

ではなく，普通の養鯉と  

異なるところはない。強  
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いていえば食用鮭にくらべて価格が高いので，親魚や稚魚の選  

別に細心の注意を払っていることである。養殖池は一般に小さ  

く，一つの池が1反歩以上に及ぶものはあまり見られない。養殖  

池ほ段々畑の中にあるものと，家の側にあるものとがある。こ  

の池で巻から秋まで飼育し，冬季にをま必らず家の側の越冬地に  

移す。近年，県からの補助金により，共同の越冬池を設け，そ  

れを利用するものが次第に増加しつつある。   

び   

新潟県の錦鯉ほ，これが鮭かと疑われるほど色彩の輩貰と姿  

態の優美なのにおどろかされる。ここまで創り上げるには，実  

に300年の歴史が必要だったわけである。しかも，農家の副業  

として重要な地位を占めている。   

このたびの田中氏の名巻ある受賞は，田中氏の出品された錦  

鯉が群を抜いて立派なものであったからではあるが，300年に  

わたる農民の努力が背欝になっていることを忘れてはならな  

いゥ  
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